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令令和和 77年年度度  半半田田商商工工会会議議所所事事業業報報告告  
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I. 総括概要 
令和 7年度のわが国経済は、賃上げと物価上昇の好循環が定着しつつあり、実質GDP成
長率が1.2%程度、名目GDP成長率が2.7%程度、消費者物価上昇率が2.0%程度と見込まれ
る安定成長へ移行しました。 一方、地域の中小企業・小規模事業者が直面する最大の課題は、
構造的な人手不足とそれに伴う賃上げ圧力であり、引き続き極めて厳しい経営環境に置かれ

ています。原材料費や労務費の上昇を適切に価格転嫁できるかが、企業の存続を左右する正

念場ともなり、また「金利のある世界」への移行やコロナ関連融資（実質無利子・無担保）

の返済本格化により、資金繰りへの影響も懸念されます。 
当所は令和 7年度、松石会頭 1期目の任期最終年度を迎えました。令和 4年 11月の就任
以降、新型コロナウイルス感染症の五類感染症への移行と経済活動の再始動、刻々と変化す

る海外情勢に大きく影響を受ける国内経済、ＤＸ・ＡＩによるビジネスの変革など、持続的

な地域経済の発展と中小企業・小規模事業者の成長に向け新たなフェーズへと入り、経営者

は激しい環境変化に対応し企業を存続させるため、経営者自らが既存の価値観や行動様式を

捨て、意識と能力をアップデートする自己変革が求められています。 
令和7年11月を始期とする松石会頭2期目では、基本施策として、「人材と雇用の循環を
支える」「中小企業・商業の再生と地域ブランドの確立」「地域内消費の循環と外部流入の促

進」「小規模事業者の事業継続支援」「交通・都市基盤の整備と未来構想」を掲げるとともに、

新たに小栗宏次副会頭を迎え、5常設委員会への再編、「未来ビジョン研究チーム」の新規設
置等体制を整備し、地域経済の好循環を創出する「共創と循環のまちづくり」を目指します。 
基本施策の一つである「人材と雇用の循環を支える」では、知多地域の商工会議所・商工

会と連携し企業の採用支援事業として確立していた知多地域学生就職情報センター「るびあ

ん」を全面リニューアルし令和8年1月、大手求人サイトにはない地元企業の詳細な情報や
社風を発信するウェブメディア「チタジョブ」としてサービスを開始しました。引き続き、

地域の多様な求人・求職ニーズの変化を捉えていくとともに、市内各高校・地域内大学等と

の関係づくりを進め、合わせて高齢者・外国籍市民・海外人材等人材と雇用、多文化共生を

取り巻く多様な変化に関係機関との連携を強化してまいります。 
流通部会主催の「HANDA NOBEL」は、長く継続開催してきた「知って得するゼミナー
ル」を見直し、「事業者の新しいチャレンジをかなえる」をコンセプトに立ち上げたマーケッ

ト事業で、令和8年2月、半田赤レンガ建物において開催しました。近代より起業家精神溢
れた先人によって発展した半田が有する潜在力を地域内消費と外部流入を高める魅力へと転

換し、事業の継続化を図り商業分野の活性化に繋げてまいります。 
中心市街地活性化は、令和7年4月を始期とする「半田市中心市街地活性化基本計画」が
実施段階となり、当所は 2 年目を迎えた半田市中心市街地活性化協議会の枠組みを活かし、
知多半田・半田駅前・半田運河の各部会活動がエリア毎の課題解決に向け取り組みに着手し

ました。協議会と一般社団法人公民連携事業機構とのパートナーシップでは、半田市中心市

街地における将来的な事業展開を志向する事業者を対象とした実践的な育成プログラムを実

施。エリア価値を高める基盤づくりに取り組むとともに、行政と民間が連携・協働する半田

市中心市街地活性化の理念を推進してまいります。 
社会・経済環境が急速に変化する中で、地域経済を支える中小企業・小規模事業者を取り

巻く環境も大きく様変わりしています。事業者が直面する課題は複雑化・多様化しており、

こうした状況下、本年で133年の歴史を刻む半田商工会議所は今後より一層、会員企業にと
って真に役立つ存在としての機能強化と進化が求められます。「未来ビジョン研究チーム」は、

半田商工会議所が将来にわたり持続的に発展し、地域経済の成長と活力の創出に貢献してい

くことを目指し、真に役立つ組織への改革等使命を担い、地域の支援プラットフォームとし

ての商工会議所像を確立してまいります。 
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ⅡⅡ..  事事 項項 別別 状状 況況                

１１..  定定款款及及びび規規約約等等  

【１．定款】 
令和 7 年 5 月 28 日開催の通常議員総会において、定款変更を行った。改正理由配下の通り。 
2025 年 6 月 1 日に、刑罰の「懲役」と「禁錮」を一本化し、「拘禁刑」を創設する改正刑法が

施行された。これに伴い、商工会議所法においても同旨の改正が行われることから、商工会議所

の定款で「禁錮（禁こ）」と定めている箇所（「会員資格」と「役員の任免」に係る欠格事由）に

ついては、「拘禁刑」と改正する必要があったため。 
 

変更箇所の新旧条文 
旧 条 文 新 条 文 

 

第２章 会員 

 

（会員の資格） 

第１０条 本商工会議所の地区内に引き続き６

ヵ月以上営業所、事務所、工場又は事業場（以

下「営業所等」という）を有する商工業者は本

商工会議所の会員となることができる。ただし、

次に掲げるものであって、常議員会の承認を得

た場合は、本商工会議所の会員となることがで

きる。 

 

 （１）～（２）略 

 ２  略 

 ３ 次の各号の１に該当する者は、会員とな

ることができない。 

 （１）～（２）略 

 （３）禁錮
こ

以上の刑に処せられ、その執行を

終わるまでの者又はその執行を受けることが

なくなるまでの者 

 （４）略 

 

第２章 会員 

 

（会員の資格） 

第１０条 本商工会議所の地区内に引き続き６

ヵ月以上営業所、事務所、工場又は事業場（以

下「営業所等」という）を有する商工業者は本

商工会議所の会員となることができる。ただし、

次に掲げるものであって、常議員会の承認を得

た場合は、本商工会議所の会員となることがで

きる。 

 

 

 （１）～（２）略 

 ２  略 

 ３ 次の各号の１に該当する者は、会員とな

ることができない。 

 （１）～（２）略 

 （３）拘拘禁禁刑刑に処せられ、その執行を終わる

までの者又はその執行を受けることがなくな

るまでの者 

 （４）略 

第４章 役員 

 

（役員の任免） 

第３３条 会頭は、議員総会において、会員（会

員が法人その他の団体である場合は、会員の

権利を行使する１人の者、以下本条において

同じ）のうちから選任し又は解任する。 

 ２～８  略 

 ９ 次の各号の１に該当する者は役員になる

第４章 役員 

 

（役員の任免） 

第３３条 会頭は、議員総会において、会員（会

員が法人その他の団体である場合は、会員の

権利を行使する１人の者、以下本条において

同じ）のうちから選任し又は解任する。 

 ２～８  略 

 ９ 次の各号の１に該当する者は役員になる
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ことができない。 

 （１）～（２）略 

 （３）禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執

行を終った日、又は執行を受けることがなく

なった日から５年を経過するまでの者。 

 （４）略 

 １０ 略 

 

ことができない。 

 （１）～（２）略 

 （３）拘拘禁禁刑刑に処せられ、その刑の執行を終

った日、又は執行を受けることがなくなった

日から５年を経過するまでの者。 

 （４）略 

 １０ 略 

 

  附 則 
（実施の時期） 
４６．第１０条（会員の資格）３項（３）及び

第３３条（役員の任免）９項（３）改正規定

は、令和７年５月２８日から実施する。 
 

 
 
【２．規約等】 

A．半田商工会議所議員の選挙及び選任に関する規約の一部改正 
 
令和 7 年 5 月 14 日開催の常議員会において、規約変更を行った。改正理由は以下の通り。 
条文内における禁治産者という表現は、かつての禁治産制度に基づいており、同制度は、1999

年 12 月 8 日の民法改正（2000 年 4 月 1 日施行）によって、成年後見制度に改められているため。   
また、2025 年 6 月 1 日に、刑罰の「懲役」と「禁錮」を一本化し、「拘禁刑」を創設する改正

刑法が施行されることに伴い、「刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整理等に

関する法律（令和 4 年 6 月 17 日法律第 68 号）」第 310 条により、商工会議所法においても同旨

の改正が行われるため。 
 
改正箇所：アンダーライン部分 

旧 規 約 新 規 約 
第１条～第３条   略 第１条～第３条   略 
第４条 会員は、すべて議員の被選挙権を有

する。但し左の各号の１に該当するものは被選挙

権を有しない。 
 １．未成年者 
 ２．禁治産者及準禁治産者 
 ３．懲役又は禁錮の刑に処せられ、その刑

の執行を終り又は執行を受けることがなくなった

日から５年を経過するまでのもの 
 ４．破産者であって未だ復権しないもの 
 ５．選挙人名簿確定日までに会費を納めな

いもの 

第４条 会員は、すべて議員の被選挙権を有

する。但し左の各号の１に該当するものは被選挙

権を有しない。 
 １．未成年者 
 ２．削除 
 ２．懲役又は拘禁刑に処せられ、その刑の

執行を終り又は執行を受けることがなくなった

日から５年を経過するまでのもの 
 ３．破産者であって未だ復権しないもの 
 ４．選挙人名簿確定日までに会費を納めな

いもの 
第５条～第５１条  略 第５条～第５１条  略 
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附則 
第５２条～第５５条 略 
 

   
 

附則 
第５２条～第５５条 略 
 
第５６条 本規約は、令和７年５月１４日よ

り第４条 ２～４を改正し施行する。 

 
 
B．半田商工会議所会場使用規約の一部改正 
 
令和 7 年 7 月 30 日開催の常議員会において、規約変更を行った。改正理由は以下の通り。 
近年、当会館において、貸室利用開始時間である午前 9 時より前に来所される利用者が増加し

ており、実際には午前 8 時以降からの対応を余儀なくされる案件も増加し、利用者ニーズも変化

している。しかしながら、現在の会場使用規約では、貸室使用可能時間を午前 9 時以降と定めて

おり、それより前の時間における対応については、人的・運営的な負担が増す一方で、料金体系

に反映されていない状況にある。これらの背景を踏まえ、規約の見直しを行うため。 
 
改正箇所：アンダーライン部分 

旧 規 約 新 規 約 
第１条～第３条  略 第１条～第３条  略 

第４条 使用料 
（１）～（２）  略 
 
 
 

 

第４条 使用料 
（１）～（２）  略 
 
（３）午前９時より前の時間帯を利用す

る場合は、利用可能時間の上限を一時間と

し、一律２，７５０円をいただきます。 

第５条～第７条  略 第５条～第７条  略 

附則 
１．～１４．   略 
 
 
 

附則 
１．～１４．   略 
１５．本規約は、令和７年７月３０日に、

第４条（３）を追記、改正し、令和８年４

月１日より施行する。 

 
 
C．半田商工会議所委員会規約の改正 
 
令和 7 年 10 月 29 日開催の臨時議員総会において、役員議員改選に伴い、委員会名称と所管事

項を一部改正した。 
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改正箇所：アンダーライン部分 
旧 規 約 新 規 約 

第１条～第２条 （略） 第１条～第２条 （略） 
第３条 委員会の名称及び所管事項は次のと

おりとする。 
第３条 委員会の名称及び所管事項は次のと

おりとする。 

Ⅰ.常設委員会 Ⅰ.常設委員会 

１. 組織運営委員会 
① 定款・諸規約の制定または改廃に関するこ

と 
② 会議所運営に関すること 
③ 魅力ある会議所づくりに関すること 
④ 行政への要望・提言活動に関すること 
⑤ その他会議所運営に関し、会頭の諮問に応

ずる事項 

１. 組織運営委員会 
① 定款・諸規約の制定または改廃に関するこ

と 
② 商工会議所運営に関すること 
③ 魅力ある商工会議所づくりに関すること 
④ 行政への要望・提言活動に関すること 
⑤ その他商工会議所運営に関し、会頭の諮問

に応ずる事項 

２. 地域力創造委員会 
① 地域力（まちの価値）を高める新たな振興

策・活性化策に関すること 
② 半田市が策定・推進する各種計画との連

携・協働に関すること 
③ 観光振興・地域経済振興につながる他地域

商工会議所・商工会、観光振興機関等との

連携に関すること 
④ その他地域力創造に関し、会頭の諮問に応

ずる事項 

２. 地域産業創造委員会 
① ローカルゼブラ等、地域産業の振興、及び

競争力強化に関すること 
② 新産業・新事業創出の推進に関すること 
③ 地域資源を活かした産業ブランド化・文化

産業の推進に関すること 
④ その他地域産業創造に関し、会頭の諮問に

応ずる事項 

 ３. 地域共創委員会 
① 中心市街地活性化等、官民連携・地域団体

との協働推進に関すること 
② シビックテック等、地域ブランド・シビッ

クプライドの醸成に関すること 
③ 地域資源を活用した事業創出・観光等活性

化支援に関すること 
④ その他地域共創に関し、会頭の諮問に応ず

る事項 
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３. 経営力強化委員会 
① 生産性向上、経営基盤強化に関すること 
② 脱炭素経営に関すること 
③ 企業価値向上に関すること 
④ その他経営力強化について、会頭の諮問に

応ずる事項 

４. 経営基盤強化委員会 
① 企業経営の安定化・生産性向上支援に関す

ること 
② デジタル・生成 AI を活用した経営の推進

に関すること 
③ その他経営基盤強化に関し、会頭の諮問に

応ずる事項 
 ５. 企業価値創造委員会 

① 人材確保・育成の推進に関すること 

② ESG（環境・社会・ガバナンス）経営・企

業価値向上に関すること 
③ 人的資本経営に関すること 
④ その他企業価値創造に関し、会頭の諮問に

応ずる事項 

Ⅱ.特別委員会  （略） Ⅱ.特別委員会  （略） 

第４条～第７条   （略） 第４条～第７条     （略） 
附 則 
１～１９  （略） 

附 則 
１～１９  （略） 
２０.この規約は、第３条Ⅰを一部改正し令和７

年１１月１日から施行する。 
 
D．半田商工会議所職員就業規則の一部改正 
 
令和 8 年 3 月 27 日開催の通常議員総会において、関連法令（改正労働基準法、改正育児・介

護休業法）への対応、職場環境の健全化、リスク管理の徹底を図るため、規則を一部改正した。 
 

I： 職員就業規則 

改正箇所：アンダーライン部分 
旧 規 則 新 規 則 

第１条～第１０条 （略） 第１条～第１０条 （略） 

新設 （管理監督者の定義） 

第１１条 管理監督者とは職員を指揮する次の

者をいう。 

② 専務理事 

②理事 

２ 管理監督者は本規則第３２条に定める

労働時間、休憩、休日の規定は適用しな

い。 
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３. 経営力強化委員会 
① 生産性向上、経営基盤強化に関すること 
② 脱炭素経営に関すること 
③ 企業価値向上に関すること 
④ その他経営力強化について、会頭の諮問に

応ずる事項 

４. 経営基盤強化委員会 
① 企業経営の安定化・生産性向上支援に関す

ること 
② デジタル・生成 AI を活用した経営の推進

に関すること 
③ その他経営基盤強化に関し、会頭の諮問に

応ずる事項 
 ５. 企業価値創造委員会 

① 人材確保・育成の推進に関すること 

② ESG（環境・社会・ガバナンス）経営・企

業価値向上に関すること 
③ 人的資本経営に関すること 
④ その他企業価値創造に関し、会頭の諮問に

応ずる事項 

Ⅱ.特別委員会  （略） Ⅱ.特別委員会  （略） 

第４条～第７条   （略） 第４条～第７条     （略） 
附 則 
１～１９  （略） 

附 則 
１～１９  （略） 
２０.この規約は、第３条Ⅰを一部改正し令和７

年１１月１日から施行する。 
 
D．半田商工会議所職員就業規則の一部改正 
 
令和 8 年 3 月 27 日開催の通常議員総会において、関連法令（改正労働基準法、改正育児・介

護休業法）への対応、職場環境の健全化、リスク管理の徹底を図るため、規則を一部改正した。 
 

I： 職員就業規則 

改正箇所：アンダーライン部分 
旧 規 則 新 規 則 

第１条～第１０条 （略） 第１条～第１０条 （略） 

新設 （管理監督者の定義） 

第１１条 管理監督者とは職員を指揮する次の

者をいう。 

② 専務理事 

②理事 

２ 管理監督者は本規則第３２条に定める

労働時間、休憩、休日の規定は適用しな

い。 

 

（休職） 

第１１条 職員が次の各号の一に該当した場

合に休職とする。 

①業務外の傷病による欠勤が６か月を超

えた場合、ただし、断続して欠勤を繰

り返した場合は、その欠勤日数を通算

する。 

 

 

②育児休業、介護休業の申出を行いこれ

が認められた場合、ただし、手続き、

取扱については別に定める規定によ

る。 

③誓約に違背した場合。 

④刑事事件に関し起訴告発を受けた場

合。 

⑤会議所の都合により、休職を命じた場

合。 

⑥前各号の他、特別の事情があって休職

させることを必要と認めた場合。 

（休職） 

第１２条 職員が次の各号の一に該当した場合

に休職とする。 

①業務外の傷病による欠勤が６か月を超

えた場合、ただし、断続して欠勤を繰

り返しは、その欠勤日数を通算する。 

②１か月当たり所定労働日の半数以上を

欠勤した月が３か月連続した場合。 

③育児休業、介護休業の申出を行いこれ

が認められた場合、ただし、手続き、

取扱については別に定める規定によ

る。 

④誓約に違背した場合。 

⑤刑事事件に関し起訴告発を受けた場

合。 

⑥会議所の都合により、休職を命じた場

合。 

⑦前各号の他、特別の事情があって休職

させることを必要と認めた場合。 

第１２条～第１３条 （略） 第１３条～第１４条 （略） 

（復職・休職期間満了） 

第１４条 休職の事由が消滅したと会議所が

認めた場合は、元の職場に復職させる。

ただし、やむを得ない事情のある場合に

は、旧職務と異なる職務に配置すること

がある。 

 

２ 復職後１年以内に、直前の休職と同一

の事情で欠勤する場合は、その欠勤は直

前の休職期間に算入する。 

３ 第１１条第１号により休職し、休職期

間が満了してもなお傷病が治癒せず、就

業が困難な場合は休職期間の満了をも

って退職とする。 

（復職・休職期間満了） 

第１５条 休職の事由が消滅したと会議所が認

めた場合は、元の職場に復職させる。た

だし、やむを得ない事情のある場合には、

旧職務と異なる職務に配置することがあ

る。この場合労働条件の見直しをする場

合がある。 

２ 復職後１年以内に、直前の休職と類似

または同一の事情で欠勤する場合は、そ

の欠勤は直前の休職期間に算入する。 

３ 第１２条第１号により休職し、休職期

間が満了してもなお傷病が治癒せず、就

業が困難な場合は休職期間の満了をもっ

て退職とする。 

(定年) 

第１５条 職員の定年は満６０歳とし、誕生日

の属する月の末日をもって退職とする。 

２ 前項による定年到達者が引き続き勤

務を希望し、解雇事由又は退職事由に該

当しない者については、６５歳まで嘱託

職員として再雇用（以下「継続雇用」と

いう）する。ただし、労働条件等は、嘱

託職員・臨時職員就業規則に定めるほか

個別の労働条件通知書等により行い１

年毎に更新する。 

 

(定年) 

第１６条 職員の定年は満６０歳とし、誕生日

の属する月の末日をもって退職とする。 

２ 前項による定年到達者が引き続き勤務

を希望し、解雇事由又は退職事由に該当

しない者については、６５歳まで嘱託職

員として再雇用（以下「継続雇用」とい

う）し、会議所が必要と認めた場合は７

０歳まで再雇用する場合がある。ただし、

労働条件等は、嘱託職員・臨時職員就業

規則に定めるほか個別の労働条件通知書

等により行い１年毎に更新する。 
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３ ６０歳を超えて無期転換職員となっ

た者の定年は６５歳とする。 

３ ６０歳を超えて無期転換職員となった

者の定年は６５歳とする。 

第１６条 （略） 第１７条 （略） 

（自己都合退職） 

第１７条 退職を希望する者は、１か月以上前

に所定の退職届を会議所に提出し、十分

な引継ぎを行ってから退職するものと

する。 

（自己都合退職） 

第１８条 退職を希望する者は、１か月以上前

に所定の退職届を会議所に提出し、十分

な引継ぎを行ってから退職するものとす

る。 

２ 無断欠勤、行方不明により連絡がつか

ず、欠勤初日から暦日数で１４日を経過

した場合は自己都合退職とする。 

第１８条～第２２条 （略） 第１９条～第２３条 （略） 

（服務上の遵守事項） 

第２３条 職員は、次の事項を守らなければな

らない。 

①常に健康に留意し、積極的な態度で業

務に精励すること 

②職務等で知り得た会員企業、個人情報

等の機密を他に絶対に漏洩しないこと 

③会議所の施設、資材、機械器具等を大

切に取り扱うこと 

④職場を常に整理整頓し、盗難火災の防

止に努めること 

⑤勤務中に許可なく業務を中断し、また

はみだりに職場を離れないこと 

⑥勤務中飲酒、飲食、放歌等をしないこ

と 

⑦業務に関し会議所を欺き、会議所の信

用もしくは名誉をそこない、または業

務上の損害を与えるような行為をしな

いこと 

⑧業務上の秘密事項および会議所の不利

益となる事項を他に漏らさないこと 

⑨許可なく会議所の施設、資材、機械器

具、金銭その他の物品を他人に貸与し

たり、持ち出したりしないこと 

⑩業務に関し不正不当に金品、接待を授

受しないこと 

⑪会議所の所定の届出や手続等を怠らな

いこと 

⑫職場内で演説、集会または印刷物の配

布、掲示その他これに類する行為をす

る場合には、事前に会議所の許可を受

けること 

⑬私事に関する金銭取引その他証書類に

会議所の名称を用いないこと 

⑭勤務時間中は業務に相応しい制服を着

（服務上の遵守事項） 

第２４条 職員は、次の事項を守らなければな

らない。 

①常に健康に留意し、積極的な態度で業

務に精励すること 

②職務等で知り得た会員企業、個人情報

等の機密を他に絶対に漏洩しないこと 

③会議所の施設、資材、機械器具等を大

切に取り扱うこと 

④職場を常に整理整頓し、盗難火災の防

止に努めること 

⑤勤務中に許可なく業務を中断し、また

はみだりに職場を離れないこと 

⑥勤務中飲酒、飲食、放歌等をしないこ

と 

⑦業務に関し会議所を欺き、会議所の信

用もしくは名誉をそこない、または業

務上の損害を与えるような行為をしな

いこと 

⑧業務上の秘密事項および会議所の不利

益となる事項を他に漏らさないこと 

⑨許可なく会議所の施設、資材、機械器

具、金銭その他の物品を他人に貸与し

たり、持ち出したりしないこと 

⑩業務に関し不正不当に金品、接待を授

受しないこと 

⑪会議所の所定の届出や手続等を怠らな

いこと 

⑫職場内で演説、集会または印刷物の配

布、掲示その他これに類する行為をす

る場合には、事前に会議所の許可を受

けること 

⑬私事に関する金銭取引その他証書類に

会議所の名称を用いないこと 

⑭勤務時間中は業務に相応しい制服を着
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３ ６０歳を超えて無期転換職員となっ

た者の定年は６５歳とする。 

３ ６０歳を超えて無期転換職員となった

者の定年は６５歳とする。 

第１６条 （略） 第１７条 （略） 

（自己都合退職） 

第１７条 退職を希望する者は、１か月以上前

に所定の退職届を会議所に提出し、十分

な引継ぎを行ってから退職するものと

する。 

（自己都合退職） 

第１８条 退職を希望する者は、１か月以上前

に所定の退職届を会議所に提出し、十分

な引継ぎを行ってから退職するものとす

る。 

２ 無断欠勤、行方不明により連絡がつか

ず、欠勤初日から暦日数で１４日を経過

した場合は自己都合退職とする。 

第１８条～第２２条 （略） 第１９条～第２３条 （略） 

（服務上の遵守事項） 

第２３条 職員は、次の事項を守らなければな

らない。 

①常に健康に留意し、積極的な態度で業

務に精励すること 

②職務等で知り得た会員企業、個人情報

等の機密を他に絶対に漏洩しないこと 

③会議所の施設、資材、機械器具等を大

切に取り扱うこと 

④職場を常に整理整頓し、盗難火災の防

止に努めること 

⑤勤務中に許可なく業務を中断し、また

はみだりに職場を離れないこと 

⑥勤務中飲酒、飲食、放歌等をしないこ

と 

⑦業務に関し会議所を欺き、会議所の信

用もしくは名誉をそこない、または業

務上の損害を与えるような行為をしな

いこと 

⑧業務上の秘密事項および会議所の不利

益となる事項を他に漏らさないこと 

⑨許可なく会議所の施設、資材、機械器

具、金銭その他の物品を他人に貸与し

たり、持ち出したりしないこと 

⑩業務に関し不正不当に金品、接待を授

受しないこと 

⑪会議所の所定の届出や手続等を怠らな

いこと 

⑫職場内で演説、集会または印刷物の配

布、掲示その他これに類する行為をす

る場合には、事前に会議所の許可を受

けること 

⑬私事に関する金銭取引その他証書類に

会議所の名称を用いないこと 

⑭勤務時間中は業務に相応しい制服を着

（服務上の遵守事項） 

第２４条 職員は、次の事項を守らなければな

らない。 

①常に健康に留意し、積極的な態度で業

務に精励すること 

②職務等で知り得た会員企業、個人情報

等の機密を他に絶対に漏洩しないこと 

③会議所の施設、資材、機械器具等を大

切に取り扱うこと 

④職場を常に整理整頓し、盗難火災の防

止に努めること 

⑤勤務中に許可なく業務を中断し、また

はみだりに職場を離れないこと 

⑥勤務中飲酒、飲食、放歌等をしないこ

と 

⑦業務に関し会議所を欺き、会議所の信

用もしくは名誉をそこない、または業

務上の損害を与えるような行為をしな

いこと 

⑧業務上の秘密事項および会議所の不利

益となる事項を他に漏らさないこと 

⑨許可なく会議所の施設、資材、機械器

具、金銭その他の物品を他人に貸与し

たり、持ち出したりしないこと 

⑩業務に関し不正不当に金品、接待を授

受しないこと 

⑪会議所の所定の届出や手続等を怠らな

いこと 

⑫職場内で演説、集会または印刷物の配

布、掲示その他これに類する行為をす

る場合には、事前に会議所の許可を受

けること 

⑬私事に関する金銭取引その他証書類に

会議所の名称を用いないこと 

⑭勤務時間中は業務に相応しい制服を着

 

用すること 

⑮会議所の承認を受けず在籍のまま他の

企業に入社したり、他企業の業務をし

ないこと 

⑯職員同士の間で金銭の貸し借りを行わ

ないこと 

⑰職場内で私的な営業活動を行わないこ

と 

⑱職場内で宗教の布教活動を行わないこ

と 

⑲ハラスメントによって他の職員に不利

益を与えたり、就業環境を害さないこ

と 

用すること 

⑮会議所の承認を受けず在籍のまま他の

企業に入社したり、他企業の業務をし

ないこと 

⑯職員同士の間で金銭の貸し借りを行わ

ないこと 

⑰職場内で私的な営業活動を行わないこ

と 

⑱職場内で宗教の布教活動を行わないこ

と 

⑲ハラスメントによって他の職員に不利

益を与えたり、就業環境を害さないこ

と 

⑳会議所内外を問わず、在職中又は退職

後においても、会議所、取引先、等の

機密性のある情報、顧客情報、企画案、

ノウハウ、データ、ID、パスワード及

び会議所の不利益となる事項を第三者

に開示、漏えい、提供しないこと。ま

た、コピー等をして社外に持ち出さな

いこと 

㉑会議所が貸与する携帯電話、パソコン、

その他情報関連機器（当該情報関連機

器に蓄積されている情報も含む。）を、

紛失又は破壊しないこと。また、当該

情報関連機器を紛失又は破壊した場

合、直ちに情報漏えいの防止の対策を

行うとともに、会議所に報告すること 

㉒会議所の事業場の秘密、ノウハウ、技

術情報等の営業秘密のほか、人事情報、

管理情報、プライバシー及びスキャン

ダル情報等のいかなる情報であっても

第三者に漏洩、開示、提供しないこと、

並びに自己の利益のために使用しない

こと 

㉓政治活動、宗教活動、業務に関係のな

い放送、宣伝、集会、又は文書画の配

布、回覧、提示その他これに類する活

動をしないこと。休憩時間及び勤務時

間外であっても、勤務場所（会議所の

事業場以外に、取引先等も含む。）に

おいて、このような活動をしないこと 

㉔会議所又は会議所に関係する者の名誉

を傷つけ、信用を害し、体面を汚す行

為をしないこと 

㉕業務上で関わった取引先から金品を受

け取ること、私事の理由で賃借関係を



－ 10 － 

結ぶこと等の私的な利益を受けないこ

と 

㉖通勤途上又は会議所内はもちろんのこ

と、会議所外のいかなる場合において

も、痴漢行為、性差別又はセクシュア

ルハラスメントに該当するような言動

をしないこと 

㉗公共の場所のみならず、いかなる場所

においても他人に粗野又は乱暴な言動

で迷惑をかけないこと 

㉘その他軽犯罪法に抵触する行為をしな

いこと 

㉙住所、家族関係、経歴その他の会議所

に申告すべき事項及び各種届出事項に

ついて、虚偽の申告をしないこと 

㉚会議所の資産と私物の区別を明確に

し、会議所資産を勤務以外に使用せず、

備品等を大切にし、消耗品の節約に努

め、書類は丁寧に扱いその保管を厳か

にすること 

㉛周囲の人に不快感を与えるような匂い

などを発生・発散させないよう、自身

を清潔に保ち、スメルハラスメントに

相当する行為により、他の職員に精神

的な苦痛を与えないこと、又は職場の

環境を悪くしないこと。また、フレグ

ランス製品の過度な使用を控えること 

㉜その他、会議所の命令、注意、通知事

項を遵守すること 

新設 （セクシュアルハラスメントの禁止） 

第２５条 セクシュアルハラスメントは、同じ

職場に働く職員の働く意欲を阻害し、職

場の秩序を乱し、職場の環境を悪化させ

るものであり、職員はいかなる場合でも

セクシュアルハラスメントに該当する

か、該当すると疑われるような行為をし

てはならない。 

２ 前項のセクシュアルハラスメントをし

た場合は、この規則の第６２条第１項（け

ん責・減給・出勤停止）又は第６２条第

２項（懲戒解雇・諭旨解雇）により処分

することがある。 
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結ぶこと等の私的な利益を受けないこ

と 

㉖通勤途上又は会議所内はもちろんのこ

と、会議所外のいかなる場合において

も、痴漢行為、性差別又はセクシュア

ルハラスメントに該当するような言動

をしないこと 

㉗公共の場所のみならず、いかなる場所

においても他人に粗野又は乱暴な言動

で迷惑をかけないこと 

㉘その他軽犯罪法に抵触する行為をしな

いこと 

㉙住所、家族関係、経歴その他の会議所

に申告すべき事項及び各種届出事項に

ついて、虚偽の申告をしないこと 

㉚会議所の資産と私物の区別を明確に

し、会議所資産を勤務以外に使用せず、

備品等を大切にし、消耗品の節約に努

め、書類は丁寧に扱いその保管を厳か

にすること 

㉛周囲の人に不快感を与えるような匂い

などを発生・発散させないよう、自身

を清潔に保ち、スメルハラスメントに

相当する行為により、他の職員に精神

的な苦痛を与えないこと、又は職場の

環境を悪くしないこと。また、フレグ

ランス製品の過度な使用を控えること 

㉜その他、会議所の命令、注意、通知事

項を遵守すること 

新設 （セクシュアルハラスメントの禁止） 

第２５条 セクシュアルハラスメントは、同じ

職場に働く職員の働く意欲を阻害し、職

場の秩序を乱し、職場の環境を悪化させ

るものであり、職員はいかなる場合でも

セクシュアルハラスメントに該当する

か、該当すると疑われるような行為をし

てはならない。 

２ 前項のセクシュアルハラスメントをし

た場合は、この規則の第６２条第１項（け

ん責・減給・出勤停止）又は第６２条第

２項（懲戒解雇・諭旨解雇）により処分

することがある。 

 

 

 

 

 

 

新設 （いじめ、嫌がらせの禁止） 

第２６条 いじめ、嫌がらせとは、職場で働く

者に対して、職務上の地位及び人間関係な

どの職場内の優位性を背景に、業務の適正

な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与

える又は職場環境を悪化させる行為であ

る。従業員はいかなる形でもいじめ、嫌が

らせに該当するか、該当すると疑われるよ

うな行為をしてはならない。 

２ 前項のいじめ、嫌がらせをした場合は、

この規則の第６２条第１項（けん責・減

給・出勤停止）又は第６２条第２項（懲

戒解雇・諭旨解雇）により処分すること

がある。 

新設 （職場のパワーハラスメントの禁止） 

第２７条 職場のパワーハラスメント（職務上

の地位及び人間関係などの職場内の優

位性を背景に、業務の適正な範囲を超え

て、精神的・身体的苦痛を与える又は職

場環境を悪化させる行為等をいう。以下

同じ）は、心身の健康や職場の士気を低

下させる行為であり、従業員はいかなる

形でも職場のパワーハラスメントに該

当するか、該当すると疑われるような行

為をしてはならない。 

２ 前項の職場のパワーハラスメントをし

た場合は、この規則の第６２条第１項（け

ん責・減給・出勤停止）又は第６２条第

２項（懲戒解雇・諭旨解雇）により処分

することがある。 

新設 

 

（妊娠・出産・育児等に対するいじめ、嫌がら

せの禁止） 

第２８条 職員は、妊娠、出産又は育児に関す

る言動により、妊娠、出産した女性及び

育児休業を申出ている者、並びに育児休

業を取得した者の職場環境を害する行

為をしてはならない。 

２ 前項の妊娠・出産・育児等に対するい

じめ・嫌がらせをした場合は、この規則

の第６２条第１項（けん責・減給・出勤

停止）又は第６２条第２項（懲戒解雇・

諭旨解雇）により処分することがある。 

新設 （その他ハラスメントの禁止） 

第２９条 第２４条から前条までの規定のほ

か、性的嗜好、性的自認に関する言動に

よるものなどの職場におけるあらゆる
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ハラスメントにより、他の職員の就業環

境を害するようなことをしてはならな

い。 

第２４条～第３７条 （略） 第３０条～第４３条 （略） 

（年次有給休暇） 

第３８条 職員は１か年を通じて勤務した者

は、次の有給休暇を受けることができ

る。その日数計算は暦年による。 

 

 

  職 員 ２０日 

  そのほか、勤務成績により特別休暇を

７日以内与えることができる。 

２ 年の途中で新たに採用された職員の、

その年の年次有給休暇の日数は、前項の

規程にかかわらず、次の表に定めるとこ

ろによる。 

採用月 付与日数 採用月 付与日数 

１月 ２０日  ７月 １０日 

２月 １８日  ８月  ８日 

３月 １７日  ９月  ７日 

４月 １５日 １０月  ５日 

５月 １３日 １１月  ３日 

６月 １２日 １２月  ２日 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間

に対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給

休暇は、次年度へ繰り越すことができ

る。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年次有給休暇） 

第４４条 職員は１か年を通じて所定労働日

の８割以上勤務した者は、次の有給休暇

を受けることができる。その日数計算は

暦年による。一斉付与する基準日は１月

１日とする。 

  職 員 ２０日 

  そのほか、勤務成績により特別休暇を

７日以内与えることができる。 

２ 年の途中で新たに採用された職員の、

その年の年次有給休暇の日数は、前項の

規程にかかわらず、次の表に定めるとこ

ろによる。 

採用月 付与日数 採用月 付与日数 

１月 ２０日  ７月 １０日 

２月 １８日  ８月 ８日 

３月 １７日  ９月 ７日 

４月 １５日 １０月 ５日 

５月 １３日 １１月 ３日 

６月 １２日 １２月 ２日 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間に

対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給休

暇は、次年度へ繰り越すことができる。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

６ 労使協定に基づき、前項の年次有給休

暇は、１年について５日を限度に、職員

が請求したときは、次により時間単位で

付与する。 

（1）時間単位年休付与の対象者は、すべて

の職員とする。 

（2）時間単位年休を取得する場合の、１日

の年次有給休暇に相当する時間数は、

以下のとおりとする。 

①所定労働時間が５時間を超え６時間

以下の者…６時間 

②所定労働時間が６時間を超え７時間

以下の者…７時間 
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ハラスメントにより、他の職員の就業環

境を害するようなことをしてはならな

い。 

第２４条～第３７条 （略） 第３０条～第４３条 （略） 

（年次有給休暇） 

第３８条 職員は１か年を通じて勤務した者

は、次の有給休暇を受けることができ

る。その日数計算は暦年による。 

 

 

  職 員 ２０日 

  そのほか、勤務成績により特別休暇を

７日以内与えることができる。 

２ 年の途中で新たに採用された職員の、

その年の年次有給休暇の日数は、前項の

規程にかかわらず、次の表に定めるとこ

ろによる。 

採用月 付与日数 採用月 付与日数 

１月 ２０日  ７月 １０日 

２月 １８日  ８月  ８日 

３月 １７日  ９月  ７日 

４月 １５日 １０月  ５日 

５月 １３日 １１月  ３日 

６月 １２日 １２月  ２日 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間

に対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給

休暇は、次年度へ繰り越すことができ

る。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年次有給休暇） 

第４４条 職員は１か年を通じて所定労働日

の８割以上勤務した者は、次の有給休暇

を受けることができる。その日数計算は

暦年による。一斉付与する基準日は１月

１日とする。 

  職 員 ２０日 

  そのほか、勤務成績により特別休暇を

７日以内与えることができる。 

２ 年の途中で新たに採用された職員の、

その年の年次有給休暇の日数は、前項の

規程にかかわらず、次の表に定めるとこ

ろによる。 

採用月 付与日数 採用月 付与日数 

１月 ２０日  ７月 １０日 

２月 １８日  ８月 ８日 

３月 １７日  ９月 ７日 

４月 １５日 １０月 ５日 

５月 １３日 １１月 ３日 

６月 １２日 １２月 ２日 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間に

対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給休

暇は、次年度へ繰り越すことができる。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

６ 労使協定に基づき、前項の年次有給休

暇は、１年について５日を限度に、職員

が請求したときは、次により時間単位で

付与する。 

（1）時間単位年休付与の対象者は、すべて

の職員とする。 

（2）時間単位年休を取得する場合の、１日

の年次有給休暇に相当する時間数は、

以下のとおりとする。 

①所定労働時間が５時間を超え６時間

以下の者…６時間 

②所定労働時間が６時間を超え７時間

以下の者…７時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 出勤率の計算において、次の場合は出

勤したものとみなす。なお、会議所の都

合による休業期間は全労働日数から除

外する。 

①業務上の傷病による休業日数 

②年次有給休暇を取得した日数 

③特別休暇を取得した日数 

④産前産後休業日数 

⑤育児休業日数 

⑥介護休業日数 

⑦看護休暇日数 

③所定労働時間が７時間を超え８時間

以下の者…８時間 

（3）時間単位年休は１時間単位で付与す

る。 

（4）本条の時間単位年休に支払われる賃金

額は、所定労働時間労働した場合に支

払われる通常の賃金の１時間当たり

の額に、取得した時間単位年休の時間

数を乗じた額とする。 

７ 出勤率の計算において、次の場合は出

勤したものとみなす。なお、会議所の都

合による休業期間は全労働日数から除外

する。 

①業務上の傷病による休業日数 

②年次有給休暇を取得した日数 

③特別休暇を取得した日数 

④産前産後休業日数 

⑤育児休業日数 

⑥介護休業日数 

⑦看護休暇日数 

８ 職員の過半数代表者との書面での協定

により各職員の有する年次有給休暇のう

ち５日を超える部分についてあらかじめ

時期を指定して取得させることがある。 

９ 年次有給休暇が１０日以上付与された

職員に対しては、付与日から１年 以内に

当該職員の有する年次有給休暇のうち５

日について会議所はその職員の意見を聴

取し意見を尊重したうえで、あらかじめ

時期を指定したうえで取得するものとす

る。ただし職員がこの規定の定めによる

ことなく自ら年次有給休暇を取得した場

合は、当該取得した日数分を５日から控

除することとする。 

第３９条～第５５条 （略） 第４５条～第６１条 （略） 

（懲戒事由） 

第５６条 職員が次の各号の一に該当する場

合は、情状により、けん責、減給、出勤

停止とする。 

①諸規則及び事務規約に違反したり、職

務上の指示命令に不当に従わなかった

とき 

②正当な理由なくしばしば遅刻、早退、

私用外出または無断欠勤したとき 

③勤務に関係する手続その他の届出を怠

りまたは偽ったとき 

④故意または当然払うべき注意を怠った

（懲戒事由） 

第６２条 職員が次の各号の一に該当する場

合は、情状により、けん責、減給、出勤

停止とする。 

①諸規則及び事務規約に違反したり、職

務上の指示命令に不当に従わなかった

とき 

②正当な理由なくしばしば遅刻、早退、

私用外出または無断欠勤したとき 

③勤務に関係する手続その他の届出を怠

りまたは偽ったとき 

④故意または当然払うべき注意を怠った
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ために会議所に損害を与えたとき 

⑤許可なく会議所内で演説、集会、扇動、

貼紙、印刷物の配布その他これに類す

る行為があったとき 

⑥職場の秩序、風紀を乱す行為があった

とき 

⑦ハラスメントにより、他の職員に不快

な思いをさせ職場の環境を悪くしたと

き 

⑧不正の行為により会議所の社会的信用

を傷つけたり、事実を曲げあるいは誇

張するような流説により会議所の名

誉・信用を傷つけたとき 

⑨交通違反により人身事故を起こした

り、または飲酒運転、無免許運転など

悪質な交通違反をしたとき 

⑩監督不行き届きにより災害、傷害その

他の事故を発生させたとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ために会議所に損害を与えたとき 

⑤許可なく会議所内で演説、集会、扇動、

貼紙、印刷物の配布その他これに類す

る行為があったとき 

⑥職場の秩序、風紀を乱す行為があった

とき 

⑦ハラスメントにより、他の職員に不快

な思いをさせ職場の環境を悪くしたと

き 

⑧不正の行為により会議所の社会的信用

を傷つけたり、事実を曲げあるいは誇

張するような流説により会議所の名

誉・信用を傷つけたとき 

⑨交通違反により人身事故を起こした

り、または飲酒運転、無免許運転など

悪質な交通違反をしたとき 

⑩監督不行き届きにより災害、傷害その

他の事故を発生させたとき 

⑪虚偽の申告、届出を行ったとき 

⑫重大な報告を疎かにした、又は虚偽の

報告を行ったとき 

⑬職務上の指揮命令に従わず職場秩序を

乱したとき 

⑭会議所内外問わず、暴行、脅迫、傷害、

暴言又はこれに類する行為をしたとき 

⑮会議所に属するコンピュータ、電話（携

帯電話を含む。）、ファクシミリ、イ

ンターネット、電子メールその他の備

品を無断で私的に使用したとき 

⑯過失により会議所の建物、施設、備品

等を汚損、破壊、使用不能の状態等に

したとき、又は電子媒体等に保存され

た情報を消去又は使用不能の状態にし

たとき 

⑰過失により会議所のメモリー、ハード

ディスク等に保存された情報を消去又

は使用不能の状態にしたとき 

⑱会議所及び会議所の職員、又は関係取

引先を誹謗若しくは中傷し、又は虚偽

の風説を流布若しくは宣伝し、会議所

業務に支障を与えたとき 

⑲会議所及び関係取引先の秘密及びその

他の情報を漏らし、又は漏らそうとし

たとき 

⑳部下に対し必要な指示、注意、指導を

怠ったとき 

㉑部下の懲戒に該当する行為に対し、監
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ために会議所に損害を与えたとき 

⑤許可なく会議所内で演説、集会、扇動、

貼紙、印刷物の配布その他これに類す

る行為があったとき 

⑥職場の秩序、風紀を乱す行為があった

とき 

⑦ハラスメントにより、他の職員に不快

な思いをさせ職場の環境を悪くしたと

き 

⑧不正の行為により会議所の社会的信用

を傷つけたり、事実を曲げあるいは誇

張するような流説により会議所の名

誉・信用を傷つけたとき 

⑨交通違反により人身事故を起こした

り、または飲酒運転、無免許運転など

悪質な交通違反をしたとき 

⑩監督不行き届きにより災害、傷害その

他の事故を発生させたとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ために会議所に損害を与えたとき 

⑤許可なく会議所内で演説、集会、扇動、

貼紙、印刷物の配布その他これに類す

る行為があったとき 

⑥職場の秩序、風紀を乱す行為があった

とき 

⑦ハラスメントにより、他の職員に不快

な思いをさせ職場の環境を悪くしたと

き 

⑧不正の行為により会議所の社会的信用

を傷つけたり、事実を曲げあるいは誇

張するような流説により会議所の名

誉・信用を傷つけたとき 

⑨交通違反により人身事故を起こした

り、または飲酒運転、無免許運転など

悪質な交通違反をしたとき 

⑩監督不行き届きにより災害、傷害その

他の事故を発生させたとき 

⑪虚偽の申告、届出を行ったとき 

⑫重大な報告を疎かにした、又は虚偽の

報告を行ったとき 

⑬職務上の指揮命令に従わず職場秩序を

乱したとき 

⑭会議所内外問わず、暴行、脅迫、傷害、

暴言又はこれに類する行為をしたとき 

⑮会議所に属するコンピュータ、電話（携

帯電話を含む。）、ファクシミリ、イ

ンターネット、電子メールその他の備

品を無断で私的に使用したとき 

⑯過失により会議所の建物、施設、備品

等を汚損、破壊、使用不能の状態等に

したとき、又は電子媒体等に保存され

た情報を消去又は使用不能の状態にし

たとき 

⑰過失により会議所のメモリー、ハード

ディスク等に保存された情報を消去又

は使用不能の状態にしたとき 

⑱会議所及び会議所の職員、又は関係取

引先を誹謗若しくは中傷し、又は虚偽

の風説を流布若しくは宣伝し、会議所

業務に支障を与えたとき 

⑲会議所及び関係取引先の秘密及びその

他の情報を漏らし、又は漏らそうとし

たとき 

⑳部下に対し必要な指示、注意、指導を

怠ったとき 

㉑部下の懲戒に該当する行為に対し、監

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪その他、前各号に準ずる不都合な行為

があったとき 

２ 職員が次の各号の一に該当する場合

は、懲戒解雇する。ただし、情状により

諭旨解雇とすることがある。 

①重要な経歴を偽り、その他不正な方法

を用いて雇用されたとき 

②再三けん責、減給または出勤停止を受

けたにもかかわらず、改悛の見込みが

ないとき 

③本規則第２３条に定める服務規律、そ

の他会議所の規則に定める事項に違反

したり職務上の指示命令に不当に従わ

ず職場の秩序を乱したとき 

④正当な理由なく引き続き１４日以上無

断欠勤をしたとき 

⑤会議所及び業務上知り得た秘密を社外

に漏らしたり、漏らそうとしたとき 

⑥会議所の金品を盗みまたは横領するな

ど、不正行為をしたとき 

⑦職務を利用して私利を図ったり、関係

先に対して金品などを要求しまたは受

領するなど、職務上の不正行為をした

とき 

⑧故意または重大な過失によって会議所

に著しい損害を与えたとき 

⑨故意または重大な過失によって、事務

所内の施設、資材、機械・器具その他

の物品を破損、滅失したとき、または

重大な災害事故を発生させたとき 

⑩故意または重大な過失により業務・個

人に関する情報やデータを破損、滅失、

改ざん、漏えい、横領するなど不正行

為をしたとき 

⑪職場内またはこれに準ずる場所で暴

行、脅迫、傷害その他これに類する行

為があり、会議所の秩序または風紀を

乱したとき 

⑫職務中の他の職員の業務に支障を与え

督責任があるとき 

㉒正当な理由なく、上司の指示による業

務の引継ぎをしなかったとき 

㉓その他、前各号に準ずる不都合な行為

があったとき 

２ 職員が次の各号の一に該当する場合

は、懲戒解雇する。ただし、情状により

諭旨解雇とすることがある。 

①重要な経歴を偽り、その他不正な方法

を用いて雇用されたとき 

②再三けん責、減給または出勤停止を受

けたにもかかわらず、改悛の見込みが

ないとき 

③本規則第２３条に定める服務規律、そ

の他会議所の規則に定める事項に違反

したり職務上の指示命令に不当に従わ

ず職場の秩序を乱したとき 

④正当な理由なく引き続き１４日以上無

断欠勤をしたとき 

⑤会議所及び業務上知り得た秘密を社外

に漏らしたり、漏らそうとしたとき 

⑥会議所の金品を盗みまたは横領するな

ど、不正行為をしたとき 

⑦職務を利用して私利を図ったり、関係

先に対して金品などを要求しまたは受

領するなど、職務上の不正行為をした

とき 

⑧故意または重大な過失によって会議所

に著しい損害を与えたとき 

⑨故意または重大な過失によって、事務

所内の施設、資材、機械・器具その他

の物品を破損、滅失したとき、または

重大な災害事故を発生させたとき 

⑩故意または重大な過失により業務・個

人に関する情報やデータを破損、滅失、

改ざん、漏えい、横領するなど不正行

為をしたとき 

⑪職場内またはこれに準ずる場所で暴

行、脅迫、傷害その他これに類する行

為があり、会議所の秩序または風紀を

乱したとき 

⑫職務中の他の職員の業務に支障を与え

るような重大なハラスメント行為をし

たとき 

⑬刑罰法規を犯し、犯罪事実が明らかな

とき、または逮捕、拘留され以後の就

業が不可能または不適当と認められた
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るような重大なハラスメント行為をし

たとき 

⑬刑罰法規を犯し、犯罪事実が明らかな

とき、または逮捕、拘留され以後の就

業が不可能または不適当と認められた

とき 

⑭その他、前各号に準ずる行為があった

とき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とき 

⑭重要な経歴を偽り採用されたとき、及

び重大な虚偽の届出又は申告を行った

とき 

⑮重大な報告を疎かにし、又は虚偽報告

を行った場合で、会議所に損害を与え

たとき又は会議所の信用を害したとき 

⑯正当な理由なく、配転・出向命令等の

重要な職務命令に従わず、職場秩序を

乱したとき 

⑰不法に辞職を強要し、又は暴行を加え、

若しくはその業務を妨害したとき 

⑱コンピュータ等を使用し、インターネ

ット、電子メール、SNS等を使用して猥

褻物等を送受信、他に対する嫌がらせ、

セクシュアルハラスメント等反社会的

行為に及んだとき 

⑲インターネット、電子メール等を利用

して、個人情報及び故意に加工した嘘

の情報並びに曲解した情報を意図的に

流出させる行為に及んだとき 

⑳故意又は重大な過失によってメモリ

ー、ハードディスク等の会議所の重要

な情報を消去若しくは使用不能の状態

にしたとき 

㉑再三の注意及び指導にもかかわらず、

職務に対する熱意又は誠意がなく、怠

慢で業務に支障が及ぶと認められると

き 

㉒職務権限を超えて重要な契約を行い、

又は会議所に損害を与えたとき 

㉓信用限度を超えて取引を行い又は会議

所に損害を与えたとき 

㉔偽装、架空の取引等を行い、会議所に

損害を与え又は会議所の信用を害した

とき 

㉕会議所内外問わず、窃盗、横領、背任

又は傷害等刑法等の犯罪に該当する行

為をしたとき 

㉖傷害等刑法等の犯罪に該当する行為を

したとき 

㉗刑罰法規の適用を受け、又は刑罰法規

の適用を受けることが明らかとなり、

会議所の信用を害したとき 

㉘会計、経理、決算、契約にかかわる不

正行為又は不正と認められる行為等、

金銭、会計、契約等の管理上ふさわし
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るような重大なハラスメント行為をし

たとき 

⑬刑罰法規を犯し、犯罪事実が明らかな

とき、または逮捕、拘留され以後の就

業が不可能または不適当と認められた

とき 

⑭その他、前各号に準ずる行為があった

とき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とき 

⑭重要な経歴を偽り採用されたとき、及

び重大な虚偽の届出又は申告を行った

とき 

⑮重大な報告を疎かにし、又は虚偽報告

を行った場合で、会議所に損害を与え

たとき又は会議所の信用を害したとき 

⑯正当な理由なく、配転・出向命令等の

重要な職務命令に従わず、職場秩序を

乱したとき 

⑰不法に辞職を強要し、又は暴行を加え、

若しくはその業務を妨害したとき 

⑱コンピュータ等を使用し、インターネ

ット、電子メール、SNS等を使用して猥

褻物等を送受信、他に対する嫌がらせ、

セクシュアルハラスメント等反社会的

行為に及んだとき 

⑲インターネット、電子メール等を利用

して、個人情報及び故意に加工した嘘

の情報並びに曲解した情報を意図的に

流出させる行為に及んだとき 

⑳故意又は重大な過失によってメモリ

ー、ハードディスク等の会議所の重要

な情報を消去若しくは使用不能の状態

にしたとき 

㉑再三の注意及び指導にもかかわらず、

職務に対する熱意又は誠意がなく、怠

慢で業務に支障が及ぶと認められると

き 

㉒職務権限を超えて重要な契約を行い、

又は会議所に損害を与えたとき 

㉓信用限度を超えて取引を行い又は会議

所に損害を与えたとき 

㉔偽装、架空の取引等を行い、会議所に

損害を与え又は会議所の信用を害した

とき 

㉕会議所内外問わず、窃盗、横領、背任

又は傷害等刑法等の犯罪に該当する行

為をしたとき 

㉖傷害等刑法等の犯罪に該当する行為を

したとき 

㉗刑罰法規の適用を受け、又は刑罰法規

の適用を受けることが明らかとなり、

会議所の信用を害したとき 

㉘会計、経理、決算、契約にかかわる不

正行為又は不正と認められる行為等、

金銭、会計、契約等の管理上ふさわし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くない行為をし、会議所の信用を害す

ると認められるとき 

㉙前条の制裁を受けたにもかかわらず、

あるいは再三の注意、指導にもかかわ

らず改悛又は改善の見込みがないとき 

㉚その他この規則及び諸規程に違反し、

又は非違行為を繰り返し、若しくは前

各号に準ずる重大な行為をしたとき 

３ 前項第１号に該当する場合であって、

行方が知れず懲戒解雇処分の通知が本人

に対してできないときは、家族又は届出

住所への郵送により懲戒解雇の通知が到

達したものとみなす。 

第５７条 （略） 第６３条 （略） 

付 則 

１～３ （略） 

付 則 

１～３ （略） 

４．本規則は、第１１条（新設）、第１２条、

第１５条第１項・２項、第１６条第２項、

第１８条第２項（新設）、第２４条、第２

５条（新設）、第２６条（新設）、第２７

条（新設）、第２８条（新設）、第２９条

（新設）、第４４条第１項・６項（新設）・

８項（新設）・９項（新設）、第６２条を

改正するとともに、第１１条以下の条数を

繰り下げ改正し、令和８年４月１日より施

行する。 

 

Ⅱ： 嘱託職員・臨時職員就業規則 

改正箇所：アンダーライン部分 
旧 規 則 新 規 則 

第１条～第９条  （略） 第１条～第９条  （略） 

（年次有給休暇） 

第１０条 年次有給休暇は、所定勤務日数また

は契約日数の８割以上の勤務者に次の

（年次有給休暇） 

第１０条 年次有給休暇は、所定勤務日数また

は契約日数の８割以上の勤務者に次の
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各号による日数を与える。ただし、継続

雇用者の勤続年数は、定年退職以前より

引き続き勤務しているものとして通算

する。 

 

①通常勤務者  就業規則第３８条によ

る日数 

②短時間勤務者 本条第２項に定める日

数 

２ 短時間勤務者の年次有給休暇は、所定

の労働日数に応じ下表により算定した

日数とする。ただし、継続雇用者の勤続

年数は、定年退職以前より引き続き勤務

しているものとして通算する。（表略） 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間

に対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給

休暇は、次年度へ繰り越すことができ

る。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 出勤率の計算において、次の場合は出

各号による日数を与える。ただし、継続

雇用者の勤続年数は、定年退職以前より

引き続き勤務しているものとして通算

する。一斉付与する基準日は１月１日と

する。 

①通常勤務者  就業規則第４４条によ

る日数 

②短時間勤務者 本条第２項に定める日

数 

２ 短時間勤務者の年次有給休暇は、所定

の労働日数に応じ下表により算定した日

数とする。ただし、継続雇用者の勤続年

数は、定年退職以前より引き続き勤務し

ているものとして通算する。（表略） 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間に

対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給休

暇は、次年度へ繰り越すことができる。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

６ 労使協定に基づき、前項の年次有給休

暇は、１年について５日を限度に、職員

が請求したときは、次により時間単位で

付与する。 

（1）時間単位年休付与の対象者は、すべて

の職員とする。 

（2）時間単位年休を取得する場合の、１日

の年次有給休暇に相当する時間数は、

以下のとおりとする。 

①所定労働時間が５時間を超え６時間以

下の者…６時間 

②所定労働時間が６時間を超え７時間以

下の者…７時間 

③所定労働時間が７時間を超え８時間以

下の者…８時間 

（3）時間単位年休は１時間単位で付与す

る。 

（4）本条の時間単位年休に支払われる賃金

額は、所定労働時間労働した場合に支

払われる通常の賃金の１時間当たり

の額に、取得した時間単位年休の時間

数を乗じた額とする。 

７ 出勤率の計算において、次の場合は出

勤したものとみなす。なお、会議所の都

合による休業期間は全労働日数から除外

する。 
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各号による日数を与える。ただし、継続

雇用者の勤続年数は、定年退職以前より

引き続き勤務しているものとして通算

する。 

 

①通常勤務者  就業規則第３８条によ

る日数 

②短時間勤務者 本条第２項に定める日

数 

２ 短時間勤務者の年次有給休暇は、所定

の労働日数に応じ下表により算定した

日数とする。ただし、継続雇用者の勤続

年数は、定年退職以前より引き続き勤務

しているものとして通算する。（表略） 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間

に対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給

休暇は、次年度へ繰り越すことができ

る。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 出勤率の計算において、次の場合は出

各号による日数を与える。ただし、継続

雇用者の勤続年数は、定年退職以前より

引き続き勤務しているものとして通算

する。一斉付与する基準日は１月１日と

する。 

①通常勤務者  就業規則第４４条によ

る日数 

②短時間勤務者 本条第２項に定める日

数 

２ 短時間勤務者の年次有給休暇は、所定

の労働日数に応じ下表により算定した日

数とする。ただし、継続雇用者の勤続年

数は、定年退職以前より引き続き勤務し

ているものとして通算する。（表略） 

３ 年次有給休暇の賃金は所定労働時間に

対する通常の賃金を支払う。 

４ 当該年度に行使しなかった年次有給休

暇は、次年度へ繰り越すことができる。 

５ 年次有給休暇は１日または半日（０.

５日）を単位として取得することができ

る。 

６ 労使協定に基づき、前項の年次有給休

暇は、１年について５日を限度に、職員

が請求したときは、次により時間単位で

付与する。 

（1）時間単位年休付与の対象者は、すべて

の職員とする。 

（2）時間単位年休を取得する場合の、１日

の年次有給休暇に相当する時間数は、

以下のとおりとする。 

①所定労働時間が５時間を超え６時間以

下の者…６時間 

②所定労働時間が６時間を超え７時間以

下の者…７時間 

③所定労働時間が７時間を超え８時間以

下の者…８時間 

（3）時間単位年休は１時間単位で付与す

る。 

（4）本条の時間単位年休に支払われる賃金

額は、所定労働時間労働した場合に支

払われる通常の賃金の１時間当たり

の額に、取得した時間単位年休の時間

数を乗じた額とする。 

７ 出勤率の計算において、次の場合は出

勤したものとみなす。なお、会議所の都

合による休業期間は全労働日数から除外

する。 

 

勤したものとみなす。なお、会議所の都

合による休業期間は全労働日数から除

外する。 

①業務上の傷病による休業日数 

②年次有給休暇を取得した日数 

③特別休暇を取得した日数 

④産前産後休業日数 

⑤育児休業日数 

⑥介護休業日数 

⑦看護休暇日数 

①業務上の傷病による休業日数 

②年次有給休暇を取得した日数 

③特別休暇を取得した日数 

④産前産後休業日数 

⑤育児休業日数 

⑥介護休業日数 

⑦看護休暇日数 

８ 職員の過半数代表者との書面での協定

により各職員の有する年次有給休暇のう

ち５日を超える部分についてあらかじめ

時期を指定して取得させることがある。 

９ 年次有給休暇が１０日以上付与された

職員に対しては、付与日から１年 以内に

当該職員の有する年次有給休暇のうち５

日について会議所はその職員の意見を徴

収し意見を尊重したうえで、あらかじめ

時期を指定したうえで取得するものとす

る。ただし職員がこの規定の定めによる

ことなく自ら年次有給休暇を取得した場

合は、当該取得した日数分を５日から控

除することとする。 

第１１条～第１６条 （略） 第１１条～第１６条 （略） 

（賃金の計算期間および支払日） 

第１７条 賃金は、前月１１日から当月１０日

までを賃金計算期間とし、当月１６日に

支払う。ただし、支払日が休日にあたる

場合は、その前日に繰り上げて支払う。 

（賃金の計算期間および支払日） 

第１７条 賃金は、前月１日から前月末日まで

を賃金計算期間とし、当月１６日に支払

う。ただし、支払日が休日にあたる場合

は、その前日に繰り上げて支払う。 

第１８条～第２６条 （略） 第１８条～第２６条 （略） 

（賞与） 

第２７条 賞与は、業績・勤務状況を勘案し職

員への支給時に支給することがある。 

（賞与） 

第２７条 賞与は、業績・勤務状況を勘案し職

員への支給時に在籍していた場合に支

給することがある。 

第２８条～第３０条 （略） 第２８条～第３０条 （略） 

付 則 

１～３ （略） 

付 則 

１～３ （略） 

４．本規則は、第１０条第１項・６項（新設）・

８項（新設）・９項（新設）、第１７条、

第２７条を改正し、令和８年４月１日より

施行する。 

 

Ⅲ：育児・介護休業規程 

１ 育児休業規程 

改正箇所：アンダーライン部分 
旧 規 則 新 規 則 

第１条～第５条  （略） 第１条～第５条  （略） 

新設 （出生時育児休業の対象者） 

第６条 育児のために休業することを希望す
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る職員（日雇職員を除く）であって、産

後休業をしておらず、子の出生日又は出

産予定日のいずれか遅い方から８週間

以内の子と同居し、養育する者は、この

規程に定めるところにより出生時育児

休業をすることができる。ただし、有期

契約職員にあっては、申出時点におい

て、子の出生日又は出産予定日のいずれ

か遅い方から８週間を経過する日の翌

日から６か月を経過する日までに労働

契約期間が満了し、更新されないことが

明らかでない者に限り、出生時育児休業

をすることができる。 

２ 前項にかかわらず、労使協定により除

外された次の職員からの休業の申出は拒

むことができる。 

① 入社１年未満の職員 

② 申出の日から８週間以内に雇用関係

が終了することが明らかな職員 

③ １週間の所定労働日数が２日以下の

職員 

新設 （出生時育児休業の申出の手続等） 

第７条 出生時育児休業をすることを希望す

る職員は、原則として出生時育児休業を

開始しようとする日（以下「出生時育児

休業開始予定日」という。）の1ヶ月前

までに出生時育児休業申出書を会議所

に提出することにより申し出るものと

する。なお、出生時育児休業中の有期契

約従業員が労働契約を更新するに当た

り、引き続き休業を希望する場合には、

更新された労働契約期間の初日を出生

時育児休業開始予定日として、出生時育

児休業申出書により再度の申出を行う

ものとする。  

２ 第６条第１項に基づく休業の申出は、

一子につき２回まで分割できる。ただし、

２回に分割する場合は2回分まとめて申

し出ることとし、まとめて申し出なかっ

た場合は後の申出を拒む場合がある。 

３ 会議所は、出生時育児休業申出書を受

け取るに当たり、必要最小限度の各種証

明書の提出を求めることがある。 

４ 出生時育児休業申出書が提出されたと

きは、会議所は速やかに当該出生時育児

休業申出書を提出した者（以下この章に

おいて「出生時育休申出者」という。）
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る職員（日雇職員を除く）であって、産

後休業をしておらず、子の出生日又は出

産予定日のいずれか遅い方から８週間

以内の子と同居し、養育する者は、この

規程に定めるところにより出生時育児

休業をすることができる。ただし、有期

契約職員にあっては、申出時点におい

て、子の出生日又は出産予定日のいずれ

か遅い方から８週間を経過する日の翌

日から６か月を経過する日までに労働

契約期間が満了し、更新されないことが

明らかでない者に限り、出生時育児休業

をすることができる。 

２ 前項にかかわらず、労使協定により除

外された次の職員からの休業の申出は拒

むことができる。 

① 入社１年未満の職員 

② 申出の日から８週間以内に雇用関係

が終了することが明らかな職員 

③ １週間の所定労働日数が２日以下の

職員 

新設 （出生時育児休業の申出の手続等） 

第７条 出生時育児休業をすることを希望す

る職員は、原則として出生時育児休業を

開始しようとする日（以下「出生時育児

休業開始予定日」という。）の1ヶ月前

までに出生時育児休業申出書を会議所

に提出することにより申し出るものと

する。なお、出生時育児休業中の有期契

約従業員が労働契約を更新するに当た

り、引き続き休業を希望する場合には、

更新された労働契約期間の初日を出生

時育児休業開始予定日として、出生時育

児休業申出書により再度の申出を行う

ものとする。  

２ 第６条第１項に基づく休業の申出は、

一子につき２回まで分割できる。ただし、

２回に分割する場合は2回分まとめて申

し出ることとし、まとめて申し出なかっ

た場合は後の申出を拒む場合がある。 

３ 会議所は、出生時育児休業申出書を受

け取るに当たり、必要最小限度の各種証

明書の提出を求めることがある。 

４ 出生時育児休業申出書が提出されたと

きは、会議所は速やかに当該出生時育児

休業申出書を提出した者（以下この章に

おいて「出生時育休申出者」という。）

 

に対し、出生時育児休業取扱通知書を交

付する。 

５ 申出の日後に申出に係る子が出生した

ときは、出生時育休申出者は、出生後２

週間以内に会議所に出生時育児休業対象

児出生届を提出しなければならない。 

新設 （出生時育児休業の申出の撤回等） 

第８条 出生時育休申出者は、出生時育児休業

開始予定日の前日までは、出生時育児休

業申出撤回届を会議所に提出すること

により、出生時育児休業の申出を撤回す

ることができる。  

２ 出生時育児休業申出撤回届が提出され

たときは、会議所は速やかに当該出生時

育児休業申出撤回届を提出した者に対

し、出生時育児休業取扱通知書を交付す

る。 

３ 第６条第１項に基づく休業の申出の撤

回は、撤回１回につき１回休業したもの

とみなし、みなし含め２回休業した場合

は同一の子について再度申出をすること

ができない。 

４ 出生時育児休業開始予定日の前日まで

に、子の死亡等により出生時育休申出者

が休業申出に係る子を養育しないことと

なった場合には、出生時育児休業の申出

はされなかったものとみなす。この場合

において、出生時育休申出者は、原則と

して当該事由が発生した日に、会議所に

その旨を通知しなければならない。 

 （出生時育児休業の期間等） 

第９条 出生時育児休業の期間は、原則とし

て、子の出生後８週間以内のうち４週間

（２８日）を限度として出生時育児休業

申出書に記載された期間とする。  

２ 本条第１項にかかわらず、会議所は、

育児・介護休業法の定めるところにより

出生時育児休業開始予定日の指定を行う

ことができる。  

３ 職員は、出生時育児休業期間変更申出

書により会議所に、出生時育児休業開始

予定日の１週間前までに申し出ることに

より、出生時育児休業開始予定日の繰り

上げ変更を休業１回につき１回、また、

出生時育児休業を終了しようとする日

（以下「出生時育児休業終了予定日」と

いう。）の２週間前までに申し出ること
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により、出生時育児休業終了予定日の繰

り下げ変更を休業１回につき１回行うこ

とができる。 

４ 出生時育児休業期間変更申出書が提出

されたときは、会議所は速やかに当該出

生時育児休業期間変更申出書を提出した

者に対し、出生時育児休業取扱通知書を

交付する。  

５ 次の各号に掲げるいずれかの事由が生

じた場合には、出生時育児休業は終了す

るものとし、当該出生時育児休業の終了

日は当該各号に掲げる日とする。  

① 子の死亡等出生時育児休業に係る子

を養育しないこととなった場合 

・当該事由が発生した日（なお、この

場合において本人が出勤する日は、

事由発生の日から２週間以内であっ

て、会議所と本人が話し合いの上決

定した日とする。） 

②子の出生日の翌日又は出産予定日の翌

日のいずれか遅い方から８週間を経過

した場合 

・子の出生日の翌日又は出産予定日の

翌日のいずれか遅い方から８週間を

経過した日 

③子の出生日（出産予定日後に出生した

場合は、出産予定日）以後に出生時育

児休業の日数が２８日に達した場合 

・子の出生日（出産予定日後に出生し

た場合は、出産予定日）以後に出生

時育児休業の日数が２８日に達した

日 

④出生時育休申出者について、産前産後

休業、育児休業、介護休業又は新たな

出生時育児休業期間が始まった場合 

・産前産後休業、育児休業、介護休業

又は新たな出生時育児休業の開始日

の前日 

６ 本条第５項第１号の事由が生じた場合

には、出生時育休申出者は原則として当

該事由が生じた日に会議所にその旨を通

知しなければならない。 

新設 （出生時育児休業中の就業） 

第１０条 出生時育児休業中に就業すること

を希望する職員は、出生時育児休業中の

就業可能日等申出書を休業開始予定日

の１週間前までに会議所に提出するこ
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により、出生時育児休業終了予定日の繰

り下げ変更を休業１回につき１回行うこ

とができる。 

４ 出生時育児休業期間変更申出書が提出

されたときは、会議所は速やかに当該出

生時育児休業期間変更申出書を提出した

者に対し、出生時育児休業取扱通知書を

交付する。  

５ 次の各号に掲げるいずれかの事由が生

じた場合には、出生時育児休業は終了す

るものとし、当該出生時育児休業の終了

日は当該各号に掲げる日とする。  

① 子の死亡等出生時育児休業に係る子

を養育しないこととなった場合 

・当該事由が発生した日（なお、この

場合において本人が出勤する日は、

事由発生の日から２週間以内であっ

て、会議所と本人が話し合いの上決

定した日とする。） 

②子の出生日の翌日又は出産予定日の翌

日のいずれか遅い方から８週間を経過

した場合 

・子の出生日の翌日又は出産予定日の

翌日のいずれか遅い方から８週間を

経過した日 

③子の出生日（出産予定日後に出生した

場合は、出産予定日）以後に出生時育

児休業の日数が２８日に達した場合 

・子の出生日（出産予定日後に出生し

た場合は、出産予定日）以後に出生

時育児休業の日数が２８日に達した

日 

④出生時育休申出者について、産前産後

休業、育児休業、介護休業又は新たな

出生時育児休業期間が始まった場合 

・産前産後休業、育児休業、介護休業

又は新たな出生時育児休業の開始日

の前日 

６ 本条第５項第１号の事由が生じた場合

には、出生時育休申出者は原則として当

該事由が生じた日に会議所にその旨を通

知しなければならない。 

新設 （出生時育児休業中の就業） 

第１０条 出生時育児休業中に就業すること

を希望する職員は、出生時育児休業中の

就業可能日等申出書を休業開始予定日

の１週間前までに会議所に提出するこ

 

と。なお、１週間を切っても休業前日ま

では提出を受け付ける。 

２ 会議所は、前項の申出があった場合は、

申出の範囲内の就業日等申出書を提出し

た職員に対して提示する。就業日がない

場合もその旨通知する。従業員は提示さ

れた就業日等について、出生時育児休業

中の就業日等の同意・不同意書を会議所

に提出すること。休業前日までに同意し

た場合に限り、休業中に就業することが

できる。会議所と職員の双方が就業日等

に合意したときは、職員は速やかに出生

時育児休業中の就業日等通知書を交付す

る。 

３ 出生時育児休業中の就業上限は、次の

とおりとする。 

①就業日数の合計は、出生時育児休業期

間の所定労働日数の半分以下（一日未

満の端数切り捨て） 

②就業日の労働時間の合計は、出生時育

児休業期間の所定労働時間の合計の半

分以下 

③出生時育児休業開始予定日又は出生時

育児休業終了予定日に就業する場合

は、当該日の所定労働時間数に満たな

い時間 

４ 本条第１項の申出を変更する場合は出

生時育児休業中の就業可能日等変更申出

書を、撤回する場合は出生時育児休業中

の就業可能日等申出撤回届を休業前日ま

でに会議所に提出すること。就業可能日

等申出撤回届が提出された場合は、会議

所は速やかに申出が撤回されたことを通

知する。 

５ 本条第２項で同意した就業日等を全部

又は一部撤回する場合は、出生時育児休

業中の就業日等撤回届を休業前日までに

会議所に提出すること。出生時育児休業

開始後は、次に該当する場合に限り、同

意した就業日等の全部又は一部を撤回す

ることができる。出生時育児休業中の就

業日等撤回届が提出されたときは、会議

所は速やかに出生時育児休業中の就業日

等通知書を交付する。 

① 出生時育児休業申出に係る子の親で

ある配偶者の死亡 

②配偶者が負傷、疾病又は身体上若しく
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は精神上の障害その他これらに準ずる

心身の状 況により出生時育児休業申

出に係る子を養育することが困難な状

態になったこと 

③婚姻の解消その他の事情により配偶者

が出生時育児休業申出に係る子と同居

しないこととなったこと 

④出生時育児休業申出に係る子が負傷、

疾病又は身体上若しくは精神上の障害

その他これらに準ずる心身の状況によ

り、２週間以上の期間にわたり世話を

必要とする状態になったとき 

第６条～第１５条 （略） 第１１条～第２０条 （略） 

付 則 

１～２ （略） 

付 則 

１～２ （略） 

３．本規程は、第６条（新設）、第７条（新設）、

第８条（新設）、第９条（新設）、第１０

条（新設）を改正するとともに、第６条以

下の条数を繰り下げ改正し、令和８年４月

１日より施行する。 

 

２ 介護休業規程 

改正箇所：アンダーライン部分 
旧 規 則 新 規 則 

第１条～第１１条  （略） 第１条～第１１条  （略） 

（子の看護休暇） 

第１２条 小学校就学の始期に達するまでの

子を養育する職員は、負傷し、または疾

病にかかった当該子の世話をするため

に、職員就業規則第３８条または嘱託・

臨時職員就業規則第９条に規定する有

給休暇とは別に、１年間につき５日（子

が２人以上の場合にあっては１０日）を

限度として、子の看護休暇を取得するこ

とができる（半日単位でも取得が可能）。

この場合の１年間は４月１日から翌年

の３月３１日までの期間とする。 

２ （略） 

（子の看護休暇） 

第１２条 小学校３年生修了に達するまでの

子を養育する職員は、負傷し、または疾

病にかかった当該子の世話をするため

に、職員就業規則第４４条または嘱託・

臨時職員就業規則第１０条に規定する

有給休暇とは別に、１年間につき５日

（子が２人以上の場合にあっては１０

日）を限度として、子の看護休暇を取得

することができる（半日単位でも取得が

可能）。この場合の１年間は４月１日か

ら翌年の３月３１日までの期間とする。 

２ （略） 

第１３条～第１８条  （略） 第１３条～第１８条  （略） 

付 則 

１～２ （略） 

付 則 

１～２ （略） 

３．本規程は、第１２条第１項を改正し、令和

８年４月１日より施行する。 
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は精神上の障害その他これらに準ずる

心身の状 況により出生時育児休業申

出に係る子を養育することが困難な状

態になったこと 

③婚姻の解消その他の事情により配偶者

が出生時育児休業申出に係る子と同居

しないこととなったこと 

④出生時育児休業申出に係る子が負傷、

疾病又は身体上若しくは精神上の障害

その他これらに準ずる心身の状況によ

り、２週間以上の期間にわたり世話を

必要とする状態になったとき 

第６条～第１５条 （略） 第１１条～第２０条 （略） 

付 則 

１～２ （略） 

付 則 

１～２ （略） 

３．本規程は、第６条（新設）、第７条（新設）、

第８条（新設）、第９条（新設）、第１０

条（新設）を改正するとともに、第６条以

下の条数を繰り下げ改正し、令和８年４月

１日より施行する。 

 

２ 介護休業規程 

改正箇所：アンダーライン部分 
旧 規 則 新 規 則 

第１条～第１１条  （略） 第１条～第１１条  （略） 

（子の看護休暇） 

第１２条 小学校就学の始期に達するまでの

子を養育する職員は、負傷し、または疾

病にかかった当該子の世話をするため

に、職員就業規則第３８条または嘱託・

臨時職員就業規則第９条に規定する有

給休暇とは別に、１年間につき５日（子

が２人以上の場合にあっては１０日）を

限度として、子の看護休暇を取得するこ

とができる（半日単位でも取得が可能）。

この場合の１年間は４月１日から翌年

の３月３１日までの期間とする。 

２ （略） 

（子の看護休暇） 

第１２条 小学校３年生修了に達するまでの

子を養育する職員は、負傷し、または疾

病にかかった当該子の世話をするため

に、職員就業規則第４４条または嘱託・

臨時職員就業規則第１０条に規定する

有給休暇とは別に、１年間につき５日

（子が２人以上の場合にあっては１０

日）を限度として、子の看護休暇を取得

することができる（半日単位でも取得が

可能）。この場合の１年間は４月１日か

ら翌年の３月３１日までの期間とする。 

２ （略） 

第１３条～第１８条  （略） 第１３条～第１８条  （略） 

付 則 

１～２ （略） 

付 則 

１～２ （略） 

３．本規程は、第１２条第１項を改正し、令和

８年４月１日より施行する。 

 

 

 

 

 

２２..  組組  織織（（令令和和 88 年年 33 月月 3311 日日現現在在））  

  

【１．会  員】 

Ａ．会 員 数 

  ａ 法人、個人、団体別会員数 

区 分    前年度末 新規加入者数 脱退者数 組織変更 本年度末 

法 人      1,441 29 49 8 1,429 
個 人      902 48 59 ▲8 883 
団体その他 32 0 1 0 31 

計 2,375 77 109 0 2,343 
   

ｂ 地域別会員数 
半 田 市     2,021 東 浦 町     21 武 豊 町     60 
知 多 市     7 南知多町 22 

 
そ の 他     150 

阿久比町 45 美 浜 町     17 計 2,343 
   

ｃ 会費負担額別会員数 
口 数 金 額 会員数 口 数 金 額 会員数 口 数 金 額 会員数 

3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 

5,400  
7,200  
9,000  

10,800  
12,600  
14,400  
16,200  
18,000  
19,800  
21,600  
23,400  
25,200  
27,000  
28,800  
30,600  
32,400  
34,200  
36,000  
37,800  
39,600  
41,400  
43,200  
45,000  
46,800  
48,600  
50,400  
52,200 
54,000  
55,800 

99 
26 

895 
59 
38 
26 
7 

548 
104 

13 
79 
31 
33 
33 
12 
11 
30 
93 
4 

29 
4 
7 
9 
7 
1 
5 
3 

13 
3 

34 
35 
36 
37 
38 
40 
42 
46 
47 
49 
50 
51 
52 
55 
56 
58 
59 
60 
61 
67 
68 
73 
75 
78 
80 
81 
84 
85 
87 

61,200 
63,000  
64,800 
66,600 
68,400  
72,000  
75,600  
82,800  
84,600  
88,200  
90,000  
91,800  
93,600  
99,000  

100,800  
104,400 
106,200   
108,000  
109,800  
120,600  
122,400  
131,400  
135,000  
140,400  
144,000  
145,800  
151,200  
153,000 
156,600 

10 
1 
2 
2 
1 

13 
2 
4 
1 
2 
7 
1 
2 
1 
6 
3 
1 
3 
2 
5 
2 
2 
1 
1 
2 
2 
2 
1 
1 

88 
90 
93 
94 

100 
103 
104 
108 
109 
112 
114 
120 
128 
132 
138 
142 
149 
152 
167 
172 
222 
224 
262 
300 
344 

158,400 
162,000  
167,400  
169,200  
180,000  
185,400  
187,200 
194,400  
196,200  
201,600  
205,200  
216,000 
230,400  
237,600  
248,400  
255,600  
268,200  
273,600  
300,600  
309,600  
399,600  
403,200  
471,600  
540,000 
619,200 

1 
3 
2 
2 
3 
2 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
1 
3 
1 
3 
1 
1 
2 
1 
1 
1 
1 

  2,343 
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ｄ 業種別会員数 
製 造 業 336 金 融 保険 業 59 サ ー ビス 業 923 
建 設 業 422 運 輸 通信 業

運 輸 通 信 業         
63 不 動 産 業 80 

卸 ・ 小売 業 455 
 
電気・ガス業 5 計 2,343 

  

 Ｂ．部  会 
部 会 名     業     種 会員数 

サ ー ビ ス サービス業、不動産業、飲食業 974 
流 通 小売業、卸売業 455 
工 業 製造業、加工織布業 350 
建 設 建設業、設計業 422 
交通運輸港湾 運送業、倉庫業 63 
金 融 金融業、証券業、保険業 59 
醸 造 醸造業 20 

計 2,343 

 

Ｃ．委員会等（～令和 7 年 10 月 31 日） 
委員会名 委員数 主な審議事項 

組織運営委員会 21 

・ 定款・諸規約の制定または改廃に関すること 
・ 会議所運営に関すること 
・ 魅力ある会議所づくりに関すること 
・ 行政への要望・提言活動の取りまとめに関すること 
・ その他会議所運営に関し、会頭の諮問に応ずる事項 

地域力創造委員会 37 

・ 地域力（まちの価値）を高める新たな振興策・活性化策に関すること 
・ 半田市が策定・推進する各種計画との連携・協働に関すること 
・ 観光振興・地域経済振興につながる他地域商工会議所・商工会、観光振

興機関等との連携に関すること 
・ その他地域力創造に関し、会頭の諮問に応ずる事項 

経営力強化委員会 43 

・ 生産性向上、経営基盤強化に関すること 
・ 脱炭素経営に関すること 
・ 企業価値向上に関すること 
・ その他経営力強化について、会頭に諮問に応ずる事項 

  

 

 



－ 27 － 

Ｃ．委員会等（令和 8 年 11 月 1 日～） 
委員会名 委員数 主な審議事項 

組織運営委員会 16 

・ 定款・諸規約の制定または改廃に関すること 
・ 商工会議所運営に関すること 
・ 魅力ある商工会議所づくりに関すること 
・ 行政への要望・提言活動の取りまとめに関すること 
・ その他商工会議所運営に関し、会頭の諮問に応ずる事項 

地域産業創造委員会 13 

・ ローカルゼブラ等、地域産業の振興、及び競争力強化に関すること 
・ 新産業・新事業創出の推進に関すること 
・ 地域資源を活かした産業ブランド化・文化産業の推進に関すること 
・ その他地域産業創造に関し、会頭の諮問に応ずる事項 

地域共創委員会 28 
・ 中心市街地活性化等、官民連携・地域団体との協働推進に関すること 
・ シビックテック等、地域ブランド・シビックプライドの醸成に関すること  
・ 地域資源を活用した事業創出・観光等活性化支援に関すること 

経営基盤強化委員会 22 
・ 企業経営の安定化・生産性向上支援に関すること 
・ デジタル・生成 AI を活用した経営の推進に関すること 
・ その他経営基盤強化に関し、会頭の諮問に応ずる事項 

企業価値創造委員会 18 

・ 人材確保・育成の推進に関すること 
・ ESG（環境・社会・ガバナンス）経営・企業価値向上に関すること 
・ 人的資本経営に関すること 
・ その他企業価値創造に関し、会頭の諮問に応ずる事項 
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【２．特別会員】   

特別会員数 322 件 

 

【３．特定商工業者】 

  Ａ．特定商工業者数 

区 分 特定商工業者数 内  訳 
備  考 

会員数 非会員数 
法  人 1,777 942 835 資本金又は出資金 300 万円以上 
個  人 3 2 1 従業員 20 名以上 

（小売・ｻｰﾋﾞｽ業は 5 名以上） 計 1,780 944 836 
         

  Ｂ．業種別特定商工業者数 
製 造 業 373 

 
金 融 保 険 業 43 

 
サ ー ビ ス 業 606 

建 設 業 295 運 輸 通 信 業 66 不 動 産 業 86 
卸 ・ 小 売 業 308 

 
電気・ガス業 3 

 
計 1,780 
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【４．役  員】 
 Ａ．役員の定数及び実数 

区 分 定 数 実 数 備 考 
会  頭   1 名  1 名  
副 会 頭     4 名以内  4 名  
専務理事   1 名  1 名  
常 議 員  36 名 36 名  
監  事   2 名  2 名  

 Ｂ．役員氏名 

役 名 氏 名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 

会頭 松 石 奉 之 ㈱ マ ツ イ シ 楽 器 店 代表取締役会長 楽 器 販 売 

副会頭 中 埜 喜 夫 ㈱ O f f i c e 北 岳 楼 代 表 取 締 役 不 動 産 賃 貸 

〃 水 野 貴 之 八 洲 建 設 ㈱ 代 表 取 締 役 総 合 建 設 

〃 間 瀬 朱 実 知 多 信 用 金 庫 理 事 長 金 融 機 関 

〃 小 栗 宏 次 ㈱ 萬 三 商 店 代 表 取 締 役 不 動 産 賃 貸 

専務理事 小 柳  厚 半 田 商 工 会 議 所 専 務 理 事  

常議員 森 川 栄 二 安 全 タ ク シ ー ㈱ 代 表 取 締 役 一般乗用旅客自動車運送 

〃 石 川 大 介 ㈱ 石 川 屋 代 表 取 締 役 食 肉 小 売 

〃 岩 部 雅 人 岩 部 建 設 ㈱ 代表取締役社長 一 般 土 木 建 築 工 事 

〃 梶 山 美 也 魚 太 郎 ㈱ 代表取締役社長 日 本 料 理 店 

〃 榊原総一郎 尾 張 製 粉 ㈱ 代表取締役社長 製 粉 

〃 加 藤  学 加 藤 電 機 ㈱ 代表取締役社長 電 気 機 器 販 売 

〃 神 谷 尚 志 神 谷 鉄 工 ㈱ 代表取締役社長 機 械 製 造 

〃 竹 内 稔 幸 ㈱ 衣 浦 電 機 製 作 所 取 締 役 会 長 電 気 機 器 製 造 

〃 筒 井 保 司 (税)    経 世 会 代 表 社 員 税 理 士 事 務 所 

〃 澤 田 貞 雄 ㈱ 沢 田 工 務 店 代 表 取 締 役 総 合 建 設 

〃 森 岡 宏 泰 JFEスチール㈱知多製造所  常務執行役員知多製造所長  鋼 材 製 造 

〃 加 藤 順 三 ㈱ 心 玉 代表取締役会長 物 品 賃 貸 

〃 小 杉 芳 正 ス ギ ― 産 業 ㈱ 代表取締役社長 ス ポ ー ツ 施 設 提 供 

〃 小 栗 啓 正 ㈱ 大 成 代表取締役社長 工 具 類 卸 売 

〃 竹 内 俊 介 ㈱ 竹 耕 代表取締役社長 酒 類 卸 売 

〃 酒 井 良 輔 知 多 印 刷 ㈱ 代 表 取 締 役 印 刷 

〃 近 藤 博 之 知 多 乗 合 ㈱ 代表取締役社長・社長執行役員 一般乗合旅客自動車運送 

〃 山 田 正 行 ㈱ 中 京 医 薬 品 代表取締役会長 医 薬 品 小 売 

〃 齊 藤 知 孝 中部電力パワーグリッド(株)半田支社 支 社 長 電 力 供 給  

〃 加 藤 文 雄 ツ カ サ 工 業 ㈱ 特 別 顧 問 特 殊 産 業 用 機 械 製 造 

〃 小 島  淳 中 埜 産 業 ㈱ 支 配 人 不 動 産 管 理 

〃 中 埜 温 子 中 埜 酒 造 ㈱ 代表取締役社長 酒 類 醸 造  

〃 中 埜 宏 泰 中 埜 総 合 印 刷 ㈱ 代表取締役社長 印 刷 

〃 小 栗 利 朗 中 利 ㈱ 代 表 取 締 役 調 味 料 製 造 

〃 松 本  斉 日 鉄 精 圧 品 ㈱ 代表取締役社長 ボ ル ト 鍛 造 部 品 製 造  

〃 夏 目 欣 秀 日本ガイシ㈱知多事業所 執行役員知多事業所長 碍 子 製 造  

〃 鈴 木 弘 晃 日本車輛製造㈱衣浦製作所 輸機・インフラ本部 衣浦製作所長 車 輌 製 造  

〃 浅 野  皇 半 田 港 運 ㈱ 代表取締役社長 港 湾 運 送  
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役 名 氏 名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 
〃 鈴 木 裕 二 半 田 自 動 車 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 自 動 車 販 売 修 理 

〃 原  忠 義 半 田 重 工 業 ㈱ 常 務 取 締 役 自 動 車 ･同 部 品 製 造  

〃 古 田 明 典 半 田 信 用 金 庫 理 事 長 金 融 機 関 

〃 竹 倉 幹 雄 半 田 中 央 印 刷 ㈱ 代表取締役社長 印 刷 

〃 中 山 友 裕 ㈱ 七 番 組 代 表 取 締 役 一 般 土 木 建 築 工 事 

〃 中 埜 裕 子 ㈱ M i z k a n  H o l d i n g s 代表取締役社長 調 味 料 製 造 

〃 柳川瀬  祟 ㈱三菱UFJ銀行半田支店 支 店 長 金 融 機 関 

〃 南  伸 幸 名 鉄 知 多 タ ク シ ー ㈱ 代表取締役社長 一般乗用旅客自動車運送 

監事 近 藤 敏 通 (税)   大 番 頭 代 表 社 員 公 認 会 計 士 事 務 所 

〃 椴 山 晃 雄 ㈱ モ ミ ヤ マ 本 店 代 表 取 締 役 眼 鏡 ・ 補 聴 器 小 売 

 

【５．議  員】   

 Ａ．議員の定数及び実数 

区  分 定  数 実  数 備  考 
１ 号 議 員  60 名  60 名  
２ 号 議 員  35 名  35 名  
３ 号 議 員  15 名  15 名  

計 110 名 110 名  

Ｂ．議員氏名  

一号議員             定数 60 名  実数 60 名 

氏  名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 

林  文 規 ㈱ ア イ シ ン 半 田 工 場 安全管理グループ長 自 動 車 部 品 製 造 

相 羽  実 愛 知 海 運 ㈱ 半 田 支 店 支 店 長 港 湾 運 送 

籾 山 益 己 あいち知多農業（協組）半田事業部 事 業 部 長 農 業 協 同 組 合 

稲 垣 佳 樹 ア ク サ 生 命 保 険 ㈱ 名 古 屋 支 社 支 社 長 生 命 保 険 

朝 倉 浩 一 ㈲ 朝 倉 ホ ン ダ 販 売 代 表 取 締 役 自 動 車 小 売 

籾 山 達 雄 ㈱ ア ス ク 代表取締役社長 家 庭 用 機 械 器 具 小 売 

石 川 八 郎 石 川 紡 績 ㈱ 代 表 取 締 役 ゴ ル フ 練 習 場 

 石 川 大 介 ㈱ 石 川 屋 代表取締役社長 食 肉 小 売 

石 原 宏 幸 ㈱ イ シ ハ ラ フ ー ド 代 表 取 締 役 食 料 品 小 売 

伊 藤 靖 男 出 亜 電 気 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 電 気 工 事 

伊  東      優 伊 東 ㈱ 代表取締役社長 酒 類 製 造 

 伊 藤 か お り ㈱ 伊 藤 商 店 代 表 取 締 役 学 生 衣 料 小 売 

岩 部 雅 人 岩 部 建 設 ㈱ 代表取締役社長 一 般 土 木 建 築 工 事 

梶 山 美 也 魚 太 郎 ㈱ 代表取締役社長 日 本 料 理 店 

村 尾 光 博 エ ス ケ ー 化 研 ㈱ 名 古 屋 工 場 工 場 長 塗 料 製 造 

久 村 俊 弥 ㈱ 菓 子 工 房 く む ら 代 表 取 締 役 菓 子 小 売 

加 藤  学 加 藤 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 電 気 機 器 販 売 

石 川 祐 輔 ㈱ カ ナ マ ル 代 表 取 締 役 建設機械・鉱山機械製造

業 小 栗 卓 三 キ ッ コ ウ ト ミ ㈱ 代 表 取 締 役 調 味 料 製 造 

久 米 宏 和 ㈱ 久 米 電 気 商 会 代 表 取 締 役 電 気 工 事 

大 洞 充 史 ㈱ 黒 牛 の 里 取 締 役 焼 肉 店 
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役 名 氏 名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 
〃 鈴 木 裕 二 半 田 自 動 車 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 自 動 車 販 売 修 理 

〃 原  忠 義 半 田 重 工 業 ㈱ 常 務 取 締 役 自 動 車 ･同 部 品 製 造  

〃 古 田 明 典 半 田 信 用 金 庫 理 事 長 金 融 機 関 

〃 竹 倉 幹 雄 半 田 中 央 印 刷 ㈱ 代表取締役社長 印 刷 

〃 中 山 友 裕 ㈱ 七 番 組 代 表 取 締 役 一 般 土 木 建 築 工 事 

〃 中 埜 裕 子 ㈱ M i z k a n  H o l d i n g s 代表取締役社長 調 味 料 製 造 

〃 柳川瀬  祟 ㈱三菱UFJ銀行半田支店 支 店 長 金 融 機 関 

〃 南  伸 幸 名 鉄 知 多 タ ク シ ー ㈱ 代表取締役社長 一般乗用旅客自動車運送 

監事 近 藤 敏 通 (税)   大 番 頭 代 表 社 員 公 認 会 計 士 事 務 所 

〃 椴 山 晃 雄 ㈱ モ ミ ヤ マ 本 店 代 表 取 締 役 眼 鏡 ・ 補 聴 器 小 売 

 

【５．議  員】   

 Ａ．議員の定数及び実数 

区  分 定  数 実  数 備  考 
１ 号 議 員  60 名  60 名  
２ 号 議 員  35 名  35 名  
３ 号 議 員  15 名  15 名  

計 110 名 110 名  

Ｂ．議員氏名  

一号議員             定数 60 名  実数 60 名 

氏  名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 

林  文 規 ㈱ ア イ シ ン 半 田 工 場 安全管理グループ長 自 動 車 部 品 製 造 

相 羽  実 愛 知 海 運 ㈱ 半 田 支 店 支 店 長 港 湾 運 送 

籾 山 益 己 あいち知多農業（協組）半田事業部 事 業 部 長 農 業 協 同 組 合 

稲 垣 佳 樹 ア ク サ 生 命 保 険 ㈱ 名 古 屋 支 社 支 社 長 生 命 保 険 

朝 倉 浩 一 ㈲ 朝 倉 ホ ン ダ 販 売 代 表 取 締 役 自 動 車 小 売 

籾 山 達 雄 ㈱ ア ス ク 代表取締役社長 家 庭 用 機 械 器 具 小 売 

石 川 八 郎 石 川 紡 績 ㈱ 代 表 取 締 役 ゴ ル フ 練 習 場 

 石 川 大 介 ㈱ 石 川 屋 代表取締役社長 食 肉 小 売 

石 原 宏 幸 ㈱ イ シ ハ ラ フ ー ド 代 表 取 締 役 食 料 品 小 売 

伊 藤 靖 男 出 亜 電 気 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 電 気 工 事 

伊  東      優 伊 東 ㈱ 代表取締役社長 酒 類 製 造 

 伊 藤 か お り ㈱ 伊 藤 商 店 代 表 取 締 役 学 生 衣 料 小 売 

岩 部 雅 人 岩 部 建 設 ㈱ 代表取締役社長 一 般 土 木 建 築 工 事 

梶 山 美 也 魚 太 郎 ㈱ 代表取締役社長 日 本 料 理 店 

村 尾 光 博 エ ス ケ ー 化 研 ㈱ 名 古 屋 工 場 工 場 長 塗 料 製 造 

久 村 俊 弥 ㈱ 菓 子 工 房 く む ら 代 表 取 締 役 菓 子 小 売 

加 藤  学 加 藤 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 電 気 機 器 販 売 

石 川 祐 輔 ㈱ カ ナ マ ル 代 表 取 締 役 建設機械・鉱山機械製造

業 小 栗 卓 三 キ ッ コ ウ ト ミ ㈱ 代 表 取 締 役 調 味 料 製 造 

久 米 宏 和 ㈱ 久 米 電 気 商 会 代 表 取 締 役 電 気 工 事 

大 洞 充 史 ㈱ 黒 牛 の 里 取 締 役 焼 肉 店 

 

氏  名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 

澤 田 秀 司 シ ー ・ ケ ィ ・ ケ ー ㈱ 代 表 取 締 役 切削工具製作・再研磨 

加 藤 順 三 ㈱ 心 玉 代表取締役会長 物 品 賃 貸 
 小 杉 芳 正 ス ギ ― 産 業 ㈱ 代表取締役社長 ス ポ ー ツ 施 設 提 供 

小 川 洋 之 ㈱ 誠 電 社 代 表 取 締 役 電 機 設 備 工 事 

山 守 一 久 大 栄 技 研 工 業 ㈱ 代表取締役社長 金 属 製 品 加 工 

中 村 宗 雄 ㈱ 大 進 顧 問  一 般 土 木 建 築 工 事 

瀧 上 晶 義 瀧 上 工 業 ㈱ 代表取締役社長 橋 梁 製 造 

曽 根 香 奈 子 ㈱ 武 田 工 業 所 取 締 役 輸 送 用 機 械 器 具 製 造 

山 田 正 行 ㈱ 中 京 医 薬 品 代表取締役会長 医 薬 品 小 売 

吉 田  哲 中 部 紙 工 ㈱ 代表取締役社長 紙 製 容 器 製 造 

手 島 寿 宏 手 島 ガ ス 住 設 ㈱ 代表取締役社長 家 庭 用 機 械 器 具 小 売 
 大 津 竜 二 東 邦 ガ ス ネ ッ ト ワ ー ク ㈱ 東 海 事 業 所 長 ガ ス 供 給 

岡 田 夏 樹 徳 倉 建 設 ㈱ 半 田 営 業 所 取締役専務執行役員 一 般 土 木 建 築 工 事 

建 設 冨 田 敬 子 ト ミ タ パ ッ ク ス ㈱ 代 表 取 締 役 段 ボ ー ル 製 造 

西 郷 剛 史 豊田ケ ミ カルエンジニ ア リ ン グ㈱ 代表取締役社長 潤滑油・グリース製造 

廣 瀬 由 幸 ㈱ 豊 田 自 動 織 機 東 知 多 工 場 主 担 当 員 鉄 素 形 材 製 造 

岩 瀬 正 美 豊 田 メ タ ル ㈱ 代表取締役社長 廃 車 大 規 模 処 理 

小 島  淳 中 埜 産 業 ㈱ 支 配 人 不 動 産 管 理 

中 澤 陽 一 ㈱ 名 古 屋 銀 行 半 田 支 店 支 店 長 金 融 機 関 

金 融 水 田 佳 樹 名 古 屋 鉄 道 ㈱ 知 多 半 田 駅 駅 長 鉄 道 

澤 田 徹 哉 日 油 ㈱ 愛 知 事 業 所 事 業 所 長 火 薬 類 製 造 

鈴 木 弘 晃 日 本 車 輛 製 造 ㈱ 衣 浦 製 作 所 衣 浦 製 作 所 長 車 輌 製 造 

山 田 尚 路 日 本 通 運 ㈱ 豊 橋 支 店 半 田 事 業 所 長 一 般 貨 物 自 動 車 運 送 

丸 山  悟 (学)  日 本 福 祉 大 学 理 事 長 大 学 

市 野 雅 之 (一社)半田市医師会健康管理センター 営業企画部  参与 医 療 サ ー ビ ス 

鈴 木 裕 二 半 田 自 動 車 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 自 動 車 販 売 修 理 

原  忠 義 半 田 重 工 業 ㈱ 総 務 部 長 自 動 車 ・ 同 部 品 製 造 
東 浦 優 至 ㈱ ひ が し う ら 代 表 取 締 役 婦 人 服 小 売 

 
 

西 川 祥 司 ㈱ 富 士 総 合 設 備 事 務 所 代 表 取 締 役 管 工 事 

石 川 あ い 子 ㈱ ブ リ オ 取 締 役 店 長 食 肉 小 売  

松 林 信 吾 松 林 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 ブリキ缶・めっき板等製品製造 

柳 川 瀬   崇 ㈱ 三 菱 U F J 銀 行 半 田 支 店 支 店 長 金 融 機 関 

間 瀬 浩 正 み つ ま る 自 動 車 ㈱ 代表取締役社長 自 動 車 整 備 ・ 小 売 

前 田 佳 男 籾 山 電 機 ㈱ 代表取締役社長 電 気 工 事 用 品 卸 売 

森 島 雅 敦 ㈱ 森 島 商 店 取 締 役 鉄 ･ 非 鉄 金 属 屑 加 工 

山 﨑 正 夫 (弁) 山 﨑 法 律 事 務 所 代 表 社 員 弁 護 士 事 務 所 

山 田 健 介 山 田 紡 績 ㈱ 部 長 不 動 産 賃 貸 

板 橋 知 信 輸 送 機 工 業 ㈱ 業 務 部 長 航空機・同附属品製造 

製 造 石 田 正 和 ユ ニ ー ㈱ ピ ア ゴ 半 田 店 店 長 各 種 商 品 小 売 
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二号議員               定数 35 名  実数 35 名 
氏  名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 選出部会 

柘 植 浩 史 愛 知 道 路 コ ン セ ッ シ ョ ン ㈱ 代表取締役社長 

 

道 路 維 持 管 理 
 

サービス 

久 岡 勝 忠 イオンリテール㈱イオン半田店 

東海カンパニー愛知事業部イオン半田店 
店 長 各 種 商 品 小 売 流 通 

水 谷 恒 介 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 ㈱ 東 海 支 店 営業推進担当部長 電 信 電 話 サービス 

瀧 本  真 ㈱ オ オ サ カ ヤ 代表取締役社長 子 供 衣 料 小 売 流 通 

中 埜 喜 夫 ㈱ O f f i c e 北 岳 楼 代 表 取 締 役 不 動 産 賃 貸 サービス 
竹 内 稔 幸 ㈱ 衣 浦 電 機 製 作 所 代表取締役会長 電 気 機 器 製 造 工 業 

平 林 明 美 ㈲ 共 育 舎 代 表 取 締 役 学 習 塾 サービス 

城 平 直 人 古 扇 樓 代 表 日 本 料 理 店 サービス 

澤 田 貞 雄 ㈱ 沢 田 工 務 店 代 表 取 締 役 総 合 建 設 建 設 

板 井 綾 子 ㈱ C A C 代表取締役社長 放 送 サービス 

高 田 秀 一 J F E 物 流 中 部 ㈱ 代表取締役社長 一般貨物自動車運送 交通運輸港湾

港   湾 内 田 雄 介 ㈾ 松 華 堂 菓 子 舗 専 務 菓 子 小 売 流 通 

近 藤 勝 美 ㈱ 大 清 工 務 店 代 表 取 締 役 建 築 工 事 建 設 

小 栗 啓 正 ㈱ 大 成 代表取締役社長 工 具 類 卸 売 流 通 

金 原 真 司 大 八 化 学 工 業 ㈱ 半 田 工 場 工 場 長 工 業 薬 品 製 造 工 業 

竹 内 俊 介 ㈱ 竹 耕 代表取締役社長 酒 類 卸 売 流 通 

榊 原  肇 ㈱ チ ェ リ ー 半 田 販 売 代 表 取 締 役 自 動 車 販 売 修 理 流 通 

酒 井 良 輔 知 多 印 刷 ㈱ 代 表 取 締 役 印 刷 工 業 

天 木 邦 彦 知 多 織 物 工 業 （協組） 常務理事兼事務局長 事 業 協 同 組 合 工 業 

川 口 新 平 (医) 知 多 ク リ ニ ッ ク 理 事 長 一 般 診 療 所 サービス 

齊 藤 知 孝 中部電力パワーグリッド(株)半田支社 支 社 長 電 力 供 給 工 業 

鶴 見  哲 ㈱ 鶴 弥 代表取締役社長 粘 土 製 品 製 造 工 業 

水 本 吉 昭 東 海 東 京 証 券 ㈱ 半 田 支 店 支 店 長 証 券 金 融 

谷 口 理 恵 東京海上日動火災保険㈱半田支社 支 社 長 損 害 保 険 金 融 

中 埜 温 子 中 埜 酒 造 ㈱ 代表取締役社長 酒 類 醸 造 醸 造 

中 埜 宏 泰 中 埜 総 合 印 刷 ㈱ 代表取締役社長 印 刷 工 業 

松 本  斉 日 鉄 精 圧 品 ㈱ 代表取締役社長 ボルト鍛造部品製造 工 業 

夏 目 欣 秀 日 本 ガ イ シ ㈱ 知 多 事 業 所 執行役員知多事業所長 碍 子 製 造 工 業 

石 川 紘 之 バ ロ ン ・ パ ー ク ㈱ 代 表 取 締 役 石 油 製 品 販 売 流 通 

川 口 由 倫 ㈲ 半 田 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 取 締 役 社 長 ホ テ ル サービス 

中 山 友 裕 ㈱ 七 番 組 代 表 取 締 役 一般土木建築工事 建 設 

成 田 一 郎 ㈾ 望 洲 楼 代 表 社 員 料   理   旅   館 サービス 

南  伸 幸 名 鉄 知 多 タ ク シ ー ㈱ 代表取締役社長 一般乗用旅客自動車運送 交通運輸港湾 

水 野 貴 之 八 洲 建 設 ㈱ 代 表 取 締 役 総 合 建 設 建 設 

間 瀬 貴 裕 ヤ マ ネ ㈱ 代 表 取 締 役 タイル･ブロック工事業 建 設 
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二号議員               定数 35 名  実数 35 名 
氏  名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 選出部会 

柘 植 浩 史 愛 知 道 路 コ ン セ ッ シ ョ ン ㈱ 代表取締役社長 

 

道 路 維 持 管 理 
 

サービス 

久 岡 勝 忠 イオンリテール㈱イオン半田店 

東海カンパニー愛知事業部イオン半田店 
店 長 各 種 商 品 小 売 流 通 

水 谷 恒 介 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 ㈱ 東 海 支 店 営業推進担当部長 電 信 電 話 サービス 

瀧 本  真 ㈱ オ オ サ カ ヤ 代表取締役社長 子 供 衣 料 小 売 流 通 

中 埜 喜 夫 ㈱ O f f i c e 北 岳 楼 代 表 取 締 役 不 動 産 賃 貸 サービス 
竹 内 稔 幸 ㈱ 衣 浦 電 機 製 作 所 代表取締役会長 電 気 機 器 製 造 工 業 

平 林 明 美 ㈲ 共 育 舎 代 表 取 締 役 学 習 塾 サービス 

城 平 直 人 古 扇 樓 代 表 日 本 料 理 店 サービス 

澤 田 貞 雄 ㈱ 沢 田 工 務 店 代 表 取 締 役 総 合 建 設 建 設 

板 井 綾 子 ㈱ C A C 代表取締役社長 放 送 サービス 

高 田 秀 一 J F E 物 流 中 部 ㈱ 代表取締役社長 一般貨物自動車運送 交通運輸港湾

港   湾 内 田 雄 介 ㈾ 松 華 堂 菓 子 舗 専 務 菓 子 小 売 流 通 

近 藤 勝 美 ㈱ 大 清 工 務 店 代 表 取 締 役 建 築 工 事 建 設 

小 栗 啓 正 ㈱ 大 成 代表取締役社長 工 具 類 卸 売 流 通 

金 原 真 司 大 八 化 学 工 業 ㈱ 半 田 工 場 工 場 長 工 業 薬 品 製 造 工 業 

竹 内 俊 介 ㈱ 竹 耕 代表取締役社長 酒 類 卸 売 流 通 

榊 原  肇 ㈱ チ ェ リ ー 半 田 販 売 代 表 取 締 役 自 動 車 販 売 修 理 流 通 

酒 井 良 輔 知 多 印 刷 ㈱ 代 表 取 締 役 印 刷 工 業 

天 木 邦 彦 知 多 織 物 工 業 （協組） 常務理事兼事務局長 事 業 協 同 組 合 工 業 

川 口 新 平 (医) 知 多 ク リ ニ ッ ク 理 事 長 一 般 診 療 所 サービス 

齊 藤 知 孝 中部電力パワーグリッド(株)半田支社 支 社 長 電 力 供 給 工 業 

鶴 見  哲 ㈱ 鶴 弥 代表取締役社長 粘 土 製 品 製 造 工 業 

水 本 吉 昭 東 海 東 京 証 券 ㈱ 半 田 支 店 支 店 長 証 券 金 融 

谷 口 理 恵 東京海上日動火災保険㈱半田支社 支 社 長 損 害 保 険 金 融 

中 埜 温 子 中 埜 酒 造 ㈱ 代表取締役社長 酒 類 醸 造 醸 造 

中 埜 宏 泰 中 埜 総 合 印 刷 ㈱ 代表取締役社長 印 刷 工 業 

松 本  斉 日 鉄 精 圧 品 ㈱ 代表取締役社長 ボルト鍛造部品製造 工 業 

夏 目 欣 秀 日 本 ガ イ シ ㈱ 知 多 事 業 所 執行役員知多事業所長 碍 子 製 造 工 業 

石 川 紘 之 バ ロ ン ・ パ ー ク ㈱ 代 表 取 締 役 石 油 製 品 販 売 流 通 

川 口 由 倫 ㈲ 半 田 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 取 締 役 社 長 ホ テ ル サービス 

中 山 友 裕 ㈱ 七 番 組 代 表 取 締 役 一般土木建築工事 建 設 

成 田 一 郎 ㈾ 望 洲 楼 代 表 社 員 料   理   旅   館 サービス 

南  伸 幸 名 鉄 知 多 タ ク シ ー ㈱ 代表取締役社長 一般乗用旅客自動車運送 交通運輸港湾 

水 野 貴 之 八 洲 建 設 ㈱ 代 表 取 締 役 総 合 建 設 建 設 

間 瀬 貴 裕 ヤ マ ネ ㈱ 代 表 取 締 役 タイル･ブロック工事業 建 設 

 

 

 

 

 

三号議員               定数 15 名  実数 15 名 

氏  名 企業の名称及び企業上の地位 企業の業種 

森 川 栄 二 安 全 タ ク シ ー ㈱ 代 表 取 締 役 一般乗用旅客自動車運送 

榊 原 総 一 郎 尾 張 製 粉 ㈱ 代表取締役社長 製 粉 

神 谷 尚 志 神 谷 鉄 工 ㈱ 代表取締役社長 機 械 製 造 

筒 井 保 司 (税)   経 世 会 代 表 社 員 税 理 士 事 務 所 

森 岡 宏 泰 J F Eス チ ー ル ㈱ 知 多 製 造 所 常務執行役員知多製造所長 鋼 材 製 造 

間 瀬 朱 実 知 多 信 用 金 庫 理 事 長 金 融 機 関 

近 藤 博 之 知 多 乗 合 ㈱ 代表取締役社長・社長執行役員 一般乗合旅客自動 車運送 

加 藤 文 雄 ツ カ サ 工 業 ㈱ 特 別 顧 問 特 殊 産 業 用 機 械 製 造 

小 栗 利 朗 中 利 ㈱ 代 表 取 締 役 調 味 料 製 造 

浅 野  皇 半 田 港 運 ㈱ 代表取締役社長 港 湾 運 送 

古 田 明 典 半 田 信 用 金 庫 理 事 長 金 融 機 関 

竹 倉 幹 雄 半 田 中 央 印 刷 ㈱ 代表取締役社長 印 刷 

松 石 奉 之 ㈱ マ ツ イ シ 楽 器 店 代表取締役会長  

 
楽 器 販 売 

小 栗 宏 次 ㈱ 萬 三 商 店 代 表 取 締 役 不 動 産 賃 貸 

中 埜 裕 子 ㈱ M i z k a n  H o l d i n g s 代表取締役社長 調 味 料 製 造 
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【６．部会長等】 
 

 サービス部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     

副部会長 

〃 

運営委員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃・青年部 

〃 

成田 一郎 

平林 明美 

川口 由倫 

松村 大輔 

市野 喜啓 

城平 直人 

金澤 茂明 

新美  大 

榊原  宏 

東浦 優至 

高木 利定 

榊原顕太郎 

前田 晃教 

㈾望洲楼・代表社員 

㈲共育舎・代表取締役 

㈲半田ステーションホテル・取締役社長 

愛知道路コンセッション㈱・地域事業推進部長 

㈱黒牛の里・取締役 

古扇樓・代表 

㈱CAC・代表取締役社長 

新美大税理士事務所・代表 

(特非)半田市観光協会・事務局長 

㈱ひがしうら・代表取締役 

㈱平安閣・常務取締役 

榊原顕太郎法律事務所・代表 

前田公認会計士事務所・代表 
 

流通部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

〃 

瀧本  真 
久村 俊弥 
野々村照義 
久岡 勝忠 
小栗 啓正 
竹内 俊介 
榊原  肇 
手島 寿宏 
前田 佳男 
榊原 直樹 
丸山 勲生 

㈱オオサカヤ・代表取締役社長 
㈱菓子工房くむら・代表取締役  
長文種苗店・代表 
イオンリテール㈱イオン半田店・店長 
㈱大成・代表取締役社長 
㈱竹耕・代表取締役社長 
㈱チェリー半田販売・代表取締役  
手島ガス住設㈱・代表取締役  
籾山電機㈱・代表取締役 
㈲宝石のタカヤス・代表取締役 
㈲丸山石材店・代表取締役 

 
 工業部会（～令和 7 年 10 月 31 日）   

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長 
副部会長 

〃 
〃 

運営委員 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃 

竹内 稔幸 
竹内 寿徳 
満田 勝己 
竹倉 幹雄 
山口 耕司 
山林 純也 
加藤 文雄 
廣瀬 由幸 
中村   毅 
瀧島 広士 
新美 勝規 
松林 信吾 
天木 邦彦 
榊原  晃 
池田 龍一 
大橋  孝 

㈱衣浦電機製作所・取締役会長 
中部電力パワーグリッド㈱半田支社・総務グループ専任課長 
㈱鶴弥・取締役 
半田中央印刷㈱・代表取締役社長 
㈱アイシン半田工場・安全管理グループ主幹 
大八化学工業㈱半田工場・工場長 
ツカサ工業㈱・特別顧問 
㈱豊田自動織機東知多工場･東知多総務室主担当員 
日鉄精圧品㈱・顧問 
日本ガイシ㈱知多事業部・総務グループグループマネージャー 
半田重工業㈱・常務取締役 
松林工業㈱・代表取締役 
知多織物工業(協組)・常務理事 
㈾勿驚社・代表社員 
㈱池田工業・代表取締役 
ティーオー工業・代表 

 
 
 
 

 

建設部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

近藤 勝美 
岡田 雄一 
新美 長年 
榊原 敏雄 

榊原  誠 

沢田 伸二 
榊原 敦史 
中莖 伸輔 
中山 友裕 
間瀬 貴裕 
榊原 亮輔 

㈱大清工務店・代表取締役社長 
㈱沢田工務店・執行役員 建築事業部長 
新建築設計室・代表 
エスケイ電気㈱・代表取締役 
㈲サカキ園芸場・代表取締役 
大日設備工事㈱・代表取締役 
㈱タスク・代表取締役 
徳倉建設㈱半田営業所・所長 
㈱七番組・代表取締役 
ヤマネ㈱・代表取締役 
庭楽㈱・代表取締役 

 
交通運輸港湾部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 

〃・青年部 
〃 

浅野  皇 
森川 栄二 
高田 秀一 
相羽  実 
榊原 研二 
山田 尚路 
小猿  剛 
藤村 修平 

半田港運㈱・代表取締役社長 
安全タクシー㈱・代表取締役社長 
JFE物流中部㈱・代表取締役社長 
愛知海運㈱半田支店・執行役員半田支店長 
知多乗合㈱・代表取締役常務執行役員 
日本通運㈱豊橋支店半田事業所・所長 
オーヤカーゴ㈱・代表取締役 
㈱宮田運輸・執行役員東日本事業部部長 

 
金融部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

久富 達也 
 水本 吉昭 
谷口 理恵 
江藤 進一 
田中 亨児 

 中澤 陽一 
竹内 成人 
柳川瀬 崇 
中村 和也 

知多信用金庫・専務理事 
東海東京証券㈱半田支店・支店長 
東京海上日動火災保険㈱半田支社・支社長 
アクサ生命保険㈱名古屋支社・知多営業所長 
㈲田中保険企画・取締役 
㈱名古屋銀行半田支店・ブロック長兼支店長 
半田信用金庫・本店営業部長 
㈱三菱 UFJ 銀行半田支店・支店長 
㈱ファイブスター事務所・代表取締役 

 
醸造部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

原田 晃宏 
小栗 卓三 
吉田英一郎 
伊東  優 
澤田 研一 
沢田 美稲 
中埜 昌美 
小栗 利朗 
新美 尚史 
上野 公徳 
杉浦 健朗 
花木 康夫 
竹内 三之 
橋本  淳 

原田酒造㈾・代表社員 
キッコウトミ㈱・代表取締役 
泉万醸造㈱・代表取締役社長 
伊東㈱・代表取締役社長 
澤田酒造㈱・代表取締役会長 
知多味噌溜醤油工業(協組)・理事長 
中埜酒造㈱・代表取締役社長 
中利㈱・代表取締役 
丸一酒造㈱・代表取締役 
㈱Mizkan J plus Holdings・総務課長 
盛田㈱小鈴谷工場・工場長 
盛田金しゃち酒造㈱・代表取締役 
㈱ヤマミ醸造・代表取締役 
ユタカフーズ㈱・代表取締役社長 



－ 35 － 

建設部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

近藤 勝美 
岡田 雄一 
新美 長年 
榊原 敏雄 

榊原  誠 

沢田 伸二 
榊原 敦史 
中莖 伸輔 
中山 友裕 
間瀬 貴裕 
榊原 亮輔 

㈱大清工務店・代表取締役社長 
㈱沢田工務店・執行役員 建築事業部長 
新建築設計室・代表 
エスケイ電気㈱・代表取締役 
㈲サカキ園芸場・代表取締役 
大日設備工事㈱・代表取締役 
㈱タスク・代表取締役 
徳倉建設㈱半田営業所・所長 
㈱七番組・代表取締役 
ヤマネ㈱・代表取締役 
庭楽㈱・代表取締役 

 
交通運輸港湾部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 

〃・青年部 
〃 

浅野  皇 
森川 栄二 
高田 秀一 
相羽  実 
榊原 研二 
山田 尚路 
小猿  剛 
藤村 修平 

半田港運㈱・代表取締役社長 
安全タクシー㈱・代表取締役社長 
JFE物流中部㈱・代表取締役社長 
愛知海運㈱半田支店・執行役員半田支店長 
知多乗合㈱・代表取締役常務執行役員 
日本通運㈱豊橋支店半田事業所・所長 
オーヤカーゴ㈱・代表取締役 
㈱宮田運輸・執行役員東日本事業部部長 

 
金融部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

久富 達也 
 水本 吉昭 
谷口 理恵 
江藤 進一 
田中 亨児 

 中澤 陽一 
竹内 成人 
柳川瀬 崇 
中村 和也 

知多信用金庫・専務理事 
東海東京証券㈱半田支店・支店長 
東京海上日動火災保険㈱半田支社・支社長 
アクサ生命保険㈱名古屋支社・知多営業所長 
㈲田中保険企画・取締役 
㈱名古屋銀行半田支店・ブロック長兼支店長 
半田信用金庫・本店営業部長 
㈱三菱 UFJ 銀行半田支店・支店長 
㈱ファイブスター事務所・代表取締役 

 
醸造部会（～令和 7 年 10 月 31 日） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

原田 晃宏 
小栗 卓三 
吉田英一郎 
伊東  優 
澤田 研一 
沢田 美稲 
中埜 昌美 
小栗 利朗 
新美 尚史 
上野 公徳 
杉浦 健朗 
花木 康夫 
竹内 三之 
橋本  淳 

原田酒造㈾・代表社員 
キッコウトミ㈱・代表取締役 
泉万醸造㈱・代表取締役社長 
伊東㈱・代表取締役社長 
澤田酒造㈱・代表取締役会長 
知多味噌溜醤油工業(協組)・理事長 
中埜酒造㈱・代表取締役社長 
中利㈱・代表取締役 
丸一酒造㈱・代表取締役 
㈱Mizkan J plus Holdings・総務課長 
盛田㈱小鈴谷工場・工場長 
盛田金しゃち酒造㈱・代表取締役 
㈱ヤマミ醸造・代表取締役 
ユタカフーズ㈱・代表取締役社長 
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サービス部会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     

副部会長 

〃 

運営委員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃・青年部 

〃 

未来ビジョン研究チーム 

成田 一郎 

平林 明美 

川口 由倫 

松村 大輔 

城平 直人 

板井 綾子 

新美  大 

榊原  宏 

東浦 優至 

高木 利定 

榊原顕太郎 

前田 晃教 

加藤  学 

㈾望洲楼・代表社員 

㈲共育舎・代表取締役 

㈲半田ステーションホテル・取締役社長 

愛知道路コンセッション㈱・地域事業推進部長 

古扇樓・代表 

㈱CAC・代表取締役社長 

新美大税理士事務所・代表 

(特非)半田市観光協会・事務局長 

㈱ひがしうら・代表取締役 

㈱平安閣・常務取締役 

榊原顕太郎法律事務所・代表 

前田公認会計士事務所・代表 

加藤電機㈱・代表取締役社長 

 
 流通部会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

〃 
未来ビジョン研究チーム 

瀧本  真 
久村 俊弥 
野々村照義 
葛西 知之 
内田 雄介 
小栗 啓正 
竹内 俊介 
榊原  肇 
手島 寿宏 
前田 佳男 
榊原 直樹 
丸山 勲生 
石川 大介 

㈱オオサカヤ・代表取締役社長 
㈱菓子工房くむら・代表取締役  
長文種苗店・代表 
イオンリテール㈱イオン半田店・店長 
㈾松華堂菓子舗・専務 
㈱大成・代表取締役社長 
㈱竹耕・代表取締役社長 
㈱チェリー半田販売・代表取締役  
手島ガス住設㈱・代表取締役  
籾山電機㈱・代表取締役 
㈲宝石のタカヤス・代表取締役 
㈲丸山石材店・代表取締役 
㈱石川屋・代表取締役 

 
工業部会（令和 7 年 11 月 1 日～）   

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長 
副部会長 

〃 
〃 

運営委員 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃 

竹内 稔幸 
竹内 寿徳 
満田 勝己 
竹倉 幹雄 
林  文規 
山守 一久 
山林 純也 
加藤 文雄 
廣瀬 由幸 
中村   毅 
瀧島 広士 
原  忠義 
松林 信吾 
天木 邦彦 
榊原  晃 
池田 龍一 
大橋  孝 

㈱衣浦電機製作所・取締役会長 
中部電力パワーグリッド㈱半田支社・総務グループ専任課長 
㈱鶴弥・取締役 
半田中央印刷㈱・代表取締役社長 ※※未未来来ビビジジョョンン研研究究チチーームム 
㈱アイシン半田工場・安全管理グループ主幹 
大栄技研工業㈱・代表取締役社長 
大八化学工業㈱半田工場・工場長 
ツカサ工業㈱・特別顧問 
㈱豊田自動織機東知多工場･東知多総務室主担当員 
日鉄精圧品㈱・顧問 
日本ガイシ㈱知多事業部・総務グループグループマネージャー 
半田重工業㈱・総務部長 
松林工業㈱・代表取締役 
知多織物工業(協組)・常務理事 
㈾勿驚社・代表社員 
㈱池田工業・代表取締役 
ティーオー工業・代表 
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建設部会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃 

未来ビジョン研究チーム 

近藤 勝美 
岡田 雄一 
中山 友裕 
榊原 敏雄 

榊原  誠 

新美 長年 
沢田 伸二 
榊原 敦史 
坂田  篤 
中莖 伸輔 
榊原 亮輔 
間瀬 貴裕 
山本 悠介 
大沼 純也 
曽根香奈子 

㈱大清工務店・代表取締役社長 
㈱沢田工務店・執行役員 建築事業部長 
㈱七番組・代表取締役 
エスケイ電気㈱・代表取締役 
㈲サカキ園芸場・代表取締役 
新建築設計室・代表 
大日設備工事㈱・代表取締役 
㈱タスク・代表取締役 
㈱知多土木・代表取締役 
徳倉建設㈱半田営業所・所長 
庭楽㈱・代表取締役 
ヤマネ㈱・代表取締役 
CT リング㈱・代表取締役 
㈱トップサイン・専務取締役 
㈱武田工業所・取締役 

 
交通運輸港湾部会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 

〃・青年部 
〃 

近藤 博之 
高田 秀一 
伊藤 久人 
相羽  実 
森川 栄二 
山田 尚路 
小猿  剛 
藤村 修平 

知多乗合㈱・代表取締役社長・社長執行役員 
JFE物流中部㈱・代表取締役社長 
半田港運㈱・専務取締役 
愛知海運㈱半田支店・執行役員半田支店長 
安全タクシー㈱・代表取締役社長 ※※未未来来ビビジジョョンン研研究究チチーームム 
日本通運㈱豊橋支店半田事業所・所長 
オーヤカーゴ㈱・代表取締役 
㈱宮田運輸・執行役員東日本事業部部長 

  
金融部会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 

〃 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
未来ビジョン研究チーム 

久富 達也 
 水本 吉昭 
谷口 理恵 
江藤 進一 
田中 亨児 

 中澤 陽一 
竹内 成人 
柳川瀬 崇 
中村 和也 
神谷 尚志 

知多信用金庫・専務理事 
東海東京証券㈱半田支店・支店長 
東京海上日動火災保険㈱半田支社・支社長 
アクサ生命保険㈱名古屋支社・知多営業所長 
㈲田中保険企画・取締役 
㈱名古屋銀行半田支店・ブロック長兼支店長 
半田信用金庫・本店営業部長 
㈱三菱 UFJ 銀行半田支店・支店長 
㈱ファイブスター事務所・代表取締役 
神谷鉄工㈱・代表取締役社長 

  
醸造部会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
部 会 長     
副部会長 
運営委員 

〃 
〃 
〃 
〃 

沢田 美稲 
澤田 研一 
吉田英一郎 
伊東  優 
小栗 卓三 
中埜 温子 
原田 晃宏 

知多味噌溜醤油工業(協組)・理事長 
澤田酒造㈱・代表取締役会長 
泉万醸造㈱・代表取締役社長 
伊東㈱・代表取締役社長 
キッコウトミ㈱・代表取締役 
中埜酒造㈱・代表取締役社長 
原田酒造㈾・代表社員 
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〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

未来ビジョン研究チーム 

小栗 利朗 
新美 尚史 
上野 公徳 
杉浦 健朗 
花木 康夫 
竹内 三之 
橋本  淳 
榊原総一郎 

中利㈱・代表取締役 
丸一酒造㈱・代表取締役 
㈱Mizkan J plus Holdings・総務課長 
盛田㈱小鈴谷工場・工場長 
盛田金しゃち酒造㈱・代表取締役 
㈱ヤマミ醸造・代表取締役 
ユタカフーズ㈱・代表取締役社長 
尾張製粉㈱・代表取締役社長 

 

【７．委員長等】 

組織運営委員会（～令和 7 年 10 月 31 日） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃・女性会 

岩部 雅人 
鈴木 裕二 
榊原総一郎 
江藤 進一 
伊東  優 
筒井 保司 
近藤 勝美 
竹内 俊介 
天木 邦彦 
川口 新平 
山田 正行 
小島  淳 
中澤 陽一 
中村  毅 
山田 尚路 
市野 雅之 
東浦 優至 
松林 信吾 
山﨑 正夫 
榊原 康嗣 
酒井 元子 

岩部建設㈱・代表取締役社長 
半田自動車工業㈱・代表取締役 
尾張製粉㈱・代表取締役社長 
アクサ生命保険㈱名古屋支社・知多営業所長 
伊東㈱・代表取締役 
(税)経世会・代表社員 
㈱大清工務店・代表取締役社長 
㈱竹耕・代表取締役 
知多織物工業(協組)・常務理事兼事務局長 
(医)知多クリニック・理事長 
㈱中京医薬品・代表取締役会長 
中埜産業㈱・支配人 
㈱名古屋銀行半田支店・支店長 
日鉄精圧品㈱・顧問 
日本通運㈱豊橋支店半田事業所・所長 
(一社)半田市医師会健康管理センター・事業本部長 
㈱ひがしうら・代表取締役 
松林工業㈱・代表取締役 
(弁)山﨑法律事務所・代表社員 
榊原司法書士事務所・代表司法書士 
知多印刷㈱・取締役 

 
 
 
地域力創造委員会（～令和 7 年 10 月 31 日） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

竹倉 幹雄 
柳川瀬  崇 
小栗 宏次 
籾山 益己 
松村 大輔 
朝倉 浩一 
籾山 達雄 
久岡 勝忠 
伊藤 靖男 
伊藤かおり 
瀧本  真 

半田中央印刷㈱・代表取締役社長 
㈱三菱 UFJ 銀行半田支店・支店長 
㈱萬三商店・代表取締役社長 
あいち知多農業(協組)半田事業部・事業部長 
愛知道路コンセッション㈱・地域連携推進部長 
㈲朝倉ホンダ販売 
㈱アスク・代表取締役社長 
イオンリテール㈱イオン半田店・店長 
出亜電気工業㈱・代表取締役 
㈱伊藤商店・代表取締役 
㈱オオサカヤ・代表取締役社長 

 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃・一般 

〃 
〃 

久米 宏和 
城平 直人 
澤田 貞雄 
内田 雄介 
加藤 順三 
榊原  肇 
榊原 研二 
神谷 紀至 
加藤 文雄 
手島 寿宏 
冨田 敬子 
西郷 剛史 
三浦 崇伯 
水田 佳樹 
瀧島 広士 
川部 竜士 
中山 友裕 
石川あい子 
成田 一郎 
上野 公徳 
南  伸幸 
前田 佳男 
間瀬 貴裕 
堀江 尚美 
山本 勝子 
榊原  宏 
中村 省吾 

㈱久米電気商会・代表取締役 
古扇樓・代表 
㈱沢田工務店・代表取締役 
㈾松華堂菓子舗・専務 
㈱心玉・代表取締役会長 
㈱チェリー半田販売・代表取締役 
知多乗合㈱・代表取締役 常務執行役員 
中部紙工㈱・常務取締役 
ツカサ工業㈱・特別顧問 
手島ガス住設㈱・代表取締役 
トミタパックス㈱・代表取締役 
豊田ケミカルエンジニアリング㈱・代表取締役社長 
中埜酒造㈱・執行役員管理本部長 
名古屋鉄道㈱知多半田駅・駅長 
日本ガイシ㈱知多事業所・知多総務マネージャー 
㈻日本福祉大学・半田事務部長 
㈱七番組・代表取締役 
㈱ブリオ・取締役 
㈾望洲楼・代表社員 
㈱Mizkan J plus Holdings・総務課長 
名鉄知多タクシー㈱・代表取締役 
籾山電機㈱・代表取締役 
ヤマネ㈱・代表取締役 
農家の嫁・代表 
日本福祉大学知多半島総合研究所・顧問 
(特非)半田市観光協会・事務局長 
半田市市民経済部観光課・課長 
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〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃・一般 

〃 
〃 

久米 宏和 
城平 直人 
澤田 貞雄 
内田 雄介 
加藤 順三 
榊原  肇 
榊原 研二 
神谷 紀至 
加藤 文雄 
手島 寿宏 
冨田 敬子 
西郷 剛史 
三浦 崇伯 
水田 佳樹 
瀧島 広士 
川部 竜士 
中山 友裕 
石川あい子 
成田 一郎 
上野 公徳 
南  伸幸 
前田 佳男 
間瀬 貴裕 
堀江 尚美 
山本 勝子 
榊原  宏 
中村 省吾 

㈱久米電気商会・代表取締役 
古扇樓・代表 
㈱沢田工務店・代表取締役 
㈾松華堂菓子舗・専務 
㈱心玉・代表取締役会長 
㈱チェリー半田販売・代表取締役 
知多乗合㈱・代表取締役 常務執行役員 
中部紙工㈱・常務取締役 
ツカサ工業㈱・特別顧問 
手島ガス住設㈱・代表取締役 
トミタパックス㈱・代表取締役 
豊田ケミカルエンジニアリング㈱・代表取締役社長 
中埜酒造㈱・執行役員管理本部長 
名古屋鉄道㈱知多半田駅・駅長 
日本ガイシ㈱知多事業所・知多総務マネージャー 
㈻日本福祉大学・半田事務部長 
㈱七番組・代表取締役 
㈱ブリオ・取締役 
㈾望洲楼・代表社員 
㈱Mizkan J plus Holdings・総務課長 
名鉄知多タクシー㈱・代表取締役 
籾山電機㈱・代表取締役 
ヤマネ㈱・代表取締役 
農家の嫁・代表 
日本福祉大学知多半島総合研究所・顧問 
(特非)半田市観光協会・事務局長 
半田市市民経済部観光課・課長 
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 経営力強化委員会（～令和 7 年 10 月 31 日） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長     
副委員長 

〃 
〃 

幹 事 長 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃 
〃 

酒井 良輔 
神谷 尚志 
加藤  学 
大岩 嘉彰 
森川 栄ニ 
山口 耕司 
吉岡 州大 
石川 大介 
石原 宏幸 
梶山 美也 
菊居 正春 
石川 祐輔 
市野 喜啓 
金澤 茂明 
小原 史彦 
丹羽 州宏 
小杉 芳正 
小川 洋之 
中村 宗雄 
小栗 啓正 
金原 真司 
岩田  亮 
曽根香奈子 
南谷  宏 
大津 竜二 
岡田 夏樹 
廣瀬 由幸 
原口 博仁 
玉置 友雅 
水谷 恒介 
澤田 徹哉 
清水 勇治 
新美 勝規 
古田 明典 
西川 祥司 
間瀬 浩正 
森島 雅敦 
山田 健介 
板橋 知信 
礒嶌 喜規 
大岩 哲之 
東海 隆彦 
古川 恵子 

知多印刷㈱・代表取締役 
神谷鉄工㈱・代表取締役社長 
加藤電機㈱・代表取締役社長 
知多信用金庫・常務理事 人事教育部長 
安全タクシー㈱・代表取締役社長 
㈱アイシン半田工場・主幹 
愛知海運㈱半田支店・執行役員半田支店長 
㈱石川屋・代表取締役 
㈱イシハラフード・代表取締役社長 
魚太郎㈱・代表取締役社長 
エスケー化研㈱名古屋工場・副工場長 
㈱カナマル・代表取締役社長 
㈱黒牛の里・取締役 
㈱CAC・代表取締役社長 
JFE スチール㈱知多製造所・総務部長 
昭永ケミカル㈱半田工場・工場長 
スギー産業㈱・代表取締役社長 
㈱誠電社・代表取締役 
㈱大進・顧問 
㈱大成・代表取締役社長 
大八化学工業㈱半田工場・工場長 
瀧上工業㈱・取締役兼執行役員、社長室長兼事業創造本部長 
㈱武田工業所・取締役 
東京海上日動火災保険㈱半田支社・ユニットリーダー 
東邦ガスネットワーク㈱・地域計画部 名古屋計画センター  東海事業所長 
徳倉建設㈱・取締役専務執行役員 
㈱豊田自動織機東知多工場・主担当員 
豊田メタル㈱・代表取締役社長 
中埜総合印刷㈱・代表取締役副社長 
西日本電信電話㈱東海支店・担当部長 
日油㈱愛知事業所・事業所長 
日本車輌製造㈱衣浦製作所・所長 
半田重工業㈱・常務取締役 
半田信用金庫・理事長 
㈱富士総合設備事務所・代表取締役 
みつまる自動車㈱・代表取締役社長 
㈱森島商店・取締役 
山田紡績㈱・部長 
輸送機工業㈱・業務部長 
ユニー㈱ピアゴラフーズコア半田清城店・店長 
㈱旭モータース・代表取締役 
東海樹脂工業㈱・取締役 
アイリスペットサロン・代表 

 
 
 
 
 
 

 

組織運営委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃・女性会 

岩部 雅人 
榊原総一郎 
小栗 啓正 
筒井 保司 
竹内 俊介 
川口 新平 
山田 正行 
小島  淳 
中澤 陽一 
山田 尚路 
東浦 優至 
松林 信吾 
山﨑 正夫 
間瀬 貴裕 
榊原 康嗣 
越智 澄江 

岩部建設㈱・代表取締役社長 
尾張製粉㈱・代表取締役社長 
㈱大成・代表取締役社長 
(税)経世会・代表社員 
㈱竹耕・代表取締役 
(医)知多クリニック・理事長 
㈱中京医薬品・代表取締役会長 
中埜産業㈱・支配人 
㈱名古屋銀行半田支店・支店長 
日本通運㈱豊橋支店半田事業所・所長 
㈱ひがしうら・代表取締役 
松林工業㈱・代表取締役 
(弁)山﨑法律事務所・代表社員 
ヤマネ㈱・代表取締役 
榊原司法書士事務所・代表司法書士 
㈱丸愛 

地域産業創造委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

竹倉 幹雄 
冨田 敬子 
石川 紘之 
籾山 益己 
籾山 達雄 
久米 宏和 
小原 史彦 
小杉 芳正 
吉田  哲 
大津 竜二 
瀧島 広士 
石田 正和 
森田 亜弓 

半田中央印刷㈱・代表取締役社長 
トミタパックス㈱・代表取締役 
バロン・パーク㈱・代表取締役 
あいち知多農業協同組合・事業部長 
㈱アスク・代表取締役社長 
㈱久米電気商会・代表取締役 
JFE スチール㈱知多製造所・総務部長 
スギー産業㈱・代表取締役社長 
中部紙工㈱・代表取締役社長 
東邦ガスネットワーク㈱・東海事業所長 
日本ガイシ㈱知多事業所・知多総務マネージャー 
ユニー㈱ピアゴ半田店・店長 
M's HEART㈱・代表取締役 

地域共創委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

澤田 貞雄 
森川 栄二 
柳川瀬 崇 
加藤 順三 
榊原 研二 
加藤 文雄 
三浦 崇伯 
鈴木 裕二 
上野 公徳 
柘植 浩史 
葛西 知之 
伊藤 靖男 
伊東  優 
伊藤かおり 
小栗 卓三 
城平 直人 

㈱沢田工務店・代表取締役 
安全タクシー㈱・代表取締役 
㈱三菱ＵＦＪ銀行半田支店・支店長 
㈱心玉・代表取締役会長 
知多乗合㈱・代表取締役常務執行役員 
ツカサ工業㈱・特別顧問 
中埜酒造㈱・取締役管理本部長 
半田自動車工業㈱・代表取締役 
㈱Mizkan J Plus Holdings・総務課課長 
愛知道路コンセッション㈱・代表取締役社長 
イオンリテール㈱イオン半田店・半田店長 
出亜電気工業㈱・代表取締役 
伊東㈱・代表取締役 
㈱伊藤商店・代表取締役 
キッコウトミ㈱・代表取締役 
古扇樓・代表 
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組織運営委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 
〃・女性会 

岩部 雅人 
榊原総一郎 
小栗 啓正 
筒井 保司 
竹内 俊介 
川口 新平 
山田 正行 
小島  淳 
中澤 陽一 
山田 尚路 
東浦 優至 
松林 信吾 
山﨑 正夫 
間瀬 貴裕 
榊原 康嗣 
越智 澄江 

岩部建設㈱・代表取締役社長 
尾張製粉㈱・代表取締役社長 
㈱大成・代表取締役社長 
(税)経世会・代表社員 
㈱竹耕・代表取締役 
(医)知多クリニック・理事長 
㈱中京医薬品・代表取締役会長 
中埜産業㈱・支配人 
㈱名古屋銀行半田支店・支店長 
日本通運㈱豊橋支店半田事業所・所長 
㈱ひがしうら・代表取締役 
松林工業㈱・代表取締役 
(弁)山﨑法律事務所・代表社員 
ヤマネ㈱・代表取締役 
榊原司法書士事務所・代表司法書士 
㈱丸愛 

地域産業創造委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

竹倉 幹雄 
冨田 敬子 
石川 紘之 
籾山 益己 
籾山 達雄 
久米 宏和 
小原 史彦 
小杉 芳正 
吉田  哲 
大津 竜二 
瀧島 広士 
石田 正和 
森田 亜弓 

半田中央印刷㈱・代表取締役社長 
トミタパックス㈱・代表取締役 
バロン・パーク㈱・代表取締役 
あいち知多農業協同組合・事業部長 
㈱アスク・代表取締役社長 
㈱久米電気商会・代表取締役 
JFE スチール㈱知多製造所・総務部長 
スギー産業㈱・代表取締役社長 
中部紙工㈱・代表取締役社長 
東邦ガスネットワーク㈱・東海事業所長 
日本ガイシ㈱知多事業所・知多総務マネージャー 
ユニー㈱ピアゴ半田店・店長 
M's HEART㈱・代表取締役 

地域共創委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 
役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

澤田 貞雄 
森川 栄二 
柳川瀬 崇 
加藤 順三 
榊原 研二 
加藤 文雄 
三浦 崇伯 
鈴木 裕二 
上野 公徳 
柘植 浩史 
葛西 知之 
伊藤 靖男 
伊東  優 
伊藤かおり 
小栗 卓三 
城平 直人 

㈱沢田工務店・代表取締役 
安全タクシー㈱・代表取締役 
㈱三菱ＵＦＪ銀行半田支店・支店長 
㈱心玉・代表取締役会長 
知多乗合㈱・代表取締役常務執行役員 
ツカサ工業㈱・特別顧問 
中埜酒造㈱・取締役管理本部長 
半田自動車工業㈱・代表取締役 
㈱Mizkan J Plus Holdings・総務課課長 
愛知道路コンセッション㈱・代表取締役社長 
イオンリテール㈱イオン半田店・半田店長 
出亜電気工業㈱・代表取締役 
伊東㈱・代表取締役 
㈱伊藤商店・代表取締役 
キッコウトミ㈱・代表取締役 
古扇樓・代表 
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〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

内田 雄介 
榊󠄀󠄀原  肇 
天木 邦彦 
手島 寿宏 
水田 佳樹 
中野 恭志 
市野 雅之 
西川 祥司 
石川あい子 
成田 一郎 
堀江 尚美 

(資)松華堂菓子舗・専務 
㈱チェリー半田販売・代表取締役 
知多織物工業協同組合・常務理事 
手島ガス住設㈱・代表取締役 
名古屋鉄道知㈱多半田駅・駅長 
(学)日本福祉大学・理事長・学長室 室長付 
(一社)半田市医師会健康管理センター・参与 
㈱富士総合設備事務所・代表取締役 
㈱ブリオ・取締役店長 
(資)望洲楼・代表社員 
昼下がり酒場 農家の嫁 

 
経営基盤強化委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
 
 

〃・青年部 

加藤  学 
石川 大介 
石川 祐輔 
梶山 美也 
酒井 良輔 
玉置 友雅 
鈴木 弘晃 
古田 明典 
南  伸幸 
朝倉 浩一 
石原 宏幸 
水谷 恒介 
瀧本  真 
板井 綾子 
山守 一久 
中村 宗雄 
岡田 夏樹 
西郷 剛史 
岩瀬 正美 
間瀬 浩正 
山田 健介 
江上  雄 

加藤電機㈱・代表取締役社長 
㈱石川屋・代表取締役社長 
㈱カナマル・代表取締役 
魚太郎㈱・代表取締役社長 
知多印刷㈱・代表取締役 
中埜総合印刷㈱・代表取締役副社長 
日本車輌製造㈱衣浦製作所・衣浦製作所長 
半田信用金庫・理事長 
名鉄知多タクシー㈱・代表取締役 
㈲朝倉ホンダ販売・代表取締役 
㈱イシハラフード・代表取締役社長 
NTT 西日本㈱東海支店・営業推進担当部長 
㈱オオサカヤ・代表取締役社長 
㈱CAC・代表取締役社長 
大栄技研工業㈱・代表取締役社長 
㈱大進・顧問 
徳倉建設㈱・取締役専務執行役員 
豊田ケミカルエンジニアリング㈱・代表取締役社長 
豊田メタル㈱・代表取締役社長 
みつまる自動車㈱・代表取締役 
山田紡績㈱・部長 
㈲エガミ・代表取締役 

 
企業価値創造委員会（令和 7 年 11 月 1 日～） 

役  名 氏  名 企業の名称及び企業上の地位 
委 員 長 
副委員長 

〃 
委  員 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

神谷 尚志 
岩田  亮 
曽根香奈子 
林  文規 
相羽  実 
江藤 進一 
村尾 光博 
澤田 秀司 
山林 純也 
大岩 嘉彰 
廣瀬 由幸 

神谷鉄工㈱・代表取締役社長 
瀧上工業㈱・取締役兼執行委員 
㈱武田工業所・取締役 
㈱アイシン半田工場・安全管理グループ長 
愛知海運㈱半田支店・支店長 
アクサ生命保険㈱名古屋支社・知多営業所長 
エスケー化研㈱名古屋工場・工場長 
シー・ケィ・ケー㈱・代表取締役 
大八化学工業㈱半田工場・工場長 
知多信用金庫・常務理事 人事教育部長 
㈱豊田自動織機東知多工場・総務部東知多総務 G 主担当員 
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〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃・青年部 

澤田 徹哉 
中村  毅 
原  忠義 
前田 佳男 
森島 雅敦 
板橋 知信 
間瀬亜里紗 

日油㈱愛知事業所・所長 
日鉄精圧品㈱・顧問 
半田重工業㈱・総務部長 
籾山電機㈱・代表取締役社長 
㈱森島商店・取締役 
輸送機工業㈱・業務部長 
㈲紀伊国屋本店 

 
退職金共済制度審査会 

氏     名 会 議 所 役 職 
中 埜 喜 夫 
水 野 貴 之 
間 瀬 朱 実 
小 栗 宏 次 
小 柳   厚 

副     会     頭 
副     会     頭 
副     会     頭 
副     会     頭 
専   務   理   事 

 
【８．未来ビジョン研究チーム】 

役  名 氏  名 事 業 所 名 
委員 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

加藤  学  
竹倉 幹雄 
石川 大介 
榊原総一郎 
神谷 尚志 
森川 栄二 
曽根香奈子 

加藤電機㈱・代表取締役社長 
半田中央印刷㈱・代表取締役 
㈱石川屋・代表取締役 
尾張製粉㈱・代表取締役 
神谷鉄工㈱・代表取締役社長 
安全タクシー㈱・代表取締役 
㈱武田工業所・取締役 

 
【９．青 年 部】 

役  名 氏  名 事 業 所 名 
会   長 
監   事 

〃 
副 会 長 

〃 
〃 

専 務 理 事 
常 務 理 事 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

理   事 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

直 前 会 長 

山本 悠介 
池田 龍一 
鈴木 靖隆 
河村由香里 
坪井 英之 
丸山 勲生 
新美 浩元 
榊原 豊樹 
千葉 高也 
東海 隆彦 
藤野 道子 
前田 裕隆 
松石竜一郎 
柳橋  健 
大沼 純也 
久世三央子 
杉浦 淳一 
鈴木 智晴 
中村 和浩 
山口 雅彦 
山本 英二 
森下 達夫 

CT リング㈱ 
㈱池田工業 
㈲鈴木製作所 
居酒屋らん 
衣浦塗装店 
㈲丸山石材店 
㈱ロジック 
東海プラニング㈱ 
千葉電工 
東海樹脂工業㈱ 
WEB 制作クリップ 
半田中央印刷㈱ 
㈱マツイシ楽器店 
古川一也公認会計士事務所 
㈱トップサイン 
加藤鉄工建設㈱ 
㈱イート・アップ 
鈴木工業㈱ 
なかむら社労士事務所 
ファミリーモーター 
㈱エイセイ 
㈲はなふく 
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【１０．女 性 会】 
役  名 氏  名 事 業 所 名 
会 長 
副 会 長 

〃 

監   事 
〃 

直 前 会 長 
顧   問  
理   事 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

酒井 元子 
越智 澄江 
平林 明美 
伊藤かおり 
山本美智代 
竹内華奈子 
江上 瑞子 
尾形真奈美 
小川 彰子 
榊原 有子 
澤田 恵子 
鈴木 英華 
関  理恵 
久田真梨子 
平岡 美貴 
藤井 国子 
間瀬 桂子 

知多印刷㈱ 
㈱丸愛 
㈲共育舎 
㈱山本電気 
㈱伊藤商店 
スタジオ・ヨガの華㈱ 
㈲エガミ 
整膚リラクゼーションサロンすらんじゅ  
広告のコンパス 
リブ・ジョイ ワタフク 
㈱沢田工務店 
㈱カネマタ 
スマイルコア 
㈱陽山 
ひらおかステンドグラス工房 
森田木工㈱ 
久栄丸呉服店 

 
 
 
【１１．顧問・参与】 

役  名 氏  名 備    考 
顧  問 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

久世 孝宏 
内田 榮一 
榊原 卓三 
榊原 康弘 
筒井 保司 
小栗 利朗 

半 田 市 長 
元 会 頭 
元 会 頭 
前 会 頭 
元 副 会 頭 
元 副 会 頭 

 
 
３３．．選選挙挙及及びび選選任任  

【１．議  員】 
議員の任期が、令和 7 年 10 月 31 日にて満了となるため、次のように議員の選任を行った。 

  A．１号議員（定数 60 名） 

   選挙日時を令和 7 年 10 月 16 日と定め、10 月 2 日付で当所掲示板に告示したところ、立候補届

出締切日の 10 月 6 日までに定数と同数の 60 名より届出があったため、10 月 20 日、当所において

選挙会を開催し、全員を当選人と決定した。 

  B．２号議員（定数 35 名） 

   各部会において、それぞれ次のとおり選任した。 
    a サービス部会 
     令和 7 年 9 月 29 日に部会開催し、9 名を選任。 
       b 流通部会 

 

     令和 7 年 9 月 25 日に部会開催し、7 名を選任。 
       c 工業部会 
     令和 7 年 9 月 30 日に部会開催し、9 名を選任。 
       d 建設部会 
     令和 7 年 9 月 24 日に部会開催し、5 名を選任。 
       e 交通運輸港湾部会 
     令和 7 年 9 月 22 日に部会開催し、2 名を選任。 
       f 金融部会 
     令和 7 年 9 月 24 日に部会開催し、2 名を選任。 
       g 醸造部会 
     令和 7 年 9 月 25 日に部会開催し、1 名を選任。 

  C．３号議員（定数 15 名） 

   令和 7 年 9 月 10 日に常議員会を開催し、15 名を選任した。 
 
 

【２．役  員】 
令和 7 年 10 月 29 日開催の臨時議員総会にて、会頭 1 名、副会頭 4 名、専務理事 1 名、常議員 36 名、

監事 2 名をそれぞれ選任した。 
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     令和 7 年 9 月 25 日に部会開催し、7 名を選任。 
       c 工業部会 
     令和 7 年 9 月 30 日に部会開催し、9 名を選任。 
       d 建設部会 
     令和 7 年 9 月 24 日に部会開催し、5 名を選任。 
       e 交通運輸港湾部会 
     令和 7 年 9 月 22 日に部会開催し、2 名を選任。 
       f 金融部会 
     令和 7 年 9 月 24 日に部会開催し、2 名を選任。 
       g 醸造部会 
     令和 7 年 9 月 25 日に部会開催し、1 名を選任。 

  C．３号議員（定数 15 名） 

   令和 7 年 9 月 10 日に常議員会を開催し、15 名を選任した。 
 
 

【２．役  員】 
令和 7 年 10 月 29 日開催の臨時議員総会にて、会頭 1 名、副会頭 4 名、専務理事 1 名、常議員 36 名、

監事 2 名をそれぞれ選任した。 
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４４．．事事  務務  局局  

【１．事務局の構成（含 嘱託）】 

名   称 所掌事務の概要 職員数 

業  務  課 
定款及び諸規定、総会・常議員会、会員管理、 
特定商工業者管理、庶務、会計、文書、 
検定試験、証明、会館管理 

6 

福 祉 共 済 課 
生命共済、特定退職金共済、経営者年金共済、 
大型保障、終身医療、公害健康被害補償、 
労働保険事務組合、人間ドック、白雲 

7 

中小企業相談所 
小規模事業者経営相談・支援、中心市街地活性化、 
経営安定特別相談、記帳指導、 
青年部、女性会 

11 

【２．事務局職員（含 嘱託）】 

役  職  名 氏   名 
 専務理事・事務局 長 
 業  務  課 課 長 
    〃    係 長 

〃    課 員 
〃    課 員 
〃    嘱 託 
〃    嘱 託（知多半島観光圏協議会へ出向） 

福 祉 共 済 課 課 長 
〃    課 員 
〃    嘱 託 
〃    嘱 託 
〃    嘱 託（白   雲） 
〃    嘱 託（  〃  ） 
〃    嘱 託（  〃  ） 

中小企業相談所 所 長  主席経営指導員 
〃    係 長  主任経営指導員 
〃    参 与  主席経営指導員 
〃    所 員  経営指導員 
〃    所 員    〃 
〃    所 員  補 助 員 
〃    所 員    〃 
〃    所 員  記帳指導職員 
〃    嘱 託  記帳指導員 
〃    嘱 託    〃 
〃    嘱 託    〃 

小 柳  厚 
森  啓 貴 
榊 原 鉄 平 
大 島 菜 乃 
間瀬花夢 音 
佐 藤 由 香 
原  雅 弘 
中村真由 美 
藤 井 悠 美 
吉 村 涼 子 
菊 池 幸 世 
伊 藤 由 香 
上 田 信 子 
吉 田 英 子 
竹 内 圭 志 
中 満 信 宏 
中 村 稔 晴 

濱 島 千 尋 
井 島 直 亮 
加藤由香 恵 
伊 藤 七 海 
大 岩 咲 紀 
川 口 恭 子 
都 築 朱 見 
岩 橋 仁 美 

 
 

 

 

 

 

 

５５．．庶庶  務務  

【１．発着文書】 

 発信文書数 5,750 通 
 受信文書数 2,040 通 

【２．表彰・受章】 

 Ａ．半田商工会議所表彰規約にもとづく会頭表彰 

R7.9.10 会員事業所顕彰 優良事業所 2 社 

    〃 会員 050 年事業所 22 社 

    〃 創業 100 年事業所 2 社 

    〃 創業 050 年事業所 20 社 

 会員事業所優良従業員表彰 25 名 

 Ｂ．その他の表彰 

R7.7.6 第 17 回亀崎潮干祭・絵画コンテストに会頭賞授与 2 名 

8.28 第 8 回公募絵画に会頭賞授与 1 名 

10.26 第 78 回半田市美術展に会頭賞授与 6 名 

11.13 第 64 回衣浦菊花会に会頭賞授与 1 名 

11.15 第 78 回全知多珠算競技大会に会頭賞授与 61 名 

11.23 わたしのはんだ発見！風景絵画＆フォトコンテスト 1 名 
   

Ｃ．受  章 
  該当事項なし 
 
 
【３．慶弔】 
慶事   8 件 
弔事  16 件 
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４４．．事事  務務  局局  

【１．事務局の構成（含 嘱託）】 

名   称 所掌事務の概要 職員数 

業  務  課 
定款及び諸規定、総会・常議員会、会員管理、 
特定商工業者管理、庶務、会計、文書、 
検定試験、証明、会館管理 

6 

福 祉 共 済 課 
生命共済、特定退職金共済、経営者年金共済、 
大型保障、終身医療、公害健康被害補償、 
労働保険事務組合、人間ドック、白雲 

7 

中小企業相談所 
小規模事業者経営相談・支援、中心市街地活性化、 
経営安定特別相談、記帳指導、 
青年部、女性会 

11 

【２．事務局職員（含 嘱託）】 

役  職  名 氏   名 
 専務理事・事務局 長 
 業  務  課 課 長 
    〃    係 長 

〃    課 員 
〃    課 員 
〃    嘱 託 
〃    嘱 託（知多半島観光圏協議会へ出向） 

福 祉 共 済 課 課 長 
〃    課 員 
〃    嘱 託 
〃    嘱 託 
〃    嘱 託（白   雲） 
〃    嘱 託（  〃  ） 
〃    嘱 託（  〃  ） 

中小企業相談所 所 長  主席経営指導員 
〃    係 長  主任経営指導員 
〃    参 与  主席経営指導員 
〃    所 員  経営指導員 
〃    所 員    〃 
〃    所 員  補 助 員 
〃    所 員    〃 
〃    所 員  記帳指導職員 
〃    嘱 託  記帳指導員 
〃    嘱 託    〃 
〃    嘱 託    〃 

小 柳  厚 
森  啓 貴 
榊 原 鉄 平 
大 島 菜 乃 
間瀬花夢 音 
佐 藤 由 香 
原  雅 弘 
中村真由 美 
藤 井 悠 美 
吉 村 涼 子 
菊 池 幸 世 
伊 藤 由 香 
上 田 信 子 
吉 田 英 子 
竹 内 圭 志 
中 満 信 宏 
中 村 稔 晴 

濱 島 千 尋 
井 島 直 亮 
加藤由香 恵 
伊 藤 七 海 
大 岩 咲 紀 
川 口 恭 子 
都 築 朱 見 
岩 橋 仁 美 

 
 

 

 

 

 

 

５５．．庶庶  務務  

【１．発着文書】 

 発信文書数 5,750 通 
 受信文書数 2,040 通 

【２．表彰・受章】 

 Ａ．半田商工会議所表彰規約にもとづく会頭表彰 

R7.9.10 会員事業所顕彰 優良事業所 2 社 

    〃 会員 050 年事業所 22 社 

    〃 創業 100 年事業所 2 社 

    〃 創業 050 年事業所 20 社 

 会員事業所優良従業員表彰 25 名 

 Ｂ．その他の表彰 

R7.7.6 第 17 回亀崎潮干祭・絵画コンテストに会頭賞授与 2 名 

8.28 第 8 回公募絵画に会頭賞授与 1 名 

10.26 第 78 回半田市美術展に会頭賞授与 6 名 

11.13 第 64 回衣浦菊花会に会頭賞授与 1 名 

11.15 第 78 回全知多珠算競技大会に会頭賞授与 61 名 

11.23 わたしのはんだ発見！風景絵画＆フォトコンテスト 1 名 
   

Ｃ．受  章 
  該当事項なし 
 
 
【３．慶弔】 
慶事   8 件 
弔事  16 件 
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６６．．会会  議議  

【１．議員総会】 
日時、場所 出席者数 議  題 

令和 7年 05月 28日（水） 
16：00～ 

半田商工会議所大会議室 

92名 
委任状提出者 

23名含む 

（審議事項） 
1. 令和 6年度事業報告について 
2. 令和 6年度収支決算について 
3. 定款の一部改正について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 議員の選挙及び選任に関する規約の一部改正について 
3. 臨時議員総会の開催について 
4. 会員の入退会について  
5. 部会・委員会活動について  
6. 半田市中心市街地活性化協議会について 
7. 経営発達支援計画について 
8. 令和6年度青年部事業報告並びに収支決算について  
9. 令和6年度女性会事業報告並びに収支決算について 
10. その他 
・日本商工会議所表彰伝達 
（ 説明） 
・『ジョブ産雇』について 

令和 7年 10月 29日（水） 
12：00～ 

半田商工会議所大会議室 

101名 
委任状提出者 

23名含む 

（審議事項） 
1. 会頭の選任について 
2. 副会頭の選任について 
3. 専務理事の選任について 
4. 常議員の選任について 
5. 監事の選任について 
6. 委員会規約の一部改正について 
（報告事項） 
1. 顧問・参与の委嘱について 
2. 委員会の正副委員長について 
3. 退職金共済審査会委員について 
4. 会員の入退会について  
5. 『未来ビジョン研究チーム』設置について  
6. 委員会配属希望に関する調査について 
7. 正副会頭・正副委員長会議について 
8. 新春議員懇談会・新春賀詞交歓会について 
9. その他 

令和 8年 03月 27日（金） 
12：00～ 

半田商工会議所大会議室 

91名 
委任状提出者 

30名含む 

（審議事項） 
1. 令和 8年度 事業計画について 
2. 令和 8年度 収支予算について 
3. 就業規則の一部改正について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 会員の入退会について 
3. 未来ビジョン研究チーム活動報告について 
4. 令和 8年度青年部活動について 
5. 令和 8年度女性会活動について 
6. はんだなごみ（和）サポートについて 
7. 知多地域就職情報センター「チタジョブ」について  
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６６．．会会  議議  

【１．議員総会】 
日時、場所 出席者数 議  題 

令和 7年 05月 28日（水） 
16：00～ 

半田商工会議所大会議室 

92名 
委任状提出者 

23名含む 

（審議事項） 
1. 令和 6年度事業報告について 
2. 令和 6年度収支決算について 
3. 定款の一部改正について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 議員の選挙及び選任に関する規約の一部改正について 
3. 臨時議員総会の開催について 
4. 会員の入退会について  
5. 部会・委員会活動について  
6. 半田市中心市街地活性化協議会について 
7. 経営発達支援計画について 
8. 令和6年度青年部事業報告並びに収支決算について  
9. 令和6年度女性会事業報告並びに収支決算について 
10. その他 
・日本商工会議所表彰伝達 
（ 説明） 
・『ジョブ産雇』について 

令和 7年 10月 29日（水） 
12：00～ 

半田商工会議所大会議室 

101名 
委任状提出者 

23名含む 

（審議事項） 
1. 会頭の選任について 
2. 副会頭の選任について 
3. 専務理事の選任について 
4. 常議員の選任について 
5. 監事の選任について 
6. 委員会規約の一部改正について 
（報告事項） 
1. 顧問・参与の委嘱について 
2. 委員会の正副委員長について 
3. 退職金共済審査会委員について 
4. 会員の入退会について  
5. 『未来ビジョン研究チーム』設置について  
6. 委員会配属希望に関する調査について 
7. 正副会頭・正副委員長会議について 
8. 新春議員懇談会・新春賀詞交歓会について 
9. その他 

令和 8年 03月 27日（金） 
12：00～ 

半田商工会議所大会議室 

91名 
委任状提出者 

30名含む 

（審議事項） 
1. 令和 8年度 事業計画について 
2. 令和 8年度 収支予算について 
3. 就業規則の一部改正について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 会員の入退会について 
3. 未来ビジョン研究チーム活動報告について 
4. 令和 8年度青年部活動について 
5. 令和 8年度女性会活動について 
6. はんだなごみ（和）サポートについて 
7. 知多地域就職情報センター「チタジョブ」について  

 

8. 創業関連融資利子補給制度について 
9. 令和 8年度商業施設助成事業について 
10. あおぞら共済加入促進キャンペーンについて 
11. 半田市中心市街地活性化について  
12. JR 半田駅周辺に関する企業アンケート集計結果
について 

13. 第 3次半田市産業・観光振興計画改訂について 
14. 半田市石塚地区工業用地について  
15. 半田市プレミアムデジタル商品券事業について 
16. 日本商工会議所 2026年度事業計画概要について 
17. その他 

 
 
【２．常議員会】 

日時、場所 出席者数 議  題 
令和 7年 05月 14日（水） 

12：00～ 
半田商工会議所大会議室 

30名 （審議事項） 
1. 令和 6年度事業報告について 
2. 令和 6年度収支決算について 
3. 定款の一部改正について 
4. 選挙及び選任に関する規約の一部改正について 
5. 臨時議員総会の開催について 
6. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 部会・委員会活動について 
3. その他 

令和 7年 7月 30日（水） 
15：00～ 

半田商工会議所大会議室 

25名 （審議事項） 
1. 会員の入退会について 
2. 会場使用規約の一部改正について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者について 
2. 令和 7年度会員及び 
会員事業所優良従業員表彰被表彰者について 

3. はんだオープンファクトリーについて 
4. 部会・委員会事業について 
5. その他 

令和 7年 9月 10日（水） 
12：00～ 

半田商工会議所大会議室 
 

28名 （審議事項） 
1. 3号議員（15名）の選任について 
2. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 部会・委員会活動について 
3. 令和 7年度青年部事業進捗状況について 
4. 令和 7年度女性会事業進捗状況について 
5. 中心市街地活性化について 
6. 令和 7年度会員及び 
会員事業所優良従業員表彰式について 

7. その他 
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令和 7年 10月 29日（水） 
11：00～ 

半田商工会議所研修室 1 
 

37名 （審議事項） 
1. 役員の選任について 
2. 顧問・参与の委嘱について 
3. 委員会規約の一部改正について 
4. 委員会の正副委員長について 
5. 退職金共済審査会委員について 
6. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 『未来ビジョン研究チーム』設置について 
2. 委員会配属希望に関する調査について 
3. 次回常議員会について 
4. 正副会頭・正副委員長会議について 
5. 新春議員懇談会・新春賀詞交歓会について 
6. その他 

令和 7年 11月 26日（水） 
12：00～ 

半田商工会議所大会議室 
 

26名 （審議事項） 
1. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 令和 7年度上半期の事業進捗・収支状況について 
2. 常設委員会委員委嘱について 
3. 未来ビジョン研究チームについて 
4. 新春議員懇談会・新春賀詞交歓会について 
5. はんだオープンファクトリーについて 
6. 中心市街地活性化について 
7. 各種要望活動について 
8. 2026（令和 8）年度年間主要行事予定について 
9. その他 

令和 8年 03月 17日（火） 
14：00～ 

半田商工会議所大会議室 

25名 （審議事項） 
1. 令和 8年度 事業計画について 
2. 令和 8年度 収支予算について 
3. 就業規則の一部改正について 
4. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 未来ビジョン研究チーム活動報告について 
3. 半田市中心市街地活性化について  
4. あおぞら共済加入促進キャンペーンについて 
5. はんだなごみ（和）サポートについて 
6. 第 3次半田市産業・観光振興計画の改訂について 
7. JR 半田駅周辺に関する企業アンケート集計結果
について 

8. 半田市プレミアムデジタル商品券事業について 
9. その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【３．監事会】 
日時、場所 出席者数 監査事項 

令和 7年 05月 9日（金） 
13：30～ 

半田商工会議所相談室 1 

2名 1. 令和 6年度事業報告について 
2. 令和 6年度収支決算について 
3. 監査報告について 
4. 今後の会議日程について 

令和 7年 10月 20日（月） 
      13：30～ 

半田商工会議所相談室 1 

2名 1. 令和 7年度上半期事業進捗状況について 
2. 役員議員改選について 
3. 今後の会議日程について 
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令和 7年 10月 29日（水） 
11：00～ 

半田商工会議所研修室 1 
 

37名 （審議事項） 
1. 役員の選任について 
2. 顧問・参与の委嘱について 
3. 委員会規約の一部改正について 
4. 委員会の正副委員長について 
5. 退職金共済審査会委員について 
6. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 『未来ビジョン研究チーム』設置について 
2. 委員会配属希望に関する調査について 
3. 次回常議員会について 
4. 正副会頭・正副委員長会議について 
5. 新春議員懇談会・新春賀詞交歓会について 
6. その他 

令和 7年 11月 26日（水） 
12：00～ 

半田商工会議所大会議室 
 

26名 （審議事項） 
1. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 令和 7年度上半期の事業進捗・収支状況について 
2. 常設委員会委員委嘱について 
3. 未来ビジョン研究チームについて 
4. 新春議員懇談会・新春賀詞交歓会について 
5. はんだオープンファクトリーについて 
6. 中心市街地活性化について 
7. 各種要望活動について 
8. 2026（令和 8）年度年間主要行事予定について 
9. その他 

令和 8年 03月 17日（火） 
14：00～ 

半田商工会議所大会議室 

25名 （審議事項） 
1. 令和 8年度 事業計画について 
2. 令和 8年度 収支予算について 
3. 就業規則の一部改正について 
4. 会員の入退会について 
（報告事項） 
1. 議員職務執行者の変更について 
2. 未来ビジョン研究チーム活動報告について 
3. 半田市中心市街地活性化について  
4. あおぞら共済加入促進キャンペーンについて 
5. はんだなごみ（和）サポートについて 
6. 第 3次半田市産業・観光振興計画の改訂について 
7. JR 半田駅周辺に関する企業アンケート集計結果
について 

8. 半田市プレミアムデジタル商品券事業について 
9. その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【３．監事会】 
日時、場所 出席者数 監査事項 

令和 7年 05月 9日（金） 
13：30～ 

半田商工会議所相談室 1 

2名 1. 令和 6年度事業報告について 
2. 令和 6年度収支決算について 
3. 監査報告について 
4. 今後の会議日程について 

令和 7年 10月 20日（月） 
      13：30～ 

半田商工会議所相談室 1 

2名 1. 令和 7年度上半期事業進捗状況について 
2. 役員議員改選について 
3. 今後の会議日程について 
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【４．部  会】 

＜サービス部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 4月 16日（水） 7名 ・令和 7年度部会事業について 

2025食談はんだ 
with Chita-Shu 

第ニ弾 
「古扇樓」 

日 時  5月 15日（木） 
場 所  古扇樓 
参加者  15名 
内 容  知多半島で造られているお酒のご紹介と説明 

半田の歴史・文化についての講話（講師：城平 直人 氏） 
第 2回 
運営委員会 令和 5年 6月 11日（水） 9名 ・異業種交流会について 

2025食談はんだ 
with Chita-Shu 

第三弾 
「うな東青山店」 

日 時  7月 1日（火） 
場 所  うな東青山店 
参加者  20名 
内 容  知多半島で造られているお酒のご紹介と説明 

半田の歴史・文化についての講話（講師：東浦 優至 氏） 
第 3回 
運営委員会 和 7月 28日（月） 7名 ・異業種交流会について 

・セミナーの実施について 
第 4回 
運営委員会 和 8月 26日（火） 8名 ・異業種交流会について 

・セミナーの実施について 

異業種交流会 

日 時  9月 3日（水） 
場 所  半田商工会議所 3階 大会議室 
参加者  36名 
内 容  第一部 対談・ワーク 

パネリスト 
伊東㈱、㈱亀崎 KAMOS 伊東優氏 
㈱ぴよログ 榊原洋平氏 

聞き手・進行役 
言葉工房トム 田代涼子氏 

第二部 交流会 

2025食談はんだ 
with Chita-Shu 

第四弾 
「うさぎ屋」 

日 時  9月 11日（木） 
場 所  うさぎ屋 
参加者  18名 
内 容  知多半島で造られているお酒のご紹介と説明 

半田の歴史・文化についての講話（講師：榊原 富太郎氏） 

部会総会 9月 29日（月） 26名 
・2号議員の選出について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選出について 

特別講演会 9月 29日（月） 29名 

テーマ：地域資産を価値に変える－半田の歴

史・文化を活かした未来戦略 
講師：小栗宏次氏（愛知県立大学 教授、同文
化財調査活用総合研究所 所長） 

場所 半田商工会議所 他 
 
 
 

 

＜サービス部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 8年 1月 28日（水） 7名 ・令和 8年度部会事業について 

第 2回 
運営委員会    2月 17日（水） 9名 ・令和 8年度部会事業について 

半田市6次産業化
農業者支援プロ

ジェクト「〇〇と

語り合う会」との

連携 

日 時  3月 16日（月） 
場 所  半田市創造連携実践センターコココリン 
参加者  飲食事業者 5名 
内 容  意外に遠い農×食〜半田をどのように元気にするか〜 

場所 半田商工会議所 他 
 

  ＜流通部会＞（～令和 7年 10月 31日）） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 4月 24日（水） 9名 ・令和 7年度事業について 

・部会総会について 

第 2回 
運営委員会 6月 03日（木） 9名 

・赤レンガ事業について 
・セミナーについて 
・総会研修について 

第 3回 
運営委員会 7月 01日（金） 8名 

・赤レンガ事業について 
・SNSセミナーについて 
・部会総会について 

第 4回 
運営委員会 8月 04日（月） 11名 

・Instagramセミナーについて 
・赤レンガ事業について 
・部会総会について 

第 5回 
運営委員会 9月 11日（木） 9名 

・Instagramセミナーについて 
・赤レンガ事業について 
・部会総会について 

部会総会 9月 25日（木） 22名 
・2号議員の選出について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選出について 

特別講演会 9月 25日（木） 32名 

テーマ：「逆境をチャンスに変える！地域密着型

経営のすすめ～規模や資金に頼らない、地元資産

の活用と発想の転換～」 
講師：小林龍二 氏（竹島水族館 館長） 

研修事業 10月 06日（火） 22名 
テーマ：「生成 AIを活用！時短でできるインスタ
投稿」 
講師：熊崎恵理 氏（（特非）ママママルシェ代表） 

第 6回 
運営委員会       10月 15日（水） 10名 

・部会総会ならびに特別講演会開催報） 
・Instagramセミナー開催報告 
・赤レンガ事業について 

場所 半田商工会議所 他 
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【４．部  会】 

＜サービス部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 4月 16日（水） 7名 ・令和 7年度部会事業について 

2025食談はんだ 
with Chita-Shu 

第ニ弾 
「古扇樓」 

日 時  5月 15日（木） 
場 所  古扇樓 
参加者  15名 
内 容  知多半島で造られているお酒のご紹介と説明 

半田の歴史・文化についての講話（講師：城平 直人 氏） 
第 2回 
運営委員会 令和 5年 6月 11日（水） 9名 ・異業種交流会について 

2025食談はんだ 
with Chita-Shu 

第三弾 
「うな東青山店」 

日 時  7月 1日（火） 
場 所  うな東青山店 
参加者  20名 
内 容  知多半島で造られているお酒のご紹介と説明 

半田の歴史・文化についての講話（講師：東浦 優至 氏） 
第 3回 
運営委員会 和 7月 28日（月） 7名 ・異業種交流会について 

・セミナーの実施について 
第 4回 
運営委員会 和 8月 26日（火） 8名 ・異業種交流会について 

・セミナーの実施について 

異業種交流会 

日 時  9月 3日（水） 
場 所  半田商工会議所 3階 大会議室 
参加者  36名 
内 容  第一部 対談・ワーク 

パネリスト 
伊東㈱、㈱亀崎 KAMOS 伊東優氏 
㈱ぴよログ 榊原洋平氏 

聞き手・進行役 
言葉工房トム 田代涼子氏 

第二部 交流会 

2025食談はんだ 
with Chita-Shu 

第四弾 
「うさぎ屋」 

日 時  9月 11日（木） 
場 所  うさぎ屋 
参加者  18名 
内 容  知多半島で造られているお酒のご紹介と説明 

半田の歴史・文化についての講話（講師：榊原 富太郎氏） 

部会総会 9月 29日（月） 26名 
・2号議員の選出について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選出について 

特別講演会 9月 29日（月） 29名 

テーマ：地域資産を価値に変える－半田の歴

史・文化を活かした未来戦略 
講師：小栗宏次氏（愛知県立大学 教授、同文
化財調査活用総合研究所 所長） 

場所 半田商工会議所 他 
 
 
 

 

＜サービス部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 8年 1月 28日（水） 7名 ・令和 8年度部会事業について 

第 2回 
運営委員会    2月 17日（水） 9名 ・令和 8年度部会事業について 

半田市6次産業化
農業者支援プロ

ジェクト「〇〇と

語り合う会」との

連携 

日 時  3月 16日（月） 
場 所  半田市創造連携実践センターコココリン 
参加者  飲食事業者 5名 
内 容  意外に遠い農×食〜半田をどのように元気にするか〜 

場所 半田商工会議所 他 
 

  ＜流通部会＞（～令和 7年 10月 31日）） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 4月 24日（水） 9名 ・令和 7年度事業について 

・部会総会について 

第 2回 
運営委員会 6月 03日（木） 9名 

・赤レンガ事業について 
・セミナーについて 
・総会研修について 

第 3回 
運営委員会 7月 01日（金） 8名 

・赤レンガ事業について 
・SNSセミナーについて 
・部会総会について 

第 4回 
運営委員会 8月 04日（月） 11名 

・Instagramセミナーについて 
・赤レンガ事業について 
・部会総会について 

第 5回 
運営委員会 9月 11日（木） 9名 

・Instagramセミナーについて 
・赤レンガ事業について 
・部会総会について 

部会総会 9月 25日（木） 22名 
・2号議員の選出について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選出について 

特別講演会 9月 25日（木） 32名 

テーマ：「逆境をチャンスに変える！地域密着型

経営のすすめ～規模や資金に頼らない、地元資産

の活用と発想の転換～」 
講師：小林龍二 氏（竹島水族館 館長） 

研修事業 10月 06日（火） 22名 
テーマ：「生成 AIを活用！時短でできるインスタ
投稿」 
講師：熊崎恵理 氏（（特非）ママママルシェ代表） 

第 6回 
運営委員会       10月 15日（水） 10名 

・部会総会ならびに特別講演会開催報） 
・Instagramセミナー開催報告 
・赤レンガ事業について 

場所 半田商工会議所 他 
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＜流通部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 11月 05日（月） 9名 ・赤レンガ事業について 

第 2回 
運営委員会 12月 02日（水） 8名 ・半田商工会議所 組織について 

・赤レンガ事業について 

第 3回 
運営委員会 令和 8年 01月 16日（火） 10名 ・赤レンガ事業について 

・令和 8年度事業について 

赤レンガ事業 
「HANDA 
NOBEL」 

日時：2月 7日（土）・8日（日）両日ともに、10：00～16：00 
場所：半田赤レンガ建物 
内容：チャレンジマーケット、ワークショップ 
出店者向け勉強会：1月 9日（金）講師：稲波伸之（半田赤レンガ建物 館長） 
出店事業所数：19事業所（14ブース） 
出店事業所：㈲エガミ・㈲紀伊国屋本店・ギャラリーイリマル・㈱クエスト 
シルバーアクセサリーLINE ARROW・すらんじゅ・知多印刷㈱ 
㈱デザインセンターオワリヤ・テラカドコーヒー半田店・なごみ（基金）ブース 
（糸のたくみ・cafuu-nail・nail salon bright・ままのて）・花の長文 
㈱マツイシ楽器店・(名)丸初製菓本舗・㈲丸山石材店・和綴じ堂（㈲磯貝製本所） 
和風 sweetsきなこ 

第 4回 
運営委員会 02月 20日（月） 10名 ・赤レンガ事業について 

・令和 8年度事業について 

HANDA 
NOBEL報告会 02月 20日（月） 23名 ・出店者と運営委員による意見交換会 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜工業部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 5月 30日（金） 11名 ・ 令和 7年度部会事業について 

・ 繊維分科会事業について 
第 2回 
運営委員会 令和 5年 7月 8日（火） 13名 ・ 令和 7年度部会事業について 

・ 繊維分科会事業について 

視察会 

日時  7月 18日（金） 
場所  Aichi Sky Expo愛知県国際展示場 
参加者 5名 
内容  自動車技術をはじめとしたブース見学 
場所  ㈱テルミック 常滑営業所 
参加者 7名 
内容  同社が推進する DX化の取組みを中心に視察 

子どもたちを 

対象とした  

地域貢献活動 

ハンディファンとモーターカーを作ろう 
日時  8月 23日（土） 
場所  半田市福祉文化会館 
参加者 市内小学生 20名 

第 3回 
運営委員会 令和 5年 08月 26日（火） 13名 

・ 令和 7年度部会事業について 
・繊維分科会事業について 
・部会総会について 

 

部会総会     9月 29日（月）  20名 
・2号議員の選出について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選出について 

特別講演会   9月 29日（月） 20名 

テーマ：「電子技術を応用した社会課題の解決

と安心・安全への取り組み」 
講師：加藤 学 氏 
（加藤電機㈱・代表取締役社長） 

オープン 
ファクトリー 

はんだオープンファクトリー2025 
日時  10月 17日（金）・18日（土） 
場所  半田市内・近郊事業所 42ケ所 
参加者 延 4,552名 
事業報告会・交流会 
日時  12月 10日（水） 
場所  半田赤レンガ建物  
参加者 54名（事業報告会）、42名（交流会） 
 
交流工場見学会 
第 1回 
日時  10月 3日（金） 
場所  筒井工業㈱ 
第 2回 
日時  11月 27日（木） 
場所  半田中央印刷㈱ 
第 3回 
日時  令和 8年 2月 19日（木） 
場所  ㈱鶴弥 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜工業部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

展示会 

メッセナゴヤ 2025 
リアル展示    
日時  11月 5日（水）～11月 7日（金） 
場所  ポートメッセなごや 
オンライン展示  
日時  10月 27日（月）～11月 28日（金） 
出展者 3社 

視察会 

メッセナゴヤ 2025 
日時  11月 7日（金） 
場所  ポートメッセなごや 
参加者 3名 

正副部会長会議 令和 8年 1月 09日（金） 5名 ・会議等運営について 
・令和 8年度事業計画について 

第 1回 
運営委員会 令和 5年 1月 16日（金） 13名 ・令和 7年度事業報告について 

・令和 8年度事業計画について 
第 2回 
運営委員会 令和 6年 3月 23日（月） 14名 ・令和 8年度事業計画について 

場所 半田商工会議所 他 
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＜流通部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 11月 05日（月） 9名 ・赤レンガ事業について 

第 2回 
運営委員会 12月 02日（水） 8名 ・半田商工会議所 組織について 

・赤レンガ事業について 

第 3回 
運営委員会 令和 8年 01月 16日（火） 10名 ・赤レンガ事業について 

・令和 8年度事業について 

赤レンガ事業 
「HANDA 
NOBEL」 

日時：2月 7日（土）・8日（日）両日ともに、10：00～16：00 
場所：半田赤レンガ建物 
内容：チャレンジマーケット、ワークショップ 
出店者向け勉強会：1月 9日（金）講師：稲波伸之（半田赤レンガ建物 館長） 
出店事業所数：19事業所（14ブース） 
出店事業所：㈲エガミ・㈲紀伊国屋本店・ギャラリーイリマル・㈱クエスト 
シルバーアクセサリーLINE ARROW・すらんじゅ・知多印刷㈱ 
㈱デザインセンターオワリヤ・テラカドコーヒー半田店・なごみ（基金）ブース 
（糸のたくみ・cafuu-nail・nail salon bright・ままのて）・花の長文 
㈱マツイシ楽器店・(名)丸初製菓本舗・㈲丸山石材店・和綴じ堂（㈲磯貝製本所） 
和風 sweetsきなこ 

第 4回 
運営委員会 02月 20日（月） 10名 ・赤レンガ事業について 

・令和 8年度事業について 

HANDA 
NOBEL報告会 02月 20日（月） 23名 ・出店者と運営委員による意見交換会 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜工業部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 5月 30日（金） 11名 ・ 令和 7年度部会事業について 

・ 繊維分科会事業について 
第 2回 
運営委員会 令和 5年 7月 8日（火） 13名 ・ 令和 7年度部会事業について 

・ 繊維分科会事業について 

視察会 

日時  7月 18日（金） 
場所  Aichi Sky Expo愛知県国際展示場 
参加者 5名 
内容  自動車技術をはじめとしたブース見学 
場所  ㈱テルミック 常滑営業所 
参加者 7名 
内容  同社が推進する DX化の取組みを中心に視察 

子どもたちを 

対象とした  

地域貢献活動 

ハンディファンとモーターカーを作ろう 
日時  8月 23日（土） 
場所  半田市福祉文化会館 
参加者 市内小学生 20名 

第 3回 
運営委員会 令和 5年 08月 26日（火） 13名 

・ 令和 7年度部会事業について 
・繊維分科会事業について 
・部会総会について 

 

部会総会     9月 29日（月）  20名 
・2号議員の選出について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選出について 

特別講演会   9月 29日（月） 20名 

テーマ：「電子技術を応用した社会課題の解決

と安心・安全への取り組み」 
講師：加藤 学 氏 
（加藤電機㈱・代表取締役社長） 

オープン 
ファクトリー 

はんだオープンファクトリー2025 
日時  10月 17日（金）・18日（土） 
場所  半田市内・近郊事業所 42ケ所 
参加者 延 4,552名 
事業報告会・交流会 
日時  12月 10日（水） 
場所  半田赤レンガ建物  
参加者 54名（事業報告会）、42名（交流会） 
 
交流工場見学会 
第 1回 
日時  10月 3日（金） 
場所  筒井工業㈱ 
第 2回 
日時  11月 27日（木） 
場所  半田中央印刷㈱ 
第 3回 
日時  令和 8年 2月 19日（木） 
場所  ㈱鶴弥 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜工業部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

展示会 

メッセナゴヤ 2025 
リアル展示    
日時  11月 5日（水）～11月 7日（金） 
場所  ポートメッセなごや 
オンライン展示  
日時  10月 27日（月）～11月 28日（金） 
出展者 3社 

視察会 

メッセナゴヤ 2025 
日時  11月 7日（金） 
場所  ポートメッセなごや 
参加者 3名 

正副部会長会議 令和 8年 1月 09日（金） 5名 ・会議等運営について 
・令和 8年度事業計画について 

第 1回 
運営委員会 令和 5年 1月 16日（金） 13名 ・令和 7年度事業報告について 

・令和 8年度事業計画について 
第 2回 
運営委員会 令和 6年 3月 23日（月） 14名 ・令和 8年度事業計画について 

場所 半田商工会議所 他 
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＜工業部会・繊維分科会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 05月 7日（水） 3名 ・令和 7年度分科会事業について 

第 2回 
運営委員会 7月 17日（木） 3名 ・令和 7年度分科会事業について 

贈呈式 令和 5年 08月 2日（土） 50名 ・ゆかた・甚平贈呈式 

場所 半田商工会議所 他 

 

＜工業部会・繊維分科会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

視察 令和 5年 12月 5日（金） 18名 ・「三重」の繊維産業視察 
・御絲織物㈱視察 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜建設部会＞（～令和 7年 10月 31日）  
会議名 月日 出席者 主な議題 

視察見学会 

日時：令和 7年 4月 15日（火）8：00～20：30 
場所：大阪・関西万博会場 
内容：160超の最新技術や文化が結集した海外パビリオンを始めとした施設見学 
参加者：19名 

第 9回 
運営委員会 5月 22日（木） 9名 

・部会員交流会について 
・次期運営委員体制について 
・部会総会時同時実施事業について 

第 10回 
運営委員会 7月 14日（月） 9名 

・部会員交流会について 
・日本福祉大学からの施設見学提案について 
・次期運営委員体制について 
・部会総会時同時実施事業について 

第 11回 
運営委員会 9月 05日（金） 11名 

・部会員交流会について 
・次期運営委員体制について 
・部会総会時同時実施事業について 

部会員交流会 

日時：令和 7年 9月 5日（金）18：00～20：00 
場所：半田市赤レンガ建物 
内容：部会総会案内等を行った後、カブトビール飲み比べを楽しみながら懇談 
参加者：43名 

部会総会 9月 24日（水） 16名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

 

セミナー 

日時：令和 7年 9月 24日（水）14：00～15：30 
場所：半田市商工会議所 
テーマ：～中小・小規模事業者の働き方を変える～簡単生成 AI活用セミナー 
参加者：24名 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜建設部会＞（令和 7年 11月 1日～）  
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 8年 3月 03日（火） 14名 ・先期 3年間の部会活動振り返り 

・令和 8年度以降の部会活動計画について 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜交通運輸港湾部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 4月 16日（水） 8名 ・令和 7年度事業について 

・部会総会について 

部会総会 令和 6年 9月 22日（月） 14名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

場所 半田商工会議所  
 

＜交通運輸港湾部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

正副部会長会議 令和 8年 1月 7日（水） 5名 ・会議等運営について 
・令和 8年度事業計画について 

第 2回 
運営委員会 令和 6年 1月 21日（水）  8名 ・任期 3か年の計画について 

・令和 8年度事業について 

場所 半田商工会議所  
 
 

＜金融部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回 
運営委員会 令和 5年 5月 9日（金） 9名 ・令和 6年度金融部会講演会事業報告 

・令和 7年度部会事業について 

第 2回 
運営委員会 令和 5年 6月 23日（月） 8名 

・子どもたちを対象とした地域貢献活動について 
・金融勉強会について 
・部会員交流会について 
・部会講演会について 
・部会総会について 
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＜工業部会・繊維分科会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 05月 7日（水） 3名 ・令和 7年度分科会事業について 

第 2回 
運営委員会 7月 17日（木） 3名 ・令和 7年度分科会事業について 

贈呈式 令和 5年 08月 2日（土） 50名 ・ゆかた・甚平贈呈式 

場所 半田商工会議所 他 

 

＜工業部会・繊維分科会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

視察 令和 5年 12月 5日（金） 18名 ・「三重」の繊維産業視察 
・御絲織物㈱視察 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜建設部会＞（～令和 7年 10月 31日）  
会議名 月日 出席者 主な議題 

視察見学会 

日時：令和 7年 4月 15日（火）8：00～20：30 
場所：大阪・関西万博会場 
内容：160超の最新技術や文化が結集した海外パビリオンを始めとした施設見学 
参加者：19名 

第 9回 
運営委員会 5月 22日（木） 9名 

・部会員交流会について 
・次期運営委員体制について 
・部会総会時同時実施事業について 

第 10回 
運営委員会 7月 14日（月） 9名 

・部会員交流会について 
・日本福祉大学からの施設見学提案について 
・次期運営委員体制について 
・部会総会時同時実施事業について 

第 11回 
運営委員会 9月 05日（金） 11名 

・部会員交流会について 
・次期運営委員体制について 
・部会総会時同時実施事業について 

部会員交流会 

日時：令和 7年 9月 5日（金）18：00～20：00 
場所：半田市赤レンガ建物 
内容：部会総会案内等を行った後、カブトビール飲み比べを楽しみながら懇談 
参加者：43名 

部会総会 9月 24日（水） 16名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

 

セミナー 

日時：令和 7年 9月 24日（水）14：00～15：30 
場所：半田市商工会議所 
テーマ：～中小・小規模事業者の働き方を変える～簡単生成 AI活用セミナー 
参加者：24名 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜建設部会＞（令和 7年 11月 1日～）  
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 8年 3月 03日（火） 14名 ・先期 3年間の部会活動振り返り 

・令和 8年度以降の部会活動計画について 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜交通運輸港湾部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 
第 1回 
運営委員会 令和 7年 4月 16日（水） 8名 ・令和 7年度事業について 

・部会総会について 

部会総会 令和 6年 9月 22日（月） 14名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

場所 半田商工会議所  
 

＜交通運輸港湾部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

正副部会長会議 令和 8年 1月 7日（水） 5名 ・会議等運営について 
・令和 8年度事業計画について 

第 2回 
運営委員会 令和 6年 1月 21日（水）  8名 ・任期 3か年の計画について 

・令和 8年度事業について 

場所 半田商工会議所  
 
 

＜金融部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回 
運営委員会 令和 5年 5月 9日（金） 9名 ・令和 6年度金融部会講演会事業報告 

・令和 7年度部会事業について 

第 2回 
運営委員会 令和 5年 6月 23日（月） 8名 

・子どもたちを対象とした地域貢献活動について 
・金融勉強会について 
・部会員交流会について 
・部会講演会について 
・部会総会について 



－ 58 －
 

子どもたちを 
中心とした 
地域貢献活動 

日 時：令和 7年 8月 2日(土)  
場 所：半田商工会議所大会議室 
内 容：第 14回キッズ応援団サマースクール 
    ～オリジナルティシュボックス制作体験＆金融教室～ 
共 催：知多信用金庫 
参加者：50名 

第 3回 
運営委員会 令和 5年 9月 01日（月） 8名 

・子どもたちを対象とした地域貢献活動報告 
・金融部会総会について 
・金融勉強会について 
・部会員交流会について 
・部会講演会について 

部会総会 9月 24日（水） 11名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

勉強会 

日時：令和 7年 9月 24日（水） 
場所：半田商工会議所研修室 3 
テーマ：「NISA 」を活用して賢く資産形成 ～「お金を守る」ポイント～ 

講師：市瀬佳代氏 東海東京証券㈱職域支援部 

受講者：20名 

部会員交流会 

日時：令和 7年 10月 24日(金) 
場所：farm@Clacity 
内 容：交流・情報交換会 
参加者：35名 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜金融部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回 
運営委員会 令和 8年 1月 20日（火） 9名 

・金融部会総会報告 
・金融勉強会報告 
・部会員交流会報告 
・部会講演会について 
・令和 8年度部会事業について 

部会講演会 

テーマ：「地域経済の今 ～少子化対策と企業支援から考える地域活性化策～」 
講師：崔 真淑氏 エコノミスト 
日時：令和 8年 1月 22日（木） 
場所：知多信用金庫ほしざきホール   
参加者：70名 

第 2回 
運営委員会 令和 8年 3月 9日（月） 8名 

・金融部会総会報告 
・正副会頭・正副部会長会議報告 
・令和 8年度部会事業について 

場所 半田商工会議所 他 
 
 
 
 
 
 

 

＜醸造部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

正副部会長会議     05月 8日（水） 1名 ・ 部会総会の開催について 
・ 令和 7年度部会事業について 

第 1回 
運営委員会     06月 9日（月） 9名 

・ 令和 7年度部会事業計画について 
・  令和 7年度部会総会について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

正副部会長会議     07月 2日（水） 2名 ・ 部会総会の開催について 
・  令和 7年度部会事業について 

第 2回 
運営委員会     07月 11日（金） 8名 

・  令和 7年度部会事業活動計画について 
・ 独立行政法人国際協力機構（JICA）中部セ
ンター企業連携課より情報提供 

・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

第 3回 
運営委員会     08月 7日（木） 8名 

・ 令和 7年度部会事業活動計画について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

部会総会    9月 25日（木） 12名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

第 4回 
運営委員会 10月 21日（火） 8名 

・ 令和 7年度部会事業活動計画について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

場所 半田商工会議所  
 
 

＜醸造部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

正副部会長会議 令和 7年 11月 26日（水） 2名 

・ 醸造部会の体制について 
・ 醸造部会三か年計画について 
・ 令和 7年度部会事業について 
・ 知多半島全域に向けた取り組みについて
（醸造コンセプト） 

第 1回 
運営委員会     12月 01日（火） 10名 

・  醸造部会三か年計画について 
・  令和 7年度事業について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

正副部会長会議 令和 8年 1月 23日（金） 2名 
・  醸造部会三か年計画について 
・  令和 8年度部会事業について 
・  有料出店事業・発酵マルシェについて 

第 2回 
運営委員会     01月 30日（金） 7名 

・ 醸造部会三か年計画について 
・ 令和 8年度事業について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

正副部会長会議     03月 16日（月） 2名 ・ 令和 8年度部会事業について 
・ 令和 7年度事業の振り返りについて 
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子どもたちを 
中心とした 
地域貢献活動 

日 時：令和 7年 8月 2日(土)  
場 所：半田商工会議所大会議室 
内 容：第 14回キッズ応援団サマースクール 
    ～オリジナルティシュボックス制作体験＆金融教室～ 
共 催：知多信用金庫 
参加者：50名 

第 3回 
運営委員会 令和 5年 9月 01日（月） 8名 

・子どもたちを対象とした地域貢献活動報告 
・金融部会総会について 
・金融勉強会について 
・部会員交流会について 
・部会講演会について 

部会総会 9月 24日（水） 11名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

勉強会 

日時：令和 7年 9月 24日（水） 
場所：半田商工会議所研修室 3 
テーマ：「NISA 」を活用して賢く資産形成 ～「お金を守る」ポイント～ 

講師：市瀬佳代氏 東海東京証券㈱職域支援部 

受講者：20名 

部会員交流会 

日時：令和 7年 10月 24日(金) 
場所：farm@Clacity 
内 容：交流・情報交換会 
参加者：35名 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜金融部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回 
運営委員会 令和 8年 1月 20日（火） 9名 

・金融部会総会報告 
・金融勉強会報告 
・部会員交流会報告 
・部会講演会について 
・令和 8年度部会事業について 

部会講演会 

テーマ：「地域経済の今 ～少子化対策と企業支援から考える地域活性化策～」 
講師：崔 真淑氏 エコノミスト 
日時：令和 8年 1月 22日（木） 
場所：知多信用金庫ほしざきホール   
参加者：70名 

第 2回 
運営委員会 令和 8年 3月 9日（月） 8名 

・金融部会総会報告 
・正副会頭・正副部会長会議報告 
・令和 8年度部会事業について 

場所 半田商工会議所 他 
 
 
 
 
 
 

 

＜醸造部会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

正副部会長会議     05月 8日（水） 1名 ・ 部会総会の開催について 
・ 令和 7年度部会事業について 

第 1回 
運営委員会     06月 9日（月） 9名 

・ 令和 7年度部会事業計画について 
・  令和 7年度部会総会について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

正副部会長会議     07月 2日（水） 2名 ・ 部会総会の開催について 
・  令和 7年度部会事業について 

第 2回 
運営委員会     07月 11日（金） 8名 

・  令和 7年度部会事業活動計画について 
・ 独立行政法人国際協力機構（JICA）中部セ
ンター企業連携課より情報提供 

・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

第 3回 
運営委員会     08月 7日（木） 8名 

・ 令和 7年度部会事業活動計画について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

部会総会    9月 25日（木） 12名 
・2号議員の選任について 
・正副部会長の選任について 
・部会運営委員の選任について 

第 4回 
運営委員会 10月 21日（火） 8名 

・ 令和 7年度部会事業活動計画について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

場所 半田商工会議所  
 
 

＜醸造部会＞（令和 7年 11月 1日～） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

正副部会長会議 令和 7年 11月 26日（水） 2名 

・ 醸造部会の体制について 
・ 醸造部会三か年計画について 
・ 令和 7年度部会事業について 
・ 知多半島全域に向けた取り組みについて
（醸造コンセプト） 

第 1回 
運営委員会     12月 01日（火） 10名 

・  醸造部会三か年計画について 
・  令和 7年度事業について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

正副部会長会議 令和 8年 1月 23日（金） 2名 
・  醸造部会三か年計画について 
・  令和 8年度部会事業について 
・  有料出店事業・発酵マルシェについて 

第 2回 
運営委員会     01月 30日（金） 7名 

・ 醸造部会三か年計画について 
・ 令和 8年度事業について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

正副部会長会議     03月 16日（月） 2名 ・ 令和 8年度部会事業について 
・ 令和 7年度事業の振り返りについて 
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第 3回 
運営委員会     03月 18日（水） 8名 

・ 令和 8年度事業について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

醸造産品 
振興事業 

・with Chita-Shu事業の推進 
 各種イベントでの「with Chita-Shu」ブースの出店 
 内容：知多酒 7蔵有料試飲、ノンアルコール飲料販売等 
 
  ＜発酵マルシェ＞ 
  日時：令和 7年 7月 5日（土）6日（日） 
  場所：半田運河 
 
＜半田運河キャナルナイト＞ 

  日時：令和 7年 8月 1日（金）2日（土） 
  場所：半田運河 
 
＜あぐい結びの市「よりみち-yorimichi-」＞ 

  日時：令和 7年 9月 21日（日） 
  場所：阿久比町役場 
 
＜佐布里池梅まつり＞ 

  日時：令和 8年 2月 28日（土）3月 1日（日） 
  場所：佐布里池緑と花のふれあい公園 

場所 半田商工会議所 他 
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第 3回 
運営委員会     03月 18日（水） 8名 

・ 令和 8年度事業について 
・ 醸造文化を活かした観光振興の取り組みに
ついて（半田市観光協会） 

醸造産品 
振興事業 

・with Chita-Shu事業の推進 
 各種イベントでの「with Chita-Shu」ブースの出店 
 内容：知多酒 7蔵有料試飲、ノンアルコール飲料販売等 
 
  ＜発酵マルシェ＞ 
  日時：令和 7年 7月 5日（土）6日（日） 
  場所：半田運河 
 
＜半田運河キャナルナイト＞ 

  日時：令和 7年 8月 1日（金）2日（土） 
  場所：半田運河 
 
＜あぐい結びの市「よりみち-yorimichi-」＞ 

  日時：令和 7年 9月 21日（日） 
  場所：阿久比町役場 
 
＜佐布里池梅まつり＞ 

  日時：令和 8年 2月 28日（土）3月 1日（日） 
  場所：佐布里池緑と花のふれあい公園 

場所 半田商工会議所 他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【５．委員会】 
＜組織運営委員会＞（～令和 7年 10月 31日）  

会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回委員会 令和07年05月13日（木） 16名 
・常議員会、通常議員総会の上程議案確認 
・令和 7年度会員事業所顕彰および 
会員事業所優良従業員表彰について 

第 2回委員会 令和 06年 07月 16日（水） 14名 
・令和 7年度会員事業所顕彰および 
会員事業所優良従業員表彰審査会 
・会員増強について 

第 3回委員会 令和 06年 08月 27日（水） 16名 
・令和 7年度会員事業所顕彰および 
会員事業所優良従業員表彰について 
・3年間の委員会活動振り返り 

場所 半田商工会議所 他 
 

＜地域力創造委員会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

第 6回委員会 令和 7年 5月 27日（火） 18名 

・半田市の動き（勉強会） 
「半田市社会福祉協議会について」 
「半田市中心市街地活性化について」 
・令和 7年度事業 アクションチームについて 
・今期の取り組み事項総括と時期に向けて 
・情報交換 

第 7回委員会 8月 20日（水） 21名 

・半田市の動き（勉強会） 
「半田市社会福祉協議会について」 
「半田市中心市街地活性化について」 
・令和 7年度事業 アクションチームについて 
・今期の取り組み事項総括と時期に向けて 
・情報交換 

場所 半田商工会議所  
 

＜経営力強化委員会＞（～令和 7年 10月 31日） 
会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回経営基盤
強化専門委員会 令和 7年 5月 19日（月） 3名  当専門委員会事業の進捗について 

 サイバーセキュリティセミナーの内容について 

第 1回社会課題
対応専門委員会 5月 19日（月） 8名 ・令和 6年度事業の振り返りついて 

・令和 7年度事業の取り組みについて 

第 1回企業価値
向上専門委員会 5月 19日（月） 7名  当専門委員会事業の取り組みについて 

 令和 7年度事業の取り組みについて 

第 1回委員会 5月 19日（月） 17名 ・各専門委員会の進捗及び今後の計画について 
・3年間のまとめ（着地）について 

AI活用戦略 
セミナー 

～AI解説とデ
モ～ 

6月 18日（水） 40名 

【テーマ】 
DX推進の起爆剤！ 
AIの可能性をビジネスに実装する 
【講師】 
宿澤経営情報事務所代表・宿澤直正 氏 
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AI活用戦略 
セミナー 
～実践編～ 

7月 2日（水） 22名 

【テーマ】 
AI活用ワークショップ 
【講師】 
宿澤経営情報事務所代表・宿澤直正 氏 

経営力強化 
セミナー 9月 4日（木） 50名 

【テーマ】 
REBOOT THE LOCALS！ 
地域のチカラ、再起動！ 
【講師】 
（独）中小企業基盤整備機構 創業・ 

スタートアップ支援部長・石井芳明 氏 

情報 
セキュリティ 
セミナー 

10月 7日（火） 

リアル

23名 
オンラ

イン 
58名 

【テーマ】 
サイバー攻撃から会社を守る！ 
中小企業に最低限必要な情報セキュリティ対策 
【講師】 
愛知県警察本部 生活安全部 サイバー局 
サイバー犯罪対策課管理官警視 若杉則彰 氏 
㈱デジパートナーズ 代表取締役社長  
白岡健 氏 
（公財）あいち産業振興機構 総務企画部  
岡田翔吾 氏 

第 2回企業価値
向上専門委員会 10月 9日（木） 7名 ・令和 7年度事業について 

・3年間の振り返りについて 
第 2回社会課題
対応専門委員会 10月 10日（金） 7名 ・3年間の振り返りについて 

・次期委員会に向けた考え方について 
第 2回経営基盤
強化専門委員会 10月 17日（金） 6名 ・令和 7年度実施セミナーについて 

・3年間の振り返りについて 
高校生×地元企業 
『企業展 in 

Handa（半田）』 
企業 PR事業 
担当者会議 

12月 4日（木） 14名 ・高校生×地元企業『企業展 in Handa（半田）』 
企業 PR事業について 

高校生×地元企業 
『企業展 in 

Handa（半田）』 
企業 PR事業 

12月 18日（木） 23名 

【場所】半田商業高等学校 
【内容】事業所の紹介をはじめ、就職する上

での参考となる事を各社より説明 
対象高校（生徒）：半田商業高等学校 2年生、
6クラス、221名 
参加企業：12社 

場所 半田商工会議所 他 
 
＜組織運営委員会＞（令和 7年 11月 1日～）  

会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回委員会 令和08年01月29日（木） 10名 

・前期 3年間の委員会活動振り返り 
・今期 3年間の活動方針について 
・令和 8年度会員事業所顕彰および 
会員事業所優良従業員表彰について 

第 2回委員会 令和 06年 03月 03日（火） 14名 
・常議員会、通常議員総会の上程議案確認 
・令和 8年度会員事業所顕彰および 
会員事業所優良従業員表彰について 

場所 半田商工会議所 他 
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＜地域産業創造委員会＞（令和 7年 11月 1日～）  
会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回委員会 令和08年01月27日（火） 9名 

・旧地域力創造委員会の活動の振り返り 
・当委員会の所管事項と三か年計画について 
・ローカル・ゼブラ研究会について 
・今後のスケジュール 

第 2回委員会 令和 06年 03月 13日（火） 8名 

・ローカル・ゼブラ研究会について 
・令和 8年度事業計画（三か年計画）について 
・今後のスケジュール 
＜勉強会＞ 
テーマ：ローカル・ゼブラ政策について 
講師：中部経済産業局 地域経済部 

地域振興・人材政策課 竹川杏奈氏 
場所 半田商工会議所 他 
 
＜地域共創委員会＞（令和 7年 11月 1日～）  

会議名 月日 出席者 主な議題 

シビックテック 
活用セミナー 令和08年01月15日（木） 19名 

【場所】半田市市民交流センター 
【内容】 
・シビックテックとは？定義等の基礎知識 
・生成 AIを活用したシビックテック研究事例 
・白松氏と当所 小栗副会頭との対談 
・質疑応答 
【講師】名古屋工業大学 情報工学類知能情報

分野 教授 白松 俊 氏 

第 1回委員会    0  1月27日（火） 20名 ・基本方針について 
・事業計画について 

場所 半田商工会議所 他 
 
＜経営基盤強化委員会＞（令和 7年 11月 1日～） 

会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回委員会 令和 8年 1月 26日（月） 18名 

・前身（経営力強化委員会経営基盤強化専門委

員会）の活動振り返り 
・所管事項・基本方針について 
・委員会活動計画について 

場所 半田商工会議所  
 
＜企業価値創造委員会＞（令和 7年 11月 1日～） 

会議名 月日 出席者 主な議題 

第 1回委員会 令和 8年 1月 30日（金） 15名 

・前身（経営力強化委員会社会課題対応専門委

員会・企業価値向上専門委員会）の活動振り

返り 
・所管事項・基本方針について 
・委員会活動計画について 

場所 半田商工会議所  
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【６．その他の会議】 
＜正副会頭会議＞ 
会議名 月日 会議名 月日 
第 1回 令和 07年 04月 09日（木） 第 2回 令和 07年 04月 23日（水） 

第 3回 令和 06年 05月 08日（木） 第 4回 令和 06年 05月 23日（金） 

第 5回 令和 06年 06月 12日（木） 第 6回 令和 06年 06月 25日（水） 

第 7回 令和 06年 07月 08日（火） 第 8回 令和 06年 07月 23日（水） 

第 9回 令和 06年 08月 06日（水） 第 10回 令和 06年 08月 25日（月） 

第 11回 令和 06年 09月 25日（木） 第 12回 令和 06年 10月 06日（月） 

第 13回 令和 06年 10月 20日（月） 第 14回 令和 06年 11月 04日（火） 

第 15回 令和 06年 11月 19日（水） 第 16回 令和 06年 12月 09日（火） 

第 17回 令和 06年 12月 24日（水） 第 18回 令和 08年 01月 15日（木） 

第 19回 令和 08年 01月 29日（木） 第 20回 令和 07年 02月 10日（火） 

第 21回 令和 07年 02月 24日（火） 第 22回 令和 07年 03月 10日（火） 

第 23回 令和 07年 03月 23日（月）   
場所 半田商工会議所 

 
＜特定退職金共済制度審査会＞ 
会議名 月日 出席者 審議案件 審査内容 
第 1回 令和 07年 04月 23日（水） 4名 1件 特退共掛金減額申出の審査 

第 2回 令和 06年 05月 23日（金） 4名 1件  〃 

第 3回 令和 07年 09月 10日（水） 4名 1件  〃 

第 4回 令和 06年 10月 06日（月） 4名 1件  〃 

第 5回 令和 08年 01月 15日（木） 5名 1件     〃 
場所 半田商工会議所 

 
＜未来ビジョン研究チーム定例会議＞ 
会議名 月日 会議名 月日 
キックオフ 令和 7年 10月 06日（月） 第 1回 令和 7年 11月 18日（火） 
第 2回 令和 8年 01月 16日（金） 第 3回 令和 8年 03月 24日（火） 
場所 半田商工会議所 
 

＜新春賀詞交歓会＞ 
日時 令和 8年 1月 7日（水） 
場所 瀧上工業雁宿ホール講堂     
出席者 約 250名 
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【６．その他の会議】 
＜正副会頭会議＞ 
会議名 月日 会議名 月日 
第 1回 令和 07年 04月 09日（木） 第 2回 令和 07年 04月 23日（水） 

第 3回 令和 06年 05月 08日（木） 第 4回 令和 06年 05月 23日（金） 

第 5回 令和 06年 06月 12日（木） 第 6回 令和 06年 06月 25日（水） 

第 7回 令和 06年 07月 08日（火） 第 8回 令和 06年 07月 23日（水） 

第 9回 令和 06年 08月 06日（水） 第 10回 令和 06年 08月 25日（月） 

第 11回 令和 06年 09月 25日（木） 第 12回 令和 06年 10月 06日（月） 

第 13回 令和 06年 10月 20日（月） 第 14回 令和 06年 11月 04日（火） 

第 15回 令和 06年 11月 19日（水） 第 16回 令和 06年 12月 09日（火） 

第 17回 令和 06年 12月 24日（水） 第 18回 令和 08年 01月 15日（木） 

第 19回 令和 08年 01月 29日（木） 第 20回 令和 07年 02月 10日（火） 

第 21回 令和 07年 02月 24日（火） 第 22回 令和 07年 03月 10日（火） 

第 23回 令和 07年 03月 23日（月）   
場所 半田商工会議所 

 
＜特定退職金共済制度審査会＞ 
会議名 月日 出席者 審議案件 審査内容 
第 1回 令和 07年 04月 23日（水） 4名 1件 特退共掛金減額申出の審査 

第 2回 令和 06年 05月 23日（金） 4名 1件  〃 

第 3回 令和 07年 09月 10日（水） 4名 1件  〃 

第 4回 令和 06年 10月 06日（月） 4名 1件  〃 

第 5回 令和 08年 01月 15日（木） 5名 1件     〃 
場所 半田商工会議所 

 
＜未来ビジョン研究チーム定例会議＞ 
会議名 月日 会議名 月日 
キックオフ 令和 7年 10月 06日（月） 第 1回 令和 7年 11月 18日（火） 
第 2回 令和 8年 01月 16日（金） 第 3回 令和 8年 03月 24日（火） 
場所 半田商工会議所 
 

＜新春賀詞交歓会＞ 
日時 令和 8年 1月 7日（水） 
場所 瀧上工業雁宿ホール講堂     
出席者 約 250名 
 
 

 

＜半田市産業課・観光課との連絡会議（二水会）＞ 
会議名 月日 会議名 月日 
第 1回 令和 7年 04月 17日（木） 第 2回 令和 7年 11月 18日（火） 
第 3回 令和 5年 06月 20日（金） 第 4回 令和 5年 07月 23日（水） 
第 5回 令和 5年 08月 21日（木） 第 6回 令和 5 年 9月 17日（水） 
第 7回 令和 5年 10月 22日（水） 第 8回 令和 5年 11月 25日（火） 
第 9回 令和 5年 12月 18日（木） 第 10回 令和 8年 01月 20日（火） 
第 11回 令和 8年 02月 18日（火） 第 12回 令和 5 年 3月 30日（月） 
場所 半田商工会議所（第 1、2、4、5、7、9、12回）、半田市役所（第 3、6、8、10、11回） 
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７７．．事事  業業  

【１．各種事業活動】  

A．会員事業所優良従業員表彰 
日時 令和 7 年 9 月 10 日（水） 
顕彰、表彰 優良会員事業所顕彰   半田信用金庫・㈱ひがしうら 

会員 050 年事業所顕彰  ㈱大進はじめ 22 事業所 
創業 100 年事業所顕彰   竹内エンジニアリング㈱はじめ 2 事業所 
創業 050 年事業所顕彰   仲田鈑金はじめ 20 事業所  
会員優良従業表彰     大平孝利はじめ 25 名 

 

B．知多地域就職情報センターの運営 
 半田商工会議所、常滑商工会議所、東海商工会議所、大府商工会議所、知多市商工会、阿久比町商

工会、東浦町商工会、内海商工会、豊浜商工会、師崎商工会、美浜町商工会、武豊町商工会では、大

学等に進学している知多地域の出身者に広く地元企業を紹介し、地元企業発展の担い手になっていた

だこうと、大学、短大、専門学校、高校の卒業予定者を対象とした求人対策事業として「知多地域就

職情報センター」を運営しており、下記の事業を実施した。 
1. 知多半島のお仕事情報サイト「チタジョブ」運営 
掲載企業 44 社 
URL  https://chitajob.jp/ 

 
2. 「チタジョブカフェ」の開催 
日時 令和 8 年 3 月 5 日（木） 
場所 ファーム＠（CLACITY 2 階） 
出展企業 7 社 
来場者数 8 名 
 

 

C．珠算優良生徒表彰 
日本珠算連盟半田支部会員の珠算塾等で珠算を学ぶ優秀な児童・生徒の表彰を下記のとおり行った。 
日時 令和 8 年 3 月 1 日付 
表彰者数 本部表彰者：6 名（珠算塾 3 校） 

支部表彰者：5 名（珠算塾 3 校） 
備考 推薦のあった珠算塾にて伝達表彰 
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D．会員及び会員事業所福祉事業 
１. 運営共済制度 

生命共済制度（昭和 44 年度より） 
特定退職金共済制度（昭和 45 年度より） 
 

２. 加入状況 
制度名 令和 8 年 3 月 31 日現在 

生命共済 
〔あおぞら共済〕 

800 事業所 
2,352  名 

11,399  口 

特定退職金共済 
156 事業所 

1,113  名 
7,037 口 

 
３. 加入者還元事業 

    ａ 健康診断 
日 時（随時） 健診会場 申込者 

令和 7 年 4 月 01 日(火)～ 
令和 8 年 3 月 31 日(火) 

(一社)半田市医師会健康管理センター 
(医)知多クリニック 2,212 名 

    ｂ 文化活動・会員交流支援 
① 地元知多半島で生まれ育ったブリオさんの「あいぽーく」を自宅で味わおう 

日 時 内 容 参加者 
令和 7 年 7 月 20 日（日）～ 

7 月 26 日（土） 豚しゃぶセット、焼肉セット 50 名 

② 秋の日帰りバスツアー 彦根城＆ラコリーナと近江日野牛おまかせ御膳 
日 時 場 所 参加者 

令和 7 年 11 月 18 日（火） 滋賀 彦根城とラコリーナ方面 29 名 

 
 

E．小規模事業者経営改善資金貸付 
 小規模事業者経営改善資金融資のため下記のとおり審査会を開催し、日本政策金融公庫国民生活事

業に推薦した。 
推薦件数      40 件   融資決定件数      39 件 
推薦金額   21,660 万円   融資決定金額   21,610 万円 
審査会開催日 

令和 7 年 04 月 22 日（火）、05 月 26 日（月）、46 月 26 日（木） 
令和 2 年 07 月 16 日（水）、 8 月 21 日（木）、 9 月 22 日（月） 

10 月 14 日（火）、11 月 19 日（水）、12 月 15 日（月）  
令和 8 年 01 月 21 日（水）、02 月 17 日（火）、03 月 23 日（月） 
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F．事業サポートセンター 
経営革新等認定支援機関支援対応 

① 経営革新計画認定：申請 2 件、認定 2 件 
② 先端設備等導入計画認定：申請 1 件、認定 1 件 

 
G．小規模事業者持続化補助金事業  
小規模事業者持続化補助金 

経営計画に基づいて実施する販路拡大等の取り組みに対し、50 万円を上限に補助金（補助

率 2/3）が交付される一般型・通常枠（インボイス特例により 50 万円上乗せ、賃金引上げ

特例により 150 万円上乗せ、両特例の要件をともに満たす場合は 200 万円上乗せ）と創業

後 3 年以内の小規模事業者等を重点的に支援するため、産業競争力強化法に基づく「認定

市区町村」と連携した「認定連携創業支援等事業」による支援を受けた場合は 200 万円を

上限に補助金（補助率 2/3）が交付される創業型がある（インボイス特例により補助上限

額が一律 50 万円上乗せ）。また経営計画の作成や販路拡大の実施の際、当所から小規模事

業者に対し指導、助言を行った。  
 一般型・通常枠 

 申請受付件数：31 件 
 補助金申請金額：35,380,536円 
 採択件数：25件 
 補助金採択金額：30,638,133円 

 創業型 
   ・申請受付件数：7件 
   ・補助金申請金額：9,852,413円 
   ・採択件数：4件 
   ・補助金採択金額：4,785,747円 

 
H．半田市商業施設助成事業 

商業施設助成事業は、半田市の中心市街地及び鉄道駅周辺等の商業活性化を図るため、対

象区域を設定し、商業施設の新設又は改装工事をするものに対する補助制度であり、半田

市の補助金を受けて平成 26 年度より実施している。  
① 審査委員会 

令和 7 年 6 月 3 日（火）、7 月 29 日（火）、9 月 4 日（木）、10 月 27 日（月）、 
令和 8 年 1 月 13 日（火） 

② 作業部会 
令和 7 年 5 月 23 日（金）、7 月 24 日（木）、8 月 26 日（火）、10 月 16 日（木）、 

12 月 24 日（水） 
③ 実績 

 申込件数 決定件数 補助決定金額 
新設 4 件 4 件 2,600,000 円 
改装 2 件 2 件 510,000 円 

※新設案件の内、1 件 500,000 円は、取り下げ。 
 

 

I．創業支援事業 
① 産業競争力強化法に係る創業支援事業 

国が創業支援計画を市町単位で認定し、認定された市町にて創業する者に対して支援措置がある。

当地域では平成 27 年 2 月に半田市と阿久比町と武豊町、平成 27 年 5 月より南知多町と美浜町を

加えて 1 市 4 町の連携体で認定されている。当所の他、半田市、阿久比町、武豊町、南知多町、

美浜町、阿久比町商工会、武豊町商工会、内海商工会、豊浜商工会、師崎商工会、美浜町商工会、

知多信用金庫、半田信用金庫、日本政策金融公庫熱田支店が当事業に参画。事務局は半田市産業

課が担う。 
1. ワンストップ相談窓口支援事業 

類別 人数 
創業支援者数 49 名 
創業者数 14 名 

 
2. 創業塾事業 

起業家支援セミナー 
 テーマ 開催期間 講   師 受講者数 

1 立志編 令和 7 年 
8 月 31 日（日） 

・オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 
・愛知県信用保証協会 
経営支援部地域連携課 副長  
峯上裕幸氏 

・㈱日本政策金融公庫熱田支店 
国民生活事業 融資第三課長  
新井健史 氏 

17 

2 実践編① 9 月 13 日（土） オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 30 
3 実践編② 9 月 20 日（土） 〃 29 

4 実践編③ 9 月 27 日（土） 
・オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 
・(一社)全国労働保険事務組合連合会 
愛知支部 小藤省吾 氏 

30 

5 実践編④ 10 月 4 日（土） オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 29 

計 5 回  135 
 

3. ハンズオン支援事業 
創業支援者数 なし 

 
② 創業関連融資利子補給制度 

創業関連融資利子補給制度は、半田市内に事業所を開設する創業者が、創業に関して必要

な資金の融資を受けたとき、その負担の軽減を図るため、利子補給を行うことにより、創

業者の経営の安定を支援することを目的に創設したもの。利子補給は知多地域創業支援特別

融資、日本政策金融公庫の創業に伴う制度融資、愛知県の創業に伴う制度融資のいずれかの融資

を受けた者を対象とし、償還開始日より 1 年間支払った利子額の 30%を 6 ヶ月毎に支給し

ている。 
令和 7 年度利子補給実績 

令和 6 年度推薦分：13 件・105,430 円、令和 7 年度推薦分：2 件・52,911 円 
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I．創業支援事業 
① 産業競争力強化法に係る創業支援事業 

国が創業支援計画を市町単位で認定し、認定された市町にて創業する者に対して支援措置がある。

当地域では平成 27 年 2 月に半田市と阿久比町と武豊町、平成 27 年 5 月より南知多町と美浜町を

加えて 1 市 4 町の連携体で認定されている。当所の他、半田市、阿久比町、武豊町、南知多町、

美浜町、阿久比町商工会、武豊町商工会、内海商工会、豊浜商工会、師崎商工会、美浜町商工会、

知多信用金庫、半田信用金庫、日本政策金融公庫熱田支店が当事業に参画。事務局は半田市産業

課が担う。 
1. ワンストップ相談窓口支援事業 

類別 人数 
創業支援者数 49 名 
創業者数 14 名 

 
2. 創業塾事業 

起業家支援セミナー 
 テーマ 開催期間 講   師 受講者数 

1 立志編 令和 7 年 
8 月 31 日（日） 

・オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 
・愛知県信用保証協会 
経営支援部地域連携課 副長  
峯上裕幸氏 

・㈱日本政策金融公庫熱田支店 
国民生活事業 融資第三課長  
新井健史 氏 

17 

2 実践編① 9 月 13 日（土） オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 30 
3 実践編② 9 月 20 日（土） 〃 29 

4 実践編③ 9 月 27 日（土） 
・オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 
・(一社)全国労働保険事務組合連合会 

愛知支部 小藤省吾 氏 
30 

5 実践編④ 10 月 4 日（土） オフィス HANDO 代表 寺田久美 氏 29 

計 5 回  135 
 

3. ハンズオン支援事業 
創業支援者数 なし 

 
② 創業関連融資利子補給制度 

創業関連融資利子補給制度は、半田市内に事業所を開設する創業者が、創業に関して必要

な資金の融資を受けたとき、その負担の軽減を図るため、利子補給を行うことにより、創

業者の経営の安定を支援することを目的に創設したもの。利子補給は知多地域創業支援特別

融資、日本政策金融公庫の創業に伴う制度融資、愛知県の創業に伴う制度融資のいずれかの融資

を受けた者を対象とし、償還開始日より 1 年間支払った利子額の 30%を 6 ヶ月毎に支給し

ている。 
令和 7 年度利子補給実績 

令和 6 年度推薦分：13 件・105,430 円、令和 7 年度推薦分：2 件・52,911 円 
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J．事業承継支援事業 
円滑な事業承継を促すため、国や県、地域金融機関等と連携した中小・小規模事業者の存続と成長

を図るための事業承継支援を行う。 
事業承継診断件数：19 件、専門家派遣：1 件 

 
K．げんき商店街推進事業 
① 半田市中心市街地商業活性化にぎわい事業 

1. 商店街 PR 
商店街自体や、各事業実施時の情報発信ツールとして、昨年度新たに公式 LINE を開設した。昨

年度開設した公式 LINE の登録者を増やし、地域住民や来街者との接点を強化することを目的と

した周知用ポップを作成。公式 LINE では引き続き、情報拡散やイベント集客の最大化を図り、

商店街のさらなる活性化のための情報発信を行う。併せて公式 LINE などで利用できるロゴマー

クを作成し、親しみやすいページ作成を心掛け、アクセス数の拡大を図る。 
周知用ポップ作成数：150 
ロゴマーク使用先：公式 LINE、キャンペーン周知チラシ 

 
2. 回遊性を向上させるための各種イベント 

市内及び市外から多くの集客を目的に、商店街での買い物の促進や回遊性の向上を図るためにイ

ベントを実施。 
対象地域：CLACITY、中心市街地内の 3 商店街 

(1) 夏まつり（サマーイベント） 
半田中町商店街振興組合が大人から子どもまで楽しめる催しや、イベントを実施し、商店街

の集客を図った。 
開催日：令和 7 年 8 月 3 日（日） 

 
半田駅前商店街振興組合では、子供向けに夏を楽しめる「ガラポンイベント」を開催し、商

店街の周知と集約を図った。 
開催日：令和 7 年 8 月 23 日（土） 

 
(2) レシートキャッシュバックキャンペーン（ウィンターイベント） 

商業活性化を目的として、期間中に対象店舗でのお買上げしたレシートを持参することで抽選

チャンスを得られる企画。持参したレシートの合計金額により還元金額が決まる。特賞の還元

率は 100％（最大 5 万円）、1 等 50％（最大 3 万円）、2 等 25％、3 等 10％、参加賞 100 円を

対象店舗で使えるにぎわい商品券で還元。還元した商品券は商店街の対象店舗で利用可能で、

抽選後も来訪に繋げ、消費の鈍る季節の消費拡大を狙うものとした。 
レシート対象期間：①令和 7 年 9 月 1 日～9 月 30 日 ②12 月 1 日～12 月 31 日 
抽選日：①10 月 4 日（土）②令和 8 年 1 月 10 日（土） 
抽選会場：CLACITY 1 階 
 

(3) 冬のイルミネーション（ウィンターイベント） 
半田ランブリングタウン協同組合と CLACITY が駅前にイルミネーションを装飾し、色鮮

やかな街並みにした。 
期間：令和 7 年 11 月 22 日（土）～令和 8 年 1 月 31 日（土） 
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(4) 迎春落語（スプリングイベント） 
半田中町商店街振興組合が、半田市出身の落語家による落語会を開催し、商店街活動を PR
するとともに、大人から子どもまで楽しめるイベントとした。 
開催日：令和 8 年 1 月 14 日（水） 
 

(5) パレットワークショップ 
 半田市中心市街地活性化事業により、名鉄知多半田駅前東ロータリーの改修が計画されており、 
 今後、広場としての活用の幅が広がっていく。そのような中で、イベント等で椅子、テーブル、 
 舞台など多様な利用が可能なパレットに注目し、それらを地域の人たちと作るワークショップ 
 を実施。人が集う場所として駅前広場の活用を目指す。 
 開催日時：令和 8 年 2 月 7 日（土）10：00～11：30 
 開催場所：おおまた公園 
 製 作 数：パレット 21 枚分 
 運営補助：コトコトラボ 

 
② はんだ商業まつり 
半田市内の商業・サービス業の事業所を中心に合同で販促企画を実施することで、半田市内の

参加店の認知度向上と来店促進に繋げると共に、売上増加を図った。 
 

●事業内容 

「半田ミッション印ポンッシブル」と題したデジタルスタンプラリーを企画。参加者がアプリ 
に登録し、店舗に設置された QR コードを読み込んでスタンプを集める仕組みとした。スタン 
プを 5 つ集めると自動抽選に応募でき、参加事業所で利用可能な商品引換券・サービス券が当 
選する他、各店舗が任意で「500 円 OFF クーポン」や「粗品進呈」などの特典を設置。さらに 
W チャンスとして、知多牛や醸造品等の豪華景品を用意し、参加者意欲向上を図った。 

実施期間：令和７年 10 月１日～12 月 31 日 
参加店舗数：134 店舗 
 
〇地域一体となった販促活動が展開でき、アプリの登録者数は 1,656 名に達した。 

利用者の属性は、40〜60歳代が全体の70％、半田市内在住者が66％を占める一方、558名(34％)
が地区外からの参加であり、広範囲からの集客につながった。 
 

L．制度改正等の課題解決環境整備事業  
巡回訪問・窓口指導等実施件数 210 件 
セミナー・個別相談会 
 テーマ 開催期間 講師 受講者数 

1 経営を後押し!新事業展開のための成長戦

略セミナー 
令和 8 年 

1 月 20 日（火） 山本悠介 14 

山本悠介氏 CT リング㈱・代表取締役 
 
 

M．事業環境変化対応型支援事業 
(1)個別相談会 

 テーマ 開催期間 講師 受講者数 
1 経営に関する個別相談会 令和 7 年 4 月 08 日（火） 寺田久美 7 
2 〃 4 月 24 日（木） 八田信正 7 
3 〃 5 月 07 日（水） 寺田久美 7 
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4 〃 5 月 20 日（火） 八田信正 4 
5 〃 5 月 27 日（火） 八田信正 5 
6 〃 6 月 02 日（月） 寺田久美 4 
7 〃 6 月 20 日（金） 八田信正 1 
8 〃 7 月 09 日（水） 寺田久美 4 
9 〃 7 月 25 日（金） 八田信正 2 

10 〃 8 月 06 日（水） 寺田久美 4 
11 〃 9 月 09 日（火） 寺田久美 4 
12 〃 9 月 26 日（金） 八田信正 2 
13 〃 10 月 06 日（月） 寺田久美 7 
14 〃 10 月 23 日（木） 八田信正 7 
15 〃 11 月 05 日（水） 寺田久美 5 
16 〃 11 月 10 日（月） 八田信正 6 
17 〃 11 月 17 日（月） 寺田久美 3 
18 〃 12 月 16 日（火） 寺田久美 3 

19 インボイス制度と電子帳簿保存

法に関する個別相談会 12 月 19 日（金） 内藤三裕 3 

20 経営に関する個別相談会 令和 8 年 1 月 08 日（木） 八田信正 4 
21 〃 1 月 21 日（水） 寺田久美 2 
22 〃 2 月 10 日（火） 八田信正 6 
23 〃 2 月 25 日（水） 寺田久美 5 
24 〃 3 月 10 日（火） 八田信正 5 
25 〃 3 月 26 日（木） 寺田久美 7 
寺田久美氏 オフィス HANDO・中小企業診断士 
八田信正氏 (同)八田経営コンサルティング・中小企業診断士 
内藤三裕氏 内藤三裕税理士事務所 代表・税理士 

 
(2)講習会（セミナー）・職員研修会 

 テーマ 開催日時 講師 受講者数 

1 EC サイトを活用した 
販路拡大セミナー 令和 7 年 8 月 19 日（火） 佐藤広大 10 

2 生成 AI 活用・職員研修会 8 月 20 日（水） 小島靖弘 7 
3 各種補助金支援・職員研修会 9 月 02 日（火） 寺田久美 7 

4 AI×動画を活用した 
販路拡大セミナー 

11 月 10 日（月） 
11 月 17 日（月） 森山貴史 40 

佐藤広大氏  ㈱ミコル・代表取締役、名古屋 MODE 学園 デジタル戦略論講師 
小島靖弘氏  小島 IT 経営オフィス・IT コーディネーター 
寺田久美氏  オフィス HANDO・中小企業診断士 
森山貴史氏  ストリヲグラフ代表 

 
 (2)広報ツール 
  メモ帳（50 枚綴）2,500 部作成 ＊事業環境変化対応型支援事業内容を記載 
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N．伴走型小規模事業者支援推進事業 
①「GOOD LIFE フェア 2025」への出店 

出店期間  令和 7 年 9 月 26 日(金)～28 日(日) 
出店場所  東京ビッグサイト 
出 店 者  ギャラリーイリマル、㈲磯貝製本所、㈲尾崎工業 
出 店 物  ガラス商品、御朱印帳、アイアン家具、ワークショップ 
 

②「半田のこだわり逸品フェア」の実施 
出店期間  令和 7 年 11 月 15 日(土) 
出店場所  ららぽーと名古屋みなとアクルス 1 階 センターコート 
出 店 者  15 社 
内 容  自社の逸品や新商品のマーケティング実施に伴う需要動向を調査、 

並びに都市圏への販路開拓 
 

③「第 101 回 東京インターナショナルギフト・ショー 春 2026」への出展 
出店期間  令和 8 年 2 月 4 日(水)～6 日(金) 
出店場所  東京ビッグサイト 
出 店 者  ㈱オオサカヤ、GOLD MANIA 
出 店 物  知多木綿、服飾等 

 
O．働き方改革推進支援事業 
「FOOD STYLE JAPAN＜中部＞2025」への出展 

出展期間  令和 7 年 10 月 29 日（水）～30 日（木） 
出展場所  愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」 
出 展 者  10 社 
来 場 者  8,231 名（主催者公式発表） 
商談等実績  商談継続件数   101 件 

   
「メッセナゴヤ 2025」への出展 

出展期間  令和 7 年 11 月 5 日（水）～11 月 7 日（金） 
出展場所  ポートメッセなごや 
出 展 者  3 社 
来 場 者  50,705 名（主催者公式発表） 
商談等実績  商談継続件数    21 件 

 
 

P．市内金融機関等との連携事業 
① 支援機関向け講習会 

日時   令和 7 年 10 月 22 日（水） 
場所   半田商工会議所 
テーマ  支援者として知っておきたい創業支援の知識 
講師   豊増さくら氏 

（独）中小企業基盤整備機構中部本部 中小企業アドバイザー 中小企業診断士 
参加者数 16 名（提携金融機関職員および当所職員他） 
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② 連携事業 
  日時   令和 8 年 2 月 13 日（金） 
  場所   CLACITY 3 階半田市市民交流センターホール 
  テーマ  創業者のためのブラッシュアップ交流会 in 半田 
  講師   寺田久美氏 オフィス HANDO 代表 中小企業診断士 
  参加者数 20 名 

 
③ 全体会議 

令和 7 年 6 月 11 日（水）、9 月 5 日（金）、令和 8 年 1 月 28 日（水） 
 

Q．知多半島観光圏協議会 
① 事業の目的、任務 

知多半島内の観光地やものづくり、まち歩きの拠点施設等の連携によって観光圏を形成し、その

観光の魅力の増進により国際競争力を高め、内外からの観光旅客の来訪及び滞在を促進すること

を目的として平成 21 年 3 月に設立。当所は会員とともに協議会委員、幹事として運営に参画する

他、会計担当の事務局を担う。 

 
② 会議等 

 日時 場所 出席者 主な議題 

第 1 回 
幹事会 

令和 7 年 
05 月 15 日（木） 半田市役所 30 名 

 知多半島観光圏協議会規約の一部 

改正について 
 令和 6 年度事業実績報告及び令和 6
年度決算について 

 令和 7 年度事業計画及び令和 7 年度 

予算について 

総会 05 月 23 日（金） 半田市役所 35 名 

 知多半島観光圏協議会規約の一部 

改正について 
 令和 6 年度事業実績報告及び令和 6
年度決算について 

 令和 7 年度事業計画及び令和 7 年度 

予算について 

第 2 回 
幹事会 

令和 8 年 
01 月 22 日（木） アイプラザ半田 38 名 

 令和 7 年度事業進捗状況について 
 令和 8 年度事業計画（案）及び予算

（案）に関する意見等の照会 

観光情報 
交 換 会 02 月 24 日（火） 半田市役所 44 名 

 データ活用による、地域観光新時代

の到来【愛知県立大学情報科学部教

授】 
 常滑市の取組紹介【常滑市経済部観

光戦略課】 

 
R．青年部事業 
① 総会 

開催日 場所 議題 
令和 7 年 
 04 月 03 日（木） 

知多信用金庫 
ほしざきホール  

①令和 7 年度事業計画書（案）承認の件 
②令和 7 年度収支予算書（案）承認の件 
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005 月 21 日（水） 半田商工会議所 ①令和 6 年度事業報告書（案）承認の件  
②令和 6 年度収支決算書（案）承認の件  

 10 月 22 日（水） 半田商工会議所 ①令和 8 年度役員（案）承認の件  
② 研修事業 

開催日 場所 

令和 7 年 
 05 月 21 日（水） 

臨時総会後研修会  
【あなたのビジネスは大丈夫?BCP で緊急事態に備えよう!】 
場所：半田商工会議所  

06 月 26 日（木） 
07 月 18 日（金） 
08 月 18 日（月） 
09 月 19 日（金） 
10 月 20 日（月） 

研修会 
【生成 AI 使ったら、見える景色が変わった件（仮）】 
場所：半田商工会議所、アイプラザ半田 

令和 8 年 
1 月 31 日（土）~ 
2 月 2 日（月） 

国際視察研修会 
【「人として」~感謝と思いやり、そして支え合う心を胸に~】 

③ 一般事業 
開催日 内容 

令和 7 年 
04 月 03 日（木） 通常総会後懇親会【高めよう信頼感!Take a step forward】 

06 月 03 日（火） ビジネス活性事業【YEG の使い方!繋げようビジネス】 
08 月 02 日（土） 地域振興事業【地域と歴史がつながる半田の新名物】 
08 月 23 日（土） こども育成事業【ウォーサバ!!仲間と勝ち抜け真夏の決戦】 

09 月 24 日（水） 組織活性事業 
【自社の魅力を伝えよう!~求人票で見つけるブランディングのヒント~】 

10 月 02 日（木） ビジネス活性事業【~本気で補助金!~】 
10 月 22 日（水） 臨時総会後懇親会【NEXT STAGE~つながり、未来へ~】 

10 月 30 日（木） はんだふれあい産業まつり決起集会  
【~つなごう笑顔!広げようはんだ YEG の輪!~】 

12 月 20 日（土） 家族感謝会 
【Family Thanks Night~感謝をかたちに 家族と過ごす上質なひととき~】 

令和 8 年 
02 月 18 日（水） 事業報告会【ビジネス×組織】 

03 月 18 日（水） 卒業式 
【~飛び立つ仲間へ それぞれの空で想いは繋がる Departure of Dreams~】 

④ 渉外事業 
開催日 内容 

令和 7 年 
0０8 月 30 日（土） 

第 38 回東海ブロック大会一宮大会 
【YEG×ROAD こころ織りなす未来へ 同志と綾なす YEG の絆】 

11 月 03 日（月） 愛知県 YEG DAY【Grow the future with YEG  
ご縁をはぐくみ、未来へ花咲く 2,200 の種まきを!】 

11 月 28 日（金）  
～29 日（土）   

日本商工会議所青年部 第 43 回リーダーズ研修会 愛知岡崎会議 
【英雄生誕乃地 Create the Next~自ら・仲間から・地域から~】 

令和 8 年 
0 02 月 26 日（木） 

～27 日（金） 

日本商工会議所青年部 第 45 回全国大会 
つる舞う形の GUNMA いせさき大会 
【To the Next YEG ～伝統と革新 希望を乗せて 繋ぐ未来へ～】 
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S．女性会事業 
① 総会・臨時総会 

開催日 場所 内容・出席者数 
令和 7 年 

004 月 18 日（金） 
知多信用金庫 
ほしざきホール 

第 19 回定時総会 
出席者数 33 名 委任状提出 8 名 

令和 8 年 
0  01 月 17 日（火） 半田商工会議所 

令和 7 年度臨時総会 
①次年度組織について 
出席者数 31 名 委任状提出 11 名 

② 研修事業 

開催日 場所 内容・出席者数 

令和 8 年 
0  01 月 14 日（水） 

ココトモファーム 
みな蔵（犬山市） 

農商工福連携産業、地域伝統産業継承 
講師 齋藤秀一氏 鈴木美奈子氏 
出席者数 14 名 

 
③ 交流事業、各種会議  

開催日 場所 内容・出席者数 

令和 7 年 
0 06 月 12 日（木） ギャラリーイリマル 第 1 回つながり散歩 

当会出席者 14 名 

0 06 月 25 日（水） 半田赤レンガ建物 新入会員ウエルカム交流会（半田商工会議所事業） 
当会出席者 4 名 

0 07 月 12 日（土） 神戸公民館 流しそうめん＆工作ラボ 
当会出席者 20 名 

0 07 月 18 日（金） 森田家具、ブリオ 第 2 回つながり散歩 
当会出席者 14 名 

0 07 月 24 日（木） ANA クラウン 
プラザホテル 

愛知県商工会議所女性会連合会総会・懇親会 
当会出席者 7 名 

0 08 月 21 日（木） リブ・ジョイワタフ

ク、スマイルコア 
第 3 回つながり散歩 
当会出席者 14 名 

0 09 月 06 日（土） 半六庭園 出会い応援事業「酒と運河と男と女」 
参加者数 40 名 当会出席者 25 名 

0 09 月 10 日（水） 東海市 
創造の杜交流館 

三河商工会議所女性会サミット 
当会出席者 3 名 

  10 月 10 日（金） ホテル 
ニューオータニ 

全国商工会議所女性会連合会全国大会 
当会出席者 5 名 

0 10 月 21 日（火） ホテルグランド 
ティアラ南名古屋 

安城商工会議所女性会創立 30 周年記念式典・ 
記念パーティー 
当会出席者 4 名 

0 11 月 26 日（水） ひらおか 
ステンドグラス工房 

第 4 回つながり散歩 
当会出席者 7 名 

0 12 月 12 日（金） 衣浦港亀崎ふ頭 
2 号岸壁 

クルーズ船「にっぽん丸」衣浦港寄港おもてなし 
当会出席者 8 名 

令和 8 年 
   02 月 05 日（木） 

西尾コンベンション

ホール 

西尾商工会議所女性会創立 30 周年記念式典・ 
記念パーティー 
当会出席者 4 名 

 

0 03 月 05 日（木） 豊川稲荷 豊川商工会議所女性会創立 40 周年記念式典 
当会出席者 6 名 

 
④ 創立 20 周年特別事業 

開催日 場所 内容・出席者数 

令和 7 年 
0 11 月 12 日（水） 

知多信用金庫 
ほしざきホール 

創立 20 周年記念式典 
来賓 9 名 出席者数 91 名（うち当会出席者数 38 名） 

※上記の他、正副会長会議、役員会議、開催  
 

 
T．地域力推進（地方創生）プロジェクト  
半田市における経済の発展と豊かで快適な社会生活に寄与すべく、当所は半田市、知多信用金庫、

半田信用金庫、東京海上日動火災保険㈱と協定を締結し、さまざまな取り組みを行っている。さら

に令和 3 年度より持続可能な開発目標である SDGs への取り組みを推進するため、連携協力に関す

る覚書を 5 者間で締結し、半田市が創設した「半田市 SDGs 宣言制度」の連携・協力を始め、各種

セミナーの周知等を行っている。 
   (1)第 6 回 SDGs フェスティバルの周知 
   日時 令和 7 年 11 月 21 日（金）～令和 8 年 1 月 31 日（土） 
   場所 名古屋東京海上日動ビルディング、十六銀行名古屋ビル 

(2)セミナーの開催 
テーマ：令和版 事業継続力強化セミナー 

   日時  令和 7 年 10 月 29 日（水）15：00～17：00 
   場所  半田商工会議所 3 階会議室および Zoom によるオンライン 

講師  中村郁雄氏 東京海上日動火災保険㈱広域法人部 マネージャー 
   参加者 35 名 
 

U．新型コロナウイルス感染症に係る経営支援  

・「はんだ元気創生融資」利用者への利子補給 
概要 「はんだ元気創生融資」の返済にかかる支払利子に一定の利子補給。対象は償還期間

内に生じる全ての支払利子。 
市内中小・小規模事業者等を対象に、半田市と共同実施。 

期間 令和 2 年 11 月～令和 8 年 3 月 
状況 令和 7 年度利子補給額    10,430 千円・0266 件 
    全期間利子補給額（全体）30,388 千円・2,603 件 
主導 半田市・半田商工会議所 

 
V．健康経営優良法人 2025 認定 
「健康経営優良法人」は、地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進の取

り組みをもとに、特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度。当

所は健康経営優良法人 2025（中小規模法人部門）に申請し、認定された。 
認定部門 中小規模法人部門 
認定期間 令和 8 年 3 月 31 日まで 
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0 03 月 05 日（木） 豊川稲荷 豊川商工会議所女性会創立 40 周年記念式典 
当会出席者 6 名 

 
④ 創立 20 周年特別事業 

開催日 場所 内容・出席者数 

令和 7 年 
0 11 月 12 日（水） 

知多信用金庫 
ほしざきホール 

創立 20 周年記念式典 
来賓 9 名 出席者数 91 名（うち当会出席者数 38 名） 

※上記の他、正副会長会議、役員会議、開催  
 

 
T．地域力推進（地方創生）プロジェクト  
半田市における経済の発展と豊かで快適な社会生活に寄与すべく、当所は半田市、知多信用金庫、

半田信用金庫、東京海上日動火災保険㈱と協定を締結し、さまざまな取り組みを行っている。さら

に令和 3 年度より持続可能な開発目標である SDGs への取り組みを推進するため、連携協力に関す

る覚書を 5 者間で締結し、半田市が創設した「半田市 SDGs 宣言制度」の連携・協力を始め、各種

セミナーの周知等を行っている。 
   (1)第 6 回 SDGs フェスティバルの周知 
   日時 令和 7 年 11 月 21 日（金）～令和 8 年 1 月 31 日（土） 
   場所 名古屋東京海上日動ビルディング、十六銀行名古屋ビル 

(2)セミナーの開催 
テーマ：令和版 事業継続力強化セミナー 

   日時  令和 7 年 10 月 29 日（水）15：00～17：00 
   場所  半田商工会議所 3 階会議室および Zoom によるオンライン 

講師  中村郁雄氏 東京海上日動火災保険㈱広域法人部 マネージャー 
   参加者 35 名 
 

U．新型コロナウイルス感染症に係る経営支援  

・「はんだ元気創生融資」利用者への利子補給 
概要 「はんだ元気創生融資」の返済にかかる支払利子に一定の利子補給。対象は償還期間

内に生じる全ての支払利子。 
市内中小・小規模事業者等を対象に、半田市と共同実施。 

期間 令和 2 年 11 月～令和 8 年 3 月 
状況 令和 7 年度利子補給額    10,430 千円・0266 件 
    全期間利子補給額（全体）30,388 千円・2,603 件 
主導 半田市・半田商工会議所 

 
V．健康経営優良法人 2025 認定 
「健康経営優良法人」は、地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進の取

り組みをもとに、特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度。当

所は健康経営優良法人 2025（中小規模法人部門）に申請し、認定された。 
認定部門 中小規模法人部門 
認定期間 令和 8 年 3 月 31 日まで 
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W．半田市中心市街地活性化協議会  
半田市中心市街地の活性化を図るため、半田市中心市街地活性化協議会を設置。半田市が作

成する中心市街地活性化基本計画及びその実施に関して必要な事項について協議し、様々な主

体が参画するまちづくりの運営を横断的・総合的に調整することにより、中心市街地の活性化

の推進と半田市の発展に寄与することを目的とする。  
尚、目的を達成するため、以下の活動を行う。 

（１）半田市が作成する基本計画及びその実施に関して必要な事項についての意見提出  
（２）民間事業者が国・県の認定や支援を受けようとする事業計画に関しての協議  
（３）中心市街地活性化に関する事業の総合調整 
（４）中心市街地活性化のための勉強会、研修及び情報交換  
（５）その他、中心市街地活性化に関すること 
 
○委員 

協議会役職 所属 所属役職 氏名 
会長 半田商工会議所          副会頭         中埜喜夫 

副会長 （特非）半田市観光協会 理事長 城平直人 
副会長 半田市商店街連合会 会長 野々村照義 
副会長 ㈱はんだ賑わいビル開発 代表取締役 水野貴之 
委員 （一社）はんだのたね 代表理事 鈴木雅貴 
委員 ㈱Mizkan J plus Holdings 総務部長 中村秀樹 
委員 魚太郎㈱ 代表取締役 梶山美也 
委員 知多信用金庫 理事長 間瀬朱実 
委員 半田信用金庫 理事長 古田明典 

委員 東海旅客鉄道㈱ 事業推進本部担当課長
（地域連携・暮らしづくり） 下村 新 

委員 名古屋鉄道㈱ 地域活性化推進本部 
まちづくり推進部長  尾関謙治 

委員 （福）半田市社会福祉協議会 事務局長 小野田 靖 
委員 （学）日本福祉大学 理事長 丸山 悟 
委員 半田商工会議所女性会 会長 酒井元子 
委員 （一社）SDGs design 代表理事 曽根香奈子 
委員 （公社）半田青年会議所 理事長 畑中剛樹 
委員 関係区代表（半田中区） 監事 石野 稔 
委員 関係区代表（半田西区） 区長 杢原伸彦 
委員 半田市 副市長 山本卓美 
監事 金融協会代表（㈱三菱 UFJ 銀行） 半田支店長 柳川瀬 崇 
監事 半田市 会計管理者 齋藤政樹 

 
①総会 

開催日 場所 議題 
令和 7 年 
05 月 23 日（金） 半田商工会議所 ①令和 6 年度事業報告・収支決算について 

②令和 7 年度事業計画・収支予算について 

11 月 19 日（水） 半田商工会議所 ①半田駅前地権者調整部会部会長選任について  
②令和 7 年度補正収支予算について  

 
 



－ 79 － 

②事業 
開催日 場所 内容 

令和 7 年 
0 7月 21日（月） 半田商工会議所 

半田市中心市街地活性化リノベーションセミナー 
【空白から余白。余白から色彩あるまちへ。】 
講師：田村晟一郎氏（㈱タムタムデザイン・代表取締役） 
   遠矢○弘毅氏（㈱北九州家守舎・代表取締役） 

令和 8 年 
0 3 月 11 日（水） CLACITY 

まちづくりセミナー 
【ストリートデザインからまちのアップデートへ】 
講師：三浦詩乃氏（中央大学 理工学部 准教授） 
   山下裕子氏（ひと・ネットワーククリエイター、広場ニスト） 

コーディネーター： 
高尾忠志氏（(一社)地域力創造デザインセンター 代表理事） 

 
 

 ③部会 
 部会名 部会長 担当事務局 

知多半田部会 はんだ賑わいビル開発㈱ 代表取締役 
水野貴之 （一社）はんだのたね  

半田駅前部会 半田市商店街連合会 会長 
野々村照義 半田商工会議所 

半田運河部会 （特非）半田市観光協会 理事長 
城平直人 （特非）半田市観光協会 

半田駅前 
地権者調整部会 

半田市 副市長 
山本卓美 半田市 

 
 
X．はんだなごみ（和）サポート  
 元女性会会員の榊原和子氏から女性起業家支援のために寄付された基金を活用し、女性が自

らの意思によって起業・創業し、自己実現を目指すと共に、地域の経済的発展の支えとなる女

性起業家を応援するための助成金制度「はんだなごみ（和）サポート」を実施。中小企業診断

士・税理士等専門家による指導・助言を含む、当所による経営相談・販路開拓支援等を通じた

企業価値の向上、半田市の魅力向上および地域活性化への貢献などを目的とする。 
 
○令和 7 年度助成金採択者（以下 8 名） 

＜創業部門＞ 
創業・開業日 事業所名 代表者名 事業内容 

令和 7 年 05 月 13 日 Lien Chien Chou Chou． 飯田千代子 完全予約制カフェ 

令和 7 年 06 月 19 日 美容整体サロン 
Belle Neige 水野 友貴 女性専用美容整体サロン 

令和 7 年 07 月 18 日 hair salon Maru 岩本 清花 ヘアサロン 

令和 7 年 07 月 24 日 ヘアメイク＆出張着付け

sui 杉浦 祐子 出張着付け・ヘアメイク 

令和 7 年 09 月 12 日 glutenfree 米粉パン 
ぽたり 杉江 侑子 米粉パンの製造・販売 



－ 80 － 

令和 7 年 10 月 10 日 Café MATE 小菅千代香 喫茶店 

令和 7 年 11 月 07 日 Luminous Balloon Harty 山本 里奈 バルーン製作-販売業 

令和 7 年 11 月 19 日 ネイルサロン 
Merry blossom 𠮷𠮷崎 絵梨 ネイルサロン 

 
＜起業部門＞申請者無し 
 

  ○助成金交付セレモニー：令和 8 年 3 月 17 日（火） 
セレモニー終了後、基金設立に寄与された榊原和子氏と、採択者 8 名による懇談会を実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【２．意見要望活動】 
①  衣浦港の整備促進・拡充に関する要望 

提出日 令和 7 年 6 月 26 日（木）、8 月 1 日（金） 
提出先 06 月 26 日 愛知県、中部地方整備局 

08 月 01 日 国土交通省 
備考 衣浦港振興会、衣浦港整備促進期成同盟会との連名で要望 
内容 1. 国際競争力強化のための港湾整備の推進 

新たなふ頭整備による物流機能の強化及びＣＮＰ形成の推進 
2. 国土強靭化の一層の推進／計画的な防災・減災対策の推進 

切迫する大規模地震や激甚化・頻発化する風水害への対応と安全・安心を確保するた

めの改良 
3. 賑わいあるみなとづくりの推進（愛知県のみ） 

みなとの魅力を活かした親しまれる港湾空間の創出と次世代に繋げるための環境保全

の推進 
 

②  衣浦港整備に関する要望 
提出日 令和 7 年 10 月 3 日（金） 
提出先 自由民主党県土整備促進議員連盟港湾部会 
備考 衣浦港振興会で要望 
内容 1. 衣浦ポートアイランドへの国際物流ターミナルの整備 

2. 港湾施設整備の着実な推進 
3. 迅速な改修による港湾施設の機能維持 
4. 港湾施設緊急改修費の予算確保 
5. 衣浦港港湾計画の着実な推進及び改訂 
6. 海岸保全施設の耐震化等のハード対策 
7. 陸上交通機能の充実 
8. 港湾行政組織の充実（衣浦港務所の機能拡充） 

 
③  愛知県港湾整備に関する要望 

提出日 令和 7 年 10 月 3 日（金） 
提出先 自由民主党県土整備促進議員連盟港湾部会 
備考 愛知県港湾経済連合会で要望 
内容 ＊当地域関係分を抜粋 

1. 貨物の増大及び集約化並びに船舶の大型化への対応と、既存ストックを活用した「ふ

頭の再編」を推進するため、外港地区（衣浦ポートアイランド）における耐震強化岸

壁を擁する新たなふ頭の整備 
2. 不足する保管用地を確保するため、中央ふ頭西地区の新たなふ頭用地（公有水面埋立

事業）の早期整備 
3. 渋滞解消など港湾物流の機能強化を図るため、臨港道路武豊線、武豊美浜線の４車線

化整備 
4. 岸壁水深不足の早期解消、並びに航路、泊地の早期浚渫等港湾施設緊急改修による港

湾機能の維持、競争力の向上 



－ 81 － 

【２．意見要望活動】 
①  衣浦港の整備促進・拡充に関する要望 

提出日 令和 7 年 6 月 26 日（木）、8 月 1 日（金） 
提出先 06 月 26 日 愛知県、中部地方整備局 

08 月 01 日 国土交通省 
備考 衣浦港振興会、衣浦港整備促進期成同盟会との連名で要望 
内容 1. 国際競争力強化のための港湾整備の推進 

新たなふ頭整備による物流機能の強化及びＣＮＰ形成の推進 
2. 国土強靭化の一層の推進／計画的な防災・減災対策の推進 

切迫する大規模地震や激甚化・頻発化する風水害への対応と安全・安心を確保するた

めの改良 
3. 賑わいあるみなとづくりの推進（愛知県のみ） 

みなとの魅力を活かした親しまれる港湾空間の創出と次世代に繋げるための環境保全

の推進 
 

②  衣浦港整備に関する要望 
提出日 令和 7 年 10 月 3 日（金） 
提出先 自由民主党県土整備促進議員連盟港湾部会 
備考 衣浦港振興会で要望 
内容 1. 衣浦ポートアイランドへの国際物流ターミナルの整備 

2. 港湾施設整備の着実な推進 
3. 迅速な改修による港湾施設の機能維持 
4. 港湾施設緊急改修費の予算確保 
5. 衣浦港港湾計画の着実な推進及び改訂 
6. 海岸保全施設の耐震化等のハード対策 
7. 陸上交通機能の充実 
8. 港湾行政組織の充実（衣浦港務所の機能拡充） 

 
③  愛知県港湾整備に関する要望 

提出日 令和 7 年 10 月 3 日（金） 
提出先 自由民主党県土整備促進議員連盟港湾部会 
備考 愛知県港湾経済連合会で要望 
内容 ＊当地域関係分を抜粋 

1. 貨物の増大及び集約化並びに船舶の大型化への対応と、既存ストックを活用した「ふ

頭の再編」を推進するため、外港地区（衣浦ポートアイランド）における耐震強化岸

壁を擁する新たなふ頭の整備 
2. 不足する保管用地を確保するため、中央ふ頭西地区の新たなふ頭用地（公有水面埋立

事業）の早期整備 
3. 渋滞解消など港湾物流の機能強化を図るため、臨港道路武豊線、武豊美浜線の４車線

化整備 
4. 岸壁水深不足の早期解消、並びに航路、泊地の早期浚渫等港湾施設緊急改修による港

湾機能の維持、競争力の向上 
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5. 港内東西地区の陸上輸送効率を向上させるため、外港地区を活用したふ頭間を結ぶ新

たな臨港道路の整備  
6. 港湾・海域環境の改善と創造（半田運河・高浜～碧南地区潮通し・武豊海浜）  
7. 港湾・海岸施設の地震・津波・高潮対策（陸閘の改修・水門の自動閉鎖化・防波堤、

防潮堤の改修） 
8. 衣浦ポートアイランドの二期計画及び産業廃棄物処分場計画の早期事業着手 
9. アクセス道路の機能強化（衣浦大橋架け替え、衣浦トンネル無料化、衣浦豊田道路、

名浜道路） 
10. 港湾・海岸施設の予防保全型維持管理の推進 
11. 民間所有の港湾施設改修への支援 
12. 大規模災害に対する耐災害性強化への支援 

 
④ ＪＲ武豊線の連続立体交差事業及び関連事業について 
提出日 令和 7 年 10 月 14 日（火）、10 月 16 日（木）、令和 7 年 11 月 13 日（木） 
提出先 10 月 14 日 愛知県 
 10 月 16 日 中部地方整備局 

11 月 13 日 国土交通省 
備考 半田市、半田連続立体交差事業促進期成同盟会との連名で要望 
内容  1．中心市街地における東西交通の円滑化を図り、一体的なまちづくりを進めるため、Ｊ

Ｒ武豊線半田駅付近連続立体交差事業を計画どおり実施できるよう、予算を確実に確

保すること。 
2．半田市の玄関口としてふさわしい駅前での賑わいの創出や快適で魅力あるまちづくり

を実現するため、関連事業であるＪＲ半田駅前土地区画整理事業等関連事業を計画ど

おりに実施できるよう、予算を確実に確保すること。 
3．歴史・文化の感じられる良好な景観を有した緑豊かな道路を整備し、駅周辺の人の動

線を確保することで回遊性を高め、中心市街地全体での賑わい創出を図るため、都市

構造再編集中支援事業及びまちなかウォーカブル推進事業の予算を確保すること。 
4．市域西側に広がる住宅地と中心市街地との分断を解消し、快適で魅力あるまちづくり

の推進を図るためには、ＪＲ武豊線だけでなく名鉄河和線の高架化も必要であり、こ

の実現に向けた連続立体交差事業調査の予算を確保すること。 
 

⑤ 愛知県への要望 
提出日 令和 7 年 11 月 19 日（月） 
提出先 愛知県知事 
備考 愛知県商工会議所連合会会頭会議で要望 
内容 ＊当地域関係分を抜粋 

1. 鉄道高架事業の推進と土地区画整理事業への支援 
2. 「知多半島総合医療センター」開設にかかる道路アクセスの早期整備 
3. 産業振興・産業創造への支援 
4. 重要港湾「衣浦港」の早期整備促進・拡充 
5. 物流効率化に直結する衣浦港湾地区の交通機能の強化 
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⑥ 愛知県への要望 

提出日 令和 7 年 11 月 25 日（火） 

提出先 愛知県知事 

備考 知多地域経済会議で要望 

内容 01．中小企業・小規模事業者への支援について 
02．防災・減災・安全対策の推進について 
03．道路の整備について 
04．鉄道の整備について 
05．港湾の整備について 
06．空港の整備について 
07．土地利用の見直しについて 
08．地域活性化に向けた支援について 
09．産業廃棄物処分場について 
10．治安について 
11．知多地域の広域観光への支援について 
12．その他経済、産業支援 
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【３．広  報】 
A．刊 行 
① 定期刊行物 

半田商工会議所広報誌「カイギショゲッポウ」 
毎月 1 回（1 日発行）年 12 回 2,600 部発行（増刷月もあり） 

② 不定期刊行物 
令和 8 年カレンダー付クリアファイル 2,500 部作成 

 
B．情報通信 
① インターネットホームページによる情報の提供 

ホームページアドレス https://www.handa-cci.or.jp 
電子メールアドレス   info@handa-cci.or.jp 

② 電子メールによる情報の提供 
メールマガジン「HANDA-CCI Weekly E-mail Information」 
発信：毎週金曜日 配信数 1,661 先（令和 8 年 3 月末時点） 

③ 公式 LINE による情報の提供 
半田商工会議所 ＠173myfgx 
友だち登録数 340 先（令和 8 年 3 月末時点） 

 
【４．証明・鑑定・検査】 

A．証  明 
① 貿易関係証明 222 件 

(1) 原産地証明 191 件 

国   名 品        名 
機械 一般工具 食料品 工業品 計 

中国 0 0 2 38 40 
台湾 0 0 106 5 111 
タイ 0 0 21 0 21 
スリランカ 0 0 0 2 2 
ベトナム 0 0 0 2 2 
ジョージア 2 0 0 0 2 
香港 0 0 2 0 2 
アメリカ 0 0 7 1 8 
アラブ首長国連邦 0 0 3 0 3 

計 2 0 141 48 191 
(2) サイン証明   31 件 
(3) インボイス証明 10 件 
(4) 日本法人証明  10 件 

 

② 会員証明     3 件 
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【３．広  報】 
A．刊 行 
① 定期刊行物 

半田商工会議所広報誌「カイギショゲッポウ」 
毎月 1 回（1 日発行）年 12 回 2,600 部発行（増刷月もあり） 

② 不定期刊行物 
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B．情報通信 
① インターネットホームページによる情報の提供 

ホームページアドレス https://www.handa-cci.or.jp 
電子メールアドレス   info@handa-cci.or.jp 

② 電子メールによる情報の提供 
メールマガジン「HANDA-CCI Weekly E-mail Information」 
発信：毎週金曜日 配信数 1,661 先（令和 8 年 3 月末時点） 

③ 公式 LINE による情報の提供 
半田商工会議所 ＠173myfgx 
友だち登録数 340 先（令和 8 年 3 月末時点） 

 
【４．証明・鑑定・検査】 

A．証  明 
① 貿易関係証明 222 件 

(1) 原産地証明 191 件 

国   名 品        名 
機械 一般工具 食料品 工業品 計 

中国 0 0 2 38 40 
台湾 0 0 106 5 111 
タイ 0 0 21 0 21 
スリランカ 0 0 0 2 2 
ベトナム 0 0 0 2 2 
ジョージア 2 0 0 0 2 
香港 0 0 2 0 2 
アメリカ 0 0 7 1 8 
アラブ首長国連邦 0 0 3 0 3 

計 2 0 141 48 191 
(2) サイン証明   31 件 
(3) インボイス証明 10 件 
(4) 日本法人証明  10 件 

 

② 会員証明     3 件 

 

 

 

Ｂ．鑑  定 
該当事項なし 
 

Ｃ．検  査 
該当事項なし 
 

 
【５．信用調査】 

該当事項なし 
 
【６．各種行事】 

A．講演会等  

① 新入社員研修【2 日間コース】 
月日 令和 7 年 4 月 16 日（水）・17 日（木）、4 月 21 日（月）・22 日（火） 
場所 半田商工会議所 
講師 古橋由紀氏（㈱SPB 代表取締役） 
受講者 66 名 
共催  阿久比町・武豊町・東浦町商工会、（公財）日本電信電話ユーザ協会知多地区協会 
 

B．産業振興事業 
  ①2025 はんだふれあい産業まつり 

月日 令和 7 年 11 月 8 日（土）・9 日（日） 
場所 JFE スチール㈱知多製造所・半田ぴよログスポーツパーク（半田運動公園）  
来場者 両日合計：21,000 名 
主催 はんだふれあい産業まつり実行委員会 
 

C．蔵のまち再生事業 

はんだ市民盆踊り大会 
月日 令和 7 年 8 月 23 日（土） 
場所 平和通り（銀座本町二丁目交差点から旧繊維会館角周辺まで） 
趣旨  各地域の踊り手が一堂に会して踊る事で、地域ごとに変化していく半田の盆踊りを後世 

に継承していく場とするとともに、「はんだ蔵のまち夏まつり」のメインイベントに位置 
付け、様々なイベントを同時開催することで、地域における賑わいの創出と活性化を図 
ることを目的とする。 

 来場者 17,000 名 
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【７．技術技能の普及検定】 

Ａ．検定 
 
① 珠算能力検定 

実施年月日 人数種別 1 級 準 1級 2 級 準 2級 3 級 下級 計 

令和 7 年 
6 月 22 日（日） 

受験者数 13 6 10 8 32 0 69 
合格者数 2 4 3 2 14 0 25 

 
10 月 26 日（日） 

受験者数 13 6 12 9 24 0 64 
合格者数 2 1 4 4 12 0 23 

令和 8 年 
2 月 8 日（日） 

受験者数 12 5 11 8 17 1 54 
合格者数 4 3 5 4 11 1 28 

計 
受験者数 38 17 33 25 73 1 187 
合格者数 8 8 12 10 37 1 76 

② 暗算検定 
実施年月日 人数種別 1 級 準 1級 2 級 準 2級 3 級 計 

令和 7 年 
6 月 22 日（日） 

受験者数 8 9 13 23 25 78 
合格者数 3 4 7 10 16 40 

 
10 月 26 日（日） 

受験者数 7 4 15 15 26 67 
合格者数 5 0 9 8 18 40 

令和 8 年 
2 月 8 日（日） 

受験者数 3 8 11 16 15 53 
合格者数 2 4 8 9 11 34 

計 
受験者数 18 21 39 54 66 198 
合格者数 10 8 24 27 45 114 

③ 段位認定試験 
実施年月日 人数種別 珠・暗 珠算 暗算 計 

令和 7 年 
6 月 22 日（日） 受験者数 6 3 4 13 

 
10 月 26 日（日） 受験者数 4 3 6 13 

令和 8 年 
2 月 8 日（日） 受験者数 7 6 7 20 

計 受験者数 17 12 17 46 
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【７．技術技能の普及検定】 

Ａ．検定 
 
① 珠算能力検定 

実施年月日 人数種別 1 級 準 1級 2 級 準 2級 3 級 下級 計 

令和 7 年 
6 月 22 日（日） 

受験者数 13 6 10 8 32 0 69 
合格者数 2 4 3 2 14 0 25 

 
10 月 26 日（日） 

受験者数 13 6 12 9 24 0 64 
合格者数 2 1 4 4 12 0 23 

令和 8 年 
2 月 8 日（日） 

受験者数 12 5 11 8 17 1 54 
合格者数 4 3 5 4 11 1 28 

計 
受験者数 38 17 33 25 73 1 187 
合格者数 8 8 12 10 37 1 76 

② 暗算検定 
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合格者数 3 4 7 10 16 40 

 
10 月 26 日（日） 

受験者数 7 4 15 15 26 67 
合格者数 5 0 9 8 18 40 

令和 8 年 
2 月 8 日（日） 

受験者数 3 8 11 16 15 53 
合格者数 2 4 8 9 11 34 

計 
受験者数 18 21 39 54 66 198 
合格者数 10 8 24 27 45 114 

③ 段位認定試験 
実施年月日 人数種別 珠・暗 珠算 暗算 計 

令和 7 年 
6 月 22 日（日） 受験者数 6 3 4 13 

 
10 月 26 日（日） 受験者数 4 3 6 13 

令和 8 年 
2 月 8 日（日） 受験者数 7 6 7 20 

計 受験者数 17 12 17 46 

 
 
 
 

 

④ 簿記検定 
実施年月日 人数種別 1 級 2 級 3 級 計 

令和 7 年 
6 月 8 日（日） 

受験者数 20 10 26 56 
合格者数 3 3 9 15 

 
11 月 16 日（日） 

受験者数 16 13 36 65 
合格者数 2 3 13 18 

令和 8 年 
2 月 22 日（日） 

受験者数 0 9 19 28 
合格者数 0 3 8 11 

計 
受験者数 36 32 81 149 
合格者数 5 9 30 44 

⑤ リテールマーケティング検定 
実施年月日 人数種別 1 級 2 級 3 級 計 

ネット試験化により、

随時実施 
受験者数 7 30 18 55 
合格者数 2 19 7 28 

⑥ PC 検定 
実施年月日 試験科目 人数種別 2 級 3 級 BASIC 計 

ネット試験化により、

随時実施 

文書作成 
受験者数 4 5 0 9 
合格者数 3 4 0 7 

データ活用 
受験者数 6 6 0 12 
合格者数 3 4 0 7 

プレゼン 

資料作成 

受験者数 2 1   3 
合格者数 2 1   3 

計 
受験者数 12 12 0 24 
合格者数 8 9 0 17 

⑦ プログラミング検定（EXPERT・STANDARD） 
実施年月日 試験科目 人数種別 C 言語 VBA Java Python 計 

ネット試験化により、

随時実施 

EXPERT 
受験者数 0 0 0 0 0 
合格者数 0 0 0 0 0 

STANDARD 
受験者数 0 0 0 0 0 
合格者数 0 0 0 0 0 

計 
受験者数 0 0 0 0 0 
合格者数 0 0 0 0 0 
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⑧ プログラミング検定（BASIC・ENTRY） 
実施年月日 試験科目 人数種別 区分無 計 

ネット試験化により、

随時実施 

BASIC 
受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

ENTRY 
受験者数 1 1 
合格者数 1 1 

計 
受験者数 1 1 
合格者数 1 1 

⑨ ネット簿記検定 
実施年月日 人数種別 2 級 3 級 初級 原価計算 計 

ネット試験化により、

随時実施 

受験者数 549 834 0 1 1,384 
合格者数 168 310 0 1 479 

計 
受験者数 549 834 0 1 1,384 
合格者数 168 310 0 1 479 

⑩ 電子会計実務検定 
実施年月日 人数種別 1 級 2 級 3 級 計 

ネット試験化により、

随時実施 

受験者数 0 0 0 0 
合格者数 0 0 0 0 

計 
受験者数 0 0 0 0 
合格者数 0 0 0 0 

⑪ ビジネス英語検定 
実施年月日 人数種別 1 級 計 

ネット試験化により、

随時実施 

受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

計 
受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

⑫ キーボード操作検定 
実施年月日 試験科目 人数種別 区分無 計 

ネット試験化により、

随時実施 

ビジネス 

キーボード 

受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

キータッチ 

2000 

受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

計 
受験者数 0 0 
合格者数 0 0 
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⑧ プログラミング検定（BASIC・ENTRY） 
実施年月日 試験科目 人数種別 区分無 計 

ネット試験化により、

随時実施 

BASIC 
受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

ENTRY 
受験者数 1 1 
合格者数 1 1 

計 
受験者数 1 1 
合格者数 1 1 

⑨ ネット簿記検定 
実施年月日 人数種別 2 級 3 級 初級 原価計算 計 

ネット試験化により、

随時実施 

受験者数 549 834 0 1 1,384 
合格者数 168 310 0 1 479 

計 
受験者数 549 834 0 1 1,384 
合格者数 168 310 0 1 479 

⑩ 電子会計実務検定 
実施年月日 人数種別 1 級 2 級 3 級 計 

ネット試験化により、

随時実施 

受験者数 0 0 0 0 
合格者数 0 0 0 0 

計 
受験者数 0 0 0 0 
合格者数 0 0 0 0 

⑪ ビジネス英語検定 
実施年月日 人数種別 1 級 計 

ネット試験化により、

随時実施 

受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

計 
受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

⑫ キーボード操作検定 
実施年月日 試験科目 人数種別 区分無 計 

ネット試験化により、

随時実施 

ビジネス 

キーボード 

受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

キータッチ 

2000 

受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

計 
受験者数 0 0 
合格者数 0 0 

 

 

⑬ カラーコーディネーター検定（東商 IBT 検定・及び CBT 検定） 
実施年月日 人数種別 アドバンス スタンダード 計 

第 1 シーズン 
受験者数 2 2 4 
合格者数 1 1 2 

第 2 シーズン 
受験者数 3 8 11 
合格者数 0 6 6 

計 
受験者数 5 10 15 
合格者数 0 7 7 

 

⑭ ビジネス実務法務検定（東商 IBT 検定・及び CBT 検定） 
実施年月日 人数種別 1 級 2 級 3 級 計 

第 1 シーズン 
受験者数   5 6 11 
合格者数   3 5 8 

第 2 シーズン 
受験者数 0 7 8 15 
合格者数 0 5 4 9 

計 
受験者数 0 12 14 26 
合格者数 0 8 9 17 

⑮ 福祉住環境コーディネーター検定（東商 IBT 検定・及び CBT 検定） 
実施年月日 人数種別 1 級 2 級 3 級 計 

第 1 シーズン 
受験者数   6 4 10 
合格者数   1 2 3 

第 2 シーズン 
受験者数 0 4 2 6 
合格者数 0 1 2 3 

計 
受験者数 0 10 6 16 
合格者数 0 2 4 6 

⑯ 環境社会検定（eco 検定）（東商 IBT 検定・及び CBT 検定） 
実施年月日 人数種別 区分無 計 

第 1 シーズン 
受験者数 13 13 
合格者数 10 10 

第 2 シーズン 
受験者数 18 18 
合格者数 9 9 

計 
受験者数 31 31 
合格者数 19 19 
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⑰ ビジネスマネージャー検定（東商 IBT 検定・及び CBT 検定） 
実施年月日 人数種別 区分無 計 

第 1 シーズン 
受験者数 31 31 
合格者数 17 17 

第 2 シーズン 
受験者数 28 28 
合格者数 17 17 

計 
受験者数 59 59 
合格者数 34 34 

 
Ｂ．競技大会 
① 2025 年全国あんざんコンクール半田地区大会 

主催 半田商工会議所、日本珠算連盟半田支部 
月日 令和 7 年 7 月 12 日（土） 
場所 半田商工会議所 
参加者 62 名 
部門 個人競技      小学校 2 年生以下の部～高校生・一般の部 
    読上暗算競技    小学校 3 年生以下の部～中学生以上の部 
    フラッシュ暗算競技 小学校 3 年生以下の部～中学生以上の部 

 
② 第 78 回全知多珠算競技大会（2025 年全国そろばんコンクール知多地区大会） 

主催 半田商工会議所、大府商工会議所、日本珠算連盟半田・大府支部 
月日 令和 7 年 11 月 15 日（土） 
場所 半田商工会議所 
参加者 78 名 
部門 団体競技  小学校 3 年生以下の部、小学 4 年生の部、小学 5・6 年生の部 

個人競技    小学校 2 年生以下の部～中学生の部 
読上暗算競技 小学校 3 年生以下の部～中学生の部 
読上算競技  小学校 3 年生以下の部～中学生の部 

 
 
【８．取引照会】 

国内取引：2 件、国外取引：0 件 
 
 
【９．取引紛争のあっせん、調停、仲裁】 

該当事項なし 
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⑰ ビジネスマネージャー検定（東商 IBT 検定・及び CBT 検定） 
実施年月日 人数種別 区分無 計 

第 1 シーズン 
受験者数 31 31 
合格者数 17 17 

第 2 シーズン 
受験者数 28 28 
合格者数 17 17 

計 
受験者数 59 59 
合格者数 34 34 

 
Ｂ．競技大会 
① 2025 年全国あんざんコンクール半田地区大会 

主催 半田商工会議所、日本珠算連盟半田支部 
月日 令和 7 年 7 月 12 日（土） 
場所 半田商工会議所 
参加者 62 名 
部門 個人競技      小学校 2 年生以下の部～高校生・一般の部 
    読上暗算競技    小学校 3 年生以下の部～中学生以上の部 
    フラッシュ暗算競技 小学校 3 年生以下の部～中学生以上の部 

 
② 第 78 回全知多珠算競技大会（2025 年全国そろばんコンクール知多地区大会） 

主催 半田商工会議所、大府商工会議所、日本珠算連盟半田・大府支部 
月日 令和 7 年 11 月 15 日（土） 
場所 半田商工会議所 
参加者 78 名 
部門 団体競技  小学校 3 年生以下の部、小学 4 年生の部、小学 5・6 年生の部 

個人競技    小学校 2 年生以下の部～中学生の部 
読上暗算競技 小学校 3 年生以下の部～中学生の部 
読上算競技  小学校 3 年生以下の部～中学生の部 

 
 
【８．取引照会】 

国内取引：2 件、国外取引：0 件 
 
 
【９．取引紛争のあっせん、調停、仲裁】 

該当事項なし 
 
 
 
 
 

 

【１０．経営改善普及事業】 
A．巡回窓口相談指導 

指

導

区

分 

 業種区分 

指導 
相談 
対象 
企業数 

 

指  導  内  容  

経
営
革
新 

経
営
一
般 

情

報

化 

金 
 

融 

税 
 

務 

労 
 

働 

取 
 

引 

環
境
対
策 

そ

の

他

 
 

 

計 

巡 

回 

指 

導 

製 造 業 80 
 

0 
 

3 
 
 
 
 
 

149 
 

1 
 
 
 
 

19 
 

1 
 

13 
 

11 
 

0 
 

2 
 

199 
 建 設 業 90 2 

 
114 

 
0 

2 
17 
 

0 
 

8 
 

1 
 

0 
0 

5 
 

147 
 小 売 業 168 

 
3 394 

 
3 

0 
28 
2 

6 
 

21 
 

5 0 
 

10 
 

470 
卸 売 業 22 0 

5 
 

44 
 

0 
1 

3 
 

0 
 

2 
 

1 
 

0 1 
 

51 
 
 
 

サービス業 213 0 
 

346 
 

0 
0 

45 
 

11 
3 

12 
 

2 
 

 

0 9 
 

425 
 そ の 他 21 0 

 
38 
5 

0 
4 

1 
1 

 

0 
 
 

2 0 0 8 
 

49 
9 創 業 2 

  
0 

 
3 

 
0 4 0 

 
0 0 0 0 

 
7 

計 596 8 
 

1,088 
 
 
 
 

4 
 

117 
 

 

18 
 

58 
 

20 
 

0 35 
 
 

1,348 
 
 
 
 

窓 

口 

相 

談 

製 造 業 34 2 
 

59 
 

0 
 

11 
 
 

0 
 

6 
 
 

2 
 
 

0 
 

0 
 

 

80 
 
 

建 設 業 53 
 

1 
3 

 

52 
 
 

0 
 
 

47 
 
 

6 
 

9 
 
 

3 
 
 

0 
 

 

1 
 

119 
 小 売 業 74 

 
1 

 
114 

 
 

0 
 
 

44 
 
 

2 
 

2 
 
 

1 
 

0 
 
 

1 
 
 

165 
 卸 売 業 11 

 
0 

 
18 
2 

 

0 
 
 

2 
 
 

0 
 

0 
 

2 0 0 
 
 

22 
 

 
サービス業 175 

 
2 

 
 
 

283 
 

0 
 
 

57 
 
 

26 17 
 

3 
 

0 
 

6 
 

394 
そ の 他 15 1 29 

 
0 6 2 

 
4 

 
0 0 1 

 
43 

創 業 4 
 

0 
 
 

27 
 

 

0 
 
 

7 
 
 

1 
 

1 
 

0 
 

0 0 
 

36 
 
 

計 366 7 
 

582 
 

0 
 
 

174 37 39 
 

11 
 

0 
 

9 
 

859 
 
 
 

  
Ｂ．講習会等の開催による指導 
 ａ 集団 

          経営革新 経営一般 金融 税務 労働 情報化 その他 計 
回数 1 5 0 1 0 2 0 9 
人数 32 112 0 10 0 50 0 204 

 
ｂ 個別  

 経営革新 経営一般 金融 税務 労働 情報化 その他 計 
回数 0 24 16 17 9 0 11 77 
人数 0 109 13 58 9 0 11 200 

 
（集団：1 経営革新） 

 テーマ 開催期間 講師 受講者数 

1 令和 8 年企業向け補助金・助成金 
説明会 令和 8 年 3 月 9 日（月） 八田信正 

西方大作 32 

計 1 回  32 
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（集団：2 経営一般） 
 テーマ 開催期間 講師 受講者数 

1 美容業講習会 令和 7 年 7 月 15 日（火） 
水谷吉伸 
高野 優 
土井彩歌 

 
 

土井彩歌 
 
 
 
] 
 
 

林 果乃子 
 
 

林 果乃子 

31 

2 簿記初級講座（15 回） 令和 7 年 9 月 18 日（木） 
～11 月 10 日（月） 前田晃教 23 

3 美容業講習会  11 月 11 日（火） 岡本ミカ 20 

4 理容業講習会 令和 4 年 12 月 8 日（月） 佐々木 昴 
小林慎也 7 

5 クレーム応対向上研修 令和 8 年 2 月 12 日（木） 壬生実佳子 31 
計 5 回  112  

（集団：3 税務） 
 テーマ 開催期間 講師 受講者数 

1 令和 7 年度の税制改正  
～基礎控除の見直しと年末調整研修会～ 令和 7 年 11 月 20 日（木） 水野雅之 10 

計 1 回  10 
 

(集団：4 情報） 
 テーマ 開催期間 講師 受講者数 

1 EC サイトを活用した販路拡大セミナー  令和 7 年 8 月 19 日（火） 佐藤広大 10 

2 AI×動画を活用した販路拡大セミナー 11 月 10 日（月） 
11 月 17 日（月） 森山貴史 40 

計 2 回  50 
 
八田信正  (同)八田経営コンサルティング・中小企業診断士 
西方大作    愛知働き方改革推進支援センター・センター長 
水谷吉伸  NORI 美容室・オーナー 
高野 優  NORI 美容室・スタイリスト 
土井彩歌  NORI 美容室・スタイリスト 
前田晃教  前田公認会計士事務所・税理士公認会計士 
岡本ミカ  アトリエ アンジェリーク 
佐々木 昴 佐々木理容館・代表 
小林慎也  Brilliant Hair Dia 
壬生実佳子  日本電子電話ユーザ協会 契約講師 
水野雅之    水野雅之税理士事務所・税理士 
佐藤広大    ㈱ミコル・代表取締役、名古屋 MODE 学園 デジタル戦略論講師 
森山貴史    ストリヲグラフ・代表 
 
（個別：1） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1 
～ 
24 

経営 
一般 経営に関する個別相談会 

令和 7 年 04 月 08 日（火） 
～ 

令和 8 年 03 月 26 日（木） 

八田信正 
寺田久美 109 

合計 24 回  109 
八田信正 （同）八田経営コンサルティング・中小企業診断士 
寺田久美 オフィス HANDO・中小企業診断士 

 

（個別：2） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～ 
12 

金融 日本公庫 国民生活事業 
金融相談（一日公庫含む） 

令和 7 年 04 月 17 日（木） 
～ 

令和 8 年 03 月 19 日（木） 

片桐良典 
足立佳隆 13 

合計 12 回  13 
片桐良典 日本政策金融公庫熱田支店 国民生活事業 
足立佳隆 日本政策金融公庫熱田支店 国民生活事業 
 
（個別：3） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

4 
金融 日本公庫 中小企業事業 

金融相談 

令和 7 年 04 月 9 日（水） 
～ 

令和 8 年 01 月 14 日（水） 

仙田有一 
久保一誠 0 

合計 4 回  0 
仙田有一 日本政策金融公庫熱田支店 中小企業事業 
久保一誠 日本政策金融公庫熱田支店 中小企業事業 
 
（個別：4） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

17 
税務 税務相談 

令和 7 年 04 月 18 日（金） 
～ 

令和 8 年 03 月 11 日（水） 

内藤三裕 
水野雅之 58 

合計 17 回  58 
内藤三裕 税理士 
水野雅之 税理士 
 
（個別：5） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

9 
労働 労務相談 

令和 7 年 04 月 09 日（火） 
～ 

令和 8 年 02 月 24 日（火） 

小藤省吾 
秋野恭子 9 

合計 9 回  9 
小藤省吾 社会保険労務士 
秋野恭子 社会保険労務士 

 
 （個別：6） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

8 
その他 法律相談 

令和 7 年 06 月 02 日（月） 
～ 

令和 8 年 02 月 18 日（水） 

山﨑正夫 
榊原顕太郎 8 

合計 8 回  8 
山﨑正夫 弁護士 
榊原顕太郎 弁護士 
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（個別：2） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～ 
12 

金融 日本公庫 国民生活事業 
金融相談（一日公庫含む） 

令和 7 年 04 月 17 日（木） 
～ 

令和 8 年 03 月 19 日（木） 

片桐良典 
足立佳隆 13 

合計 12 回  13 
片桐良典 日本政策金融公庫熱田支店 国民生活事業 
足立佳隆 日本政策金融公庫熱田支店 国民生活事業 
 
（個別：3） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

4 
金融 日本公庫 中小企業事業 

金融相談 

令和 7 年 04 月 9 日（水） 
～ 

令和 8 年 01 月 14 日（水） 

仙田有一 
久保一誠 0 

合計 4 回  0 
仙田有一 日本政策金融公庫熱田支店 中小企業事業 
久保一誠 日本政策金融公庫熱田支店 中小企業事業 
 
（個別：4） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

17 
税務 税務相談 

令和 7 年 04 月 18 日（金） 
～ 

令和 8 年 03 月 11 日（水） 

内藤三裕 
水野雅之 58 

合計 17 回  58 
内藤三裕 税理士 
水野雅之 税理士 
 
（個別：5） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

9 
労働 労務相談 

令和 7 年 04 月 09 日（火） 
～ 

令和 8 年 02 月 24 日（火） 

小藤省吾 
秋野恭子 9 

合計 9 回  9 
小藤省吾 社会保険労務士 
秋野恭子 社会保険労務士 

 
 （個別：6） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

8 
その他 法律相談 

令和 7 年 06 月 02 日（月） 
～ 

令和 8 年 02 月 18 日（水） 

山﨑正夫 
榊原顕太郎 8 

合計 8 回  8 
山﨑正夫 弁護士 
榊原顕太郎 弁護士 
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（個別：7） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 
1
～

2 
その他 登記相談 

令和 7 年 06 月 04 日（水） 
～ 

     10 月 27 日（月） 

新美伸幸 
中村 伸 2 

合計 2 回  2 
新美伸幸 司法書士 
中村 伸 司法書士 

 
（個別：8） 
№ 区分 テーマ 開催月日 講師名 人数 

1 その他 特許相談 令和 7 年 05 月 23 日（金） 稲葉民安 1 

合計 1 回  1 
 稲葉民安 弁理士 
 

Ｃ．金融 

斡旋 
 斡旋件数 融資件数 斡旋金額 融資金額 

日本政策金融公庫国民生活事業 008 008 48,500 千円 44,500 千円 

小規模事業者経営改善資金 040 039 216,600 千円 216,100 千円 

県制度融資（商工業振興資金含む） 000 000 0 千円 0 千円 

県制度融資（小規模企業設備貸与） 000 000 0 千円 0 千円 

知多地域創業支援特別融資  0  0 0 千円 0 千円 

合計  48  47 265,100 千円 260,600 千円 

 

Ｄ．記帳継続指導（機械化含） 

指導員数 従事延日数 指導延回数 指導対象小規模事業者数 
4 人 711 日 789 回 56 事業所 

 

Ｅ．（独）中小企業基盤整備機構共済制度 

 小規模企業共済 倒産防止共済 
加入者数 468 80 

 

 

 

Ｆ．調査研究（部会事業を除く） 

ａ 景気動向実態調査  
市内小規模企業の実態を把握し、今後の経営改善普及事業に反映させていくことを目的

とする。  
 
対象  正規従業員が製造・建設業で 20 人、卸売・小売・サービス業で 5 人以下の

小規模事業者  
時期  令和 7 年 6 月、9 月、12 月、令和 8 年 3 月  
方法  経営指導員による個別訪問調査  
対象件数  1 回につき 60 件  
回収件数  1 回につき 60 件  

 
 

ｂ 中小企業景況調査  
国及び都道府県等の施策並びに商工会議所等中小企業関係機関の指導の参考に資すると

ともに、中小企業者に対し、経営に必要な環境情報を提供することを目的とする。  
 
対象  市内中小企業者 40 社  
時期  令和 7 年 6 月、9 月、12 月、令和 8 年 3 月  
方法  経営指導員による個別訪問調査  
回収件数  各 40 件、4 回  
備考  独立行政法人中小企業基盤整備機構「中小企業景況調査」に参加  

 
 

ｃ 商工会議所 LOBO（早期景気観測）調査  
地域の景況感を全国ベースで毎月調査し、その集計結果をリアルタイムで調査実施会議

所へ提供することにより、商工会議所としての景気対策等に関する意見活動などに資する

ことを目的とする。  
 
対象  大型店  
時期  令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月  
方法  ファクシミリによる送受信  
回収件数  3 件、12 回  
備考  日本商工会議所「商工会議所 LOBO（早期景気観測）調査」に参加  

 
 

Ｇ．取引照会への対応  

 アライアンス・パートナー発掘市等、ビジネスマッチングの支援  
 アライアンス・パートナー発掘市：登録 13 社、42 件の商談成立  
 地域商談会（知多・三河）：発注企業１社、受注企業 3 社  
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Ｆ．調査研究（部会事業を除く） 

ａ 景気動向実態調査  
市内小規模企業の実態を把握し、今後の経営改善普及事業に反映させていくことを目的

とする。  
 
対象  正規従業員が製造・建設業で 20 人、卸売・小売・サービス業で 5 人以下の

小規模事業者  
時期  令和 7 年 6 月、9 月、12 月、令和 8 年 3 月  
方法  経営指導員による個別訪問調査  
対象件数  1 回につき 60 件  
回収件数  1 回につき 60 件  

 
 

ｂ 中小企業景況調査  
国及び都道府県等の施策並びに商工会議所等中小企業関係機関の指導の参考に資すると

ともに、中小企業者に対し、経営に必要な環境情報を提供することを目的とする。  
 
対象  市内中小企業者 40 社  
時期  令和 7 年 6 月、9 月、12 月、令和 8 年 3 月  
方法  経営指導員による個別訪問調査  
回収件数  各 40 件、4 回  
備考  独立行政法人中小企業基盤整備機構「中小企業景況調査」に参加  

 
 

ｃ 商工会議所 LOBO（早期景気観測）調査  
地域の景況感を全国ベースで毎月調査し、その集計結果をリアルタイムで調査実施会議

所へ提供することにより、商工会議所としての景気対策等に関する意見活動などに資する

ことを目的とする。  
 
対象  大型店  
時期  令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月  
方法  ファクシミリによる送受信  
回収件数  3 件、12 回  
備考  日本商工会議所「商工会議所 LOBO（早期景気観測）調査」に参加  

 
 

Ｇ．取引照会への対応  

 アライアンス・パートナー発掘市等、ビジネスマッチングの支援  
 アライアンス・パートナー発掘市：登録 13 社、42 件の商談成立  
 地域商談会（知多・三河）：発注企業１社、受注企業 3 社  
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【１１．労働保険の事務代行】 
① 受託事業所数・対象従業員数 

名称 受託事業所数 対象従業者数 
労働保険事務組合半田商工会議所 279 1,743 

 
② 労働保険料納入状況（愛知労働局） 

納入日 労働保険料 適用 
令和 7 年 04 月 10 日 56,996 円 令和 6 年度概 3 保険料 

令和 4 年 065 月 23 日 1,500 円 令和 4 年度確定不足（延滞金） 
令和 5 年度概 1・2 期（延滞金） 

令和 4 年 7 月 14 日 13,601 円 令和 6 年度概 1 保険料 

令和 4 年 48 月 27 日 100 円 令和 6 年度概 3 保険料（延滞金） 

令和 4 年 9 月 08 日 43,295,672 円 令和 7 年度概 1、 
2・3（一括）保険料 

令和 4 年 9 月 19 日 70,297 円 令和 7 年度概 1 保険料 

10 月 23 日 7,663 円 令和 6 年度概 2 保険料 

11 月 14 日 26,499,737 円 令和 7 年度概 2 保険料 

12 月 05 日 10,000 円 令和 6 年度概 2 保険料 

令和 8 年 01 月 14 日 78,135 円 令和 7 年度概 2 保険料 

1 月 15 日 9,680 円 令和 7 年度概 2 保険料 

22 月 16 日 26,830,963 円 令和 7 年度概 3 保険料 

2 月 26 日 1,000 円 令和 6 年度概 2 保険料 

3 月 09 日 78,135 円 令和 7 年度概 3 保険料 

3 月 25 日 10,000 円 令和 6 年度概 2・3 保険料 

3 月 26 日 6,920 円 令和 5 年度概 3 保険料 

合計 96,970,399 円  
 
 

③ 労働保険還付保険料（受託事業所） 
納入日 還付保険料 適用 

令和 7年 09月 8 日 630,972 円 15 件 

         9 月 19 日 7,842 円 1 件 

令和 8 年 02 月 16 日 117,201 円 7 件 

合計 756,015 円 23 件 
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【１１．労働保険の事務代行】 
① 受託事業所数・対象従業員数 

名称 受託事業所数 対象従業者数 
労働保険事務組合半田商工会議所 279 1,743 

 
② 労働保険料納入状況（愛知労働局） 

納入日 労働保険料 適用 
令和 7 年 04 月 10 日 56,996 円 令和 6 年度概 3 保険料 

令和 4 年 065 月 23 日 1,500 円 令和 4 年度確定不足（延滞金） 
令和 5 年度概 1・2 期（延滞金） 

令和 4 年 7 月 14 日 13,601 円 令和 6 年度概 1 保険料 

令和 4 年 48 月 27 日 100 円 令和 6 年度概 3 保険料（延滞金） 
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2・3（一括）保険料 

令和 4 年 9 月 19 日 70,297 円 令和 7 年度概 1 保険料 

10 月 23 日 7,663 円 令和 6 年度概 2 保険料 

11 月 14 日 26,499,737 円 令和 7 年度概 2 保険料 

12 月 05 日 10,000 円 令和 6 年度概 2 保険料 

令和 8 年 01 月 14 日 78,135 円 令和 7 年度概 2 保険料 

1 月 15 日 9,680 円 令和 7 年度概 2 保険料 

22 月 16 日 26,830,963 円 令和 7 年度概 3 保険料 

2 月 26 日 1,000 円 令和 6 年度概 2 保険料 

3 月 09 日 78,135 円 令和 7 年度概 3 保険料 

3 月 25 日 10,000 円 令和 6 年度概 2・3 保険料 

3 月 26 日 6,920 円 令和 5 年度概 3 保険料 

合計 96,970,399 円  
 
 

③ 労働保険還付保険料（受託事業所） 
納入日 還付保険料 適用 

令和 7年 09月 8 日 630,972 円 15 件 

         9 月 19 日 7,842 円 1 件 

令和 8 年 02 月 16 日 117,201 円 7 件 

合計 756,015 円 23 件 
 

 
 
 
 

 

【１２．施設利用状況】 
貸室利用回数  

大会議室 研修室 1 研修室 2 研修室 3 相談室 1 相談室 2 その他 計 

0229 0315 196 0262 0325 303 35 1,665 

 
 
【１３．受託事業】 

① 容器包装リサイクル再委託業務 
平成 11 年 11 月（公財）日本容器包装リサイクル協会と委託業務契約を締結した日本商工会議

所と当所は再委託業務契約を締結し、平成 12 年 4 月の容器包装リサイクル法完全施行に伴い、再

商品化義務を担う事業者（特定事業者）からの申込書、契約書の受付登録業務にあたる。 
令和 7 年度実績 申込受付件数 1 件 

 
 

８８．．登登  録録  

【法定台帳】 
① 訂正年月日 令和 7 年 9 月 30 日 
② 登録業者数 1,788 名 
③ 運用概況 

特定商工業者登録制度に基づき、台帳を補正作成し、善良なる管理下に商取引のあっせん、信

用調査等各方面にわたり、十分その機能発揮に努める。 
④ 負担金許可（2 ヶ年適用） 

令和 6 年 10 月 1 日 半田市長宛、商工会議所法第 12 条第 1 項の規定により負担金の賦課につい 
て許可申請をする。 
令和 6 年 10 月 1 日 半田市長より 4 半経第 1178 号をもって負担金の賦課について許可される。 
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９９．．会会館館事事務務所所  

【１．土   地】 
・半田市銀座本町 1 丁目 1 番地の 1 

敷地面積 1,513.61 ㎡（内 1,299.09 ㎡は平成 5 年 9 月 1 日に半田市より取得、他は半田市より借地） 
・半田市銀座本町 1 丁目 4 番地 

敷地面積 515.22 ㎡（平成 16 年 7 月 29 日に中埜産業より取得、第 2 駐車場として活用） 
・半田市銀座本町 1 丁目 15 番地 他 4 筆 

敷地面積 569.24 ㎡（平成 21 年 12 月 2 日に間瀬辰夫氏より取得、第 3 駐車場として活用） 
【２．建  物 （ 構 造 ）】  鉄筋コンクリート造 4 階建  
【３．建 築 延 べ 面 積】  2,083.55 ㎡ 
【４．各階床面積並びに施設】 
 

1
階 

区 分 面積（㎡） 区 分 面積（㎡） 
風   除   室 13.58 資    料    室 16.16 
エ ン ト ラ ン ス ロ ビ ー 134.80 WC、階段等共用部分及び 

倉 庫 、 空 調 室 等 124.05 
ラ ウ ン ジ ロ ビ ー 81.63 
案   内   室 18.45 駐    車    場 147.71 
図   書   室 30.12 合   計 566.50 

    

2
階 

区 分 面積（㎡） 区 分 面積（㎡） 
事 務 室 159.06 相 談 室 2 19.24 
応 接 室 20.79 半田南ロータリークラブ 19.24 
応 接 室 19.24 半 田 ロー タリ ーク ラブ 20.42 
更 衣 室 16.86 WC、階段等共用部分及び 

倉 庫 、 空 調 室 等 210.77 
印 刷 室 20.24 
相 談 室 1 20.79 合   計 526.65 

    

3
階 

区 分 面積（㎡） 区 分 面積（㎡） 
大 会 議 室 252.44 研 修 室 3 65.10 
会 頭 室 44.69 ラウンジ及び E V ホール 61.11 
研 修 室 1 66.01 WC、階段等共用部分及び格納庫等 122.01 
研 修 室 2 20.93 合   計 632.29 

    

4
階 

区 分 面積（㎡） 区 分 面積（㎡） 
知 多 薬 剤 師 会 17.62 大同生命保険㈱半田営業所 82.36 
半田ライオンズクラブ 25.99 WC、階段等共用部分及び格納庫等 116.83 
アクサ生命保険㈱知多営業所 82.70   
大同生命保険㈱研修室 17.33 合   計 342.83 

 
屋

階 
区 分 面積（㎡） 

E V 機 械 室 15.28 
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屋
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１１００．．関関係係団団体体へへのの加加入入及及びび連連携携  

【１．日本商工会議所】 

① 地位 会員 

② 会議出席状況 

年月日 会議名 開催場所 出席者名 

R7.5.15～16 全国商工会議所専務理事・事務局長会議 鹿児島市 専務理事 

09.18 通常会員総会・懇親会 帝国ホテル東京 会頭・専務理事 

11.20 臨時会員総会・懇親会 東京會舘  〃 

R8.03.19 通常会員総会・懇親会 帝国ホテル東京  〃 

 

【２．東海商工会議所連合会】 

① 地位 会員 

② 会議出席状況 なし 

 

【３．愛知県商工会議所連合会】 

① 地位 会頭＝副会長 

② 会議出席状況 

事務局長 会議名 開催場所 出席者名 

R7.06.05 第 1 回専務理事会議 名古屋商工会議所 専務理事 
7.15 第 1 回事務局長会議 名鉄グランドホテル 事務局長 

10.23 第 2 回専務理事会議 名古屋商工会議所 専務理事 
11.17 会頭会議 名古屋観光ホテル 会頭・専務理事 

R8.02.02 第 3 回専務理事会議 ホテルグランコート名古屋 専務理事 
2.03 第 2 回事務局長会議 ザ・コンダーハウス 事務局長 

 

【４．知多地域商工会議所会議】 

年月日 会議名 開催場所 出席者名 

R7.08.04 幹事会 当所 専務理事・森 

9.02 正副会頭会議 魚太郎半田店 正副会頭・ 
専務理事・森 
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【５．知多地域経済会議】 

年月日 会議名 開催場所 出席者名 

R7.05.12 幹事会 大府商工会議所 専務理事 
06.03 会計監査 当所 会頭・専務理事 
06.26 総会 大府商工会議所 〃 
09.12 幹事会 大府商工会議所 専務理事 

010.30 中部国際空港との情報交換会 中部国際空港 会頭・専務理事 
11.25 県知事懇談会（県知事への要望） マキシマニス  〃 

R8.03.02 正副会長監事事務局会議 当所 専務理事、森 

 

【６．ベストウィズクラブ】 

年月日 会議名 開催場所 出席者名 

R7.04.21 県下福祉制度統一キャンペーン進発式 ルーセントタワー 専務理事 
07.24 優良商工会議所栃木県連視察 栃木県宇都宮市 〃 
09.03 県下統一キャンペーン報告会・懇親会 ザ・タワーホテルナゴヤ 〃 

R8.01.13 2025 年度幹事会 グランドプリンスホテル

新高輪 
〃 

3.18 ＣＣＩ＆ＡＸＡトップマネジメントカン

ファレンス 2026 
ザ・プリンスパーク

タワー東京 
会頭・専務理事 

 

【７．小規模事業関係】 

① 小規模事業関係会議への出席 

年月日 会議名 開催場所 出席者名 

R.7.4.23 第 1 回小規模事業運営研究会 ANA クラウンプラザ

ホテル 竹内 

5.15 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 1 回会長会議 瀬戸蔵 中満 

6.13 第 1 回知多経営指導員会 東海商工会議所 井島 

6.16 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 2 回会長会議 あいち健康プラザ 中満 

6.26 小規模事業者経営改善資金貸付推薦団体

連絡協議会 
旬彩料理 懐仙 
（東海市） 濱島 

7.22 知多ブロック中小企業相談所長会議 東海商工会議所 竹内 

7.24 愛知県商工会議所女性会連合会総会 ANA クラウンプラザ

ホテル 加藤・間瀬 

8.8 第 2 回小規模事業運営研究会 安城商工会議所 竹内 

8.22 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 3 回会長会議 常滑市中央公民会 中満 

8.30 日本商工会議所青年部連合会 
東海ブロック大会一宮大会 

一宮市尾西市民会館

ほか 中満 

9.29 第 3 回知多経営指導員会 師崎商工会 中村稔 
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【５．知多地域経済会議】 

年月日 会議名 開催場所 出席者名 
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3.18 ＣＣＩ＆ＡＸＡトップマネジメントカン

ファレンス 2026 
ザ・プリンスパーク

タワー東京 
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【７．小規模事業関係】 

① 小規模事業関係会議への出席 

年月日 会議名 開催場所 出席者名 

R.7.4.23 第 1 回小規模事業運営研究会 ANA クラウンプラザ

ホテル 竹内 

5.15 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 1 回会長会議 瀬戸蔵 中満 

6.13 第 1 回知多経営指導員会 東海商工会議所 井島 

6.16 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 2 回会長会議 あいち健康プラザ 中満 

6.26 小規模事業者経営改善資金貸付推薦団体

連絡協議会 
旬彩料理 懐仙 
（東海市） 濱島 

7.22 知多ブロック中小企業相談所長会議 東海商工会議所 竹内 

7.24 愛知県商工会議所女性会連合会総会 ANA クラウンプラザ

ホテル 加藤・間瀬 

8.8 第 2 回小規模事業運営研究会 安城商工会議所 竹内 

8.22 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 3 回会長会議 常滑市中央公民会 中満 

8.30 日本商工会議所青年部連合会 
東海ブロック大会一宮大会 

一宮市尾西市民会館

ほか 中満 

9.29 第 3 回知多経営指導員会 師崎商工会 中村稔 

 

10.1 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 4 回会長会議 碧南商工会議所 中満 

10.8 東海ブロック商工会議所 
中小企業相談所所長会議 岐阜商工会議所 竹内 

10.10 全国商工会議所女性会連合会全国大会 ニューオータニ東京 加藤・間瀬 

11.3 愛知県商工会議所青年部連合会 
YEGDAY 愛・地球博記念公園 中満 

11.28 第 4 回知多経営指導員会 東浦町商工会 中村稔 

11.28～29 
日本商工会議所青年部連合会 
第 43 回全国リーダーズ研修会 
愛知岡崎会議 

岡崎中央総合公園 
武道館・体育館 中満 

12.11 小規模事業者経営改善資金貸付推薦団体

連絡協議会 
日本政策金融公庫 
熱田支店 濱島 

R.8.1.28 第 5 回知多経営指導員会 知多市商工会 井島 

1.29 第 3 回小規模事業運営研究会 西尾コンベンション

ホール 竹内 

2.26～27 
日本商工会議所青年部連合会 
第 45 回全国大会 
つる舞う形の GUNMA いせさき大会 

メガネのイタガキ 
文化ホール伊勢崎 中満 

3.6 愛知県商工会議所青年部連合会 
第 5 回会長会議 瀧上工業雁宿ホール 中満 

3.24 第 6 回知多経営指導員会 内海商工会 濱島 

 

②  研修会等への出席  

年月日 会議名 開催場所 出席者名 

R7.4.30～
5.1 

若手経営指導員のための小規模事業支援

の基礎研修 日本商工会議所 井島 

5.13 課題テーマ設計ワークショップ STATION Ai 竹内 

5.20～23 生成 AI・経営データを活用した支援の進

め方 
中小企業大学校 
瀬戸校 濱島 

6.12 STATION Ai 半田市セミナー STATION Ai 竹内 
6.24 STATION Ai オフィスアワー STATION Ai 竹内 

7.7 商工会議所デジタル化に向けた職員情報

交換会&デジタルツール展示会 マイドームおおさか 濱島 

7.8 アライアンスパートナー発掘市 2025 名古屋商工会議所 伊藤 

8～9 月 経営指導員等応用研修会（一般コース） オンライン 竹内・中満・ 
中村稔・井島 

8～11 月 経営指導員等応用研修会（特別コース） 〃 中満・中村稔・井島 

9.16 
AICHI CO-CREATION STARTUP 
PROGRAM ワークショップ@STATION 
Ai 

STATION Ai 竹内 

9.26 商工会議所職員向け販路拡大セミナー 東京ビッグサイト 伊藤 
9.26～28 GOODLIFE フェア 2025 東京ビッグサイト 竹内・中満 

10.29～30 FOOD STYLE JAPAN＜中部＞ Aichi Sky Expo 濱島・井島・伊藤 
11.5 メッセナゴヤ 2025 ポートメッセなごや 井島 
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11.11 美容業講習会 武豊町地域交流センター 中村稔 

11.15 半田のこだわり逸品フェア ららぽーと名古屋 
みなとアクルス 

竹内・中満・井島・

大岩・伊藤 

11.26～27 2025 年度商工会議所管理職研修会 コンファレンス 
スクエアエムプラス 竹内 

12.8 愛知県商工会議所連合会 
経営指導員研修会 名古屋商工会議所 井島 

12.8 理容業講習会 阿久比町立中央公民館 中村稔 
12.12 令和 7 年度労働講座 大府商工会議所 森・竹内 

12.18～19 愛知県商工会議所連合会・業務視察研修 前橋・鹿沼 
商工会議所ほか 濱島 

R.8.1.16 あいちスタートアップエコシステム 
共創カイギ STATION Ai 竹内 

1.16 基礎研修会（補助員研修会） 名古屋商工会議所 加藤・伊藤 
1.21 経営戦略としての防災対策セミナー 名古屋東京海上日動ビル  竹内 

2.4～6 東京インターナショナル・ギフト・ショー

春 2026 東京ビッグサイト 竹内・中満 

2.5 地域商談会 刈谷市産業振興センター  井島 

【８．事務受託団体】 
①事務受託団体名 

日東会、潮干会、衣浦港振興会、（公財）日本電信電話ユーザ協会知多地区協会、 
西三河工業用水道協議会、愛知県経営者協会半田支部、半田市商店街連合会 
 

②会議等への出席 
日東会 
年月日 会議名 開催場所 
R7.04. 7 勉強会並びに 4 月例会 半田商工会議所 

5.14 集団献血会 徳倉建設㈱建築センター 
5.20 幹事会 半田商工会議所 
6. 5 施設見学会 名古屋大学減災連携研究センター 
7. 1 幹事会 半田商工会議所 
8. 6 幹事会    〃 

8.22 会員交流会 が楽 
10.14 幹事会 半田商工会議所 
10.27 会員工場見学会並びに 10 月例会 大八化学工業㈱半田工場 
11. 5 幹事会 半田商工会議所 

  11.11 総会 中国料理 久田 
     12. 5 幹事会 半田商工会議所 

R8. 1.26 幹事会    〃 
2.17 幹事会    〃 
3. 4 防災関係ワークショップ・交流会    〃 
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11.11 美容業講習会 武豊町地域交流センター 中村稔 

11.15 半田のこだわり逸品フェア ららぽーと名古屋 
みなとアクルス 

竹内・中満・井島・

大岩・伊藤 

11.26～27 2025 年度商工会議所管理職研修会 コンファレンス 
スクエアエムプラス 竹内 

12.8 愛知県商工会議所連合会 
経営指導員研修会 名古屋商工会議所 井島 

12.8 理容業講習会 阿久比町立中央公民館 中村稔 
12.12 令和 7 年度労働講座 大府商工会議所 森・竹内 

12.18～19 愛知県商工会議所連合会・業務視察研修 前橋・鹿沼 
商工会議所ほか 濱島 

R.8.1.16 あいちスタートアップエコシステム 
共創カイギ STATION Ai 竹内 

1.16 基礎研修会（補助員研修会） 名古屋商工会議所 加藤・伊藤 
1.21 経営戦略としての防災対策セミナー 名古屋東京海上日動ビル  竹内 

2.4～6 東京インターナショナル・ギフト・ショー

春 2026 東京ビッグサイト 竹内・中満 

2.5 地域商談会 刈谷市産業振興センター  井島 

【８．事務受託団体】 
①事務受託団体名 

日東会、潮干会、衣浦港振興会、（公財）日本電信電話ユーザ協会知多地区協会、 
西三河工業用水道協議会、愛知県経営者協会半田支部、半田市商店街連合会 
 

②会議等への出席 
日東会 
年月日 会議名 開催場所 
R7.04. 7 勉強会並びに 4 月例会 半田商工会議所 

5.14 集団献血会 徳倉建設㈱建築センター 
5.20 幹事会 半田商工会議所 
6. 5 施設見学会 名古屋大学減災連携研究センター 
7. 1 幹事会 半田商工会議所 
8. 6 幹事会    〃 

8.22 会員交流会 が楽 
10.14 幹事会 半田商工会議所 
10.27 会員工場見学会並びに 10 月例会 大八化学工業㈱半田工場 
11. 5 幹事会 半田商工会議所 

  11.11 総会 中国料理 久田 
     12. 5 幹事会 半田商工会議所 

R8. 1.26 幹事会    〃 
2.17 幹事会    〃 
3. 4 防災関係ワークショップ・交流会    〃 

 

 

潮干会 
年月日 会議名 開催場所 
R7. 4.14 幹事会 ㈱興和工業所半田事業所 

5. 9 総会 鮨会席魚太郎 
6. 3 幹事会 ㈱興和工業所半田事業所 
7.16 集団献血 ㈱SUBARU 半田工場 
8.19 幹事会 ㈱興和工業所半田事業所 
9. 5 会員親睦交流会 半田グランドボウル 

10. 7 幹事会 ㈱興和工業所半田事業所 
10.11 親睦ゴルフ大会 新南愛知ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ美浜コース 
10.27 施設見学会及び例会 國盛 酒の文化館 
12.16 幹事会 ㈱興和工業所半田事業所 

R8.1.26 行政への要望書提出 半田市役所 
1.30 新年会員懇親会 鮨会席魚太郎 
2. 3 幹事会 ㈱興和工業所半田事業所 
2. 9 市との勉強会 半田商工会議所 
3.14 町内清掃 潮干町内 

 
衣浦港振興会 
年月日 会議名 開催場所 
R7. 4.21 常任理事会 半田商工会議所 

5.07 監査会 〃 
5.20 理事会・通常総会 〃 
6.26 要望活動 愛知県庁、中部地方整備局 
8.01 要望活動 国土交通省他 
9.02 幹事会 碧南商工会議所 

10.03 要望活動 愛知県議会議事堂 
12.04 常任理事会 碧南商工会議所 

R8.03.11 衣浦港講演会 碧南市文化会館 
 

(公財)日本電信電話ユーザ協会知多地区協会 
年月日 会議名 開催場所 

R7.4.16・17 
  4.23・24  

新入社員研修 
講師 古橋由紀氏（㈱SPB 代表取締役） 半田商工会議所 

6.13 理事会 大府商工会議所 
7. 4 愛知支部理事会 名古屋商工会議所 
8.04 2025 年度電話応対コンクール知多地区大会 録音審査 

10.10 〃          愛知県大会 名古屋商工会議所 

R8.2.25 2025 年度ユーザ協会運営窓口担当者会議及び 
情報通信トップセミナー    〃 
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西三河工業用水道協議会 
年月日 会議名 開催場所 
R7.05.13 幹事会 へきしんギャラクシープラザ 
R6.06.23 総会 安城市民会館 
R6.11.10 視察見学会 愛知県安城浄水場 
R6.11.13 愛知県工業用水道事業意見交換会 愛知県自治センター 
R8.01.26 幹事会、西三河工業用水道事業意見交換会 安城市民会館 

 愛知県経営者協会半田支部 
年月日 会議名 開催場所 
R7. 4.18 半田支部例会 半田商工会議所 

6.23 〃      〃 
10.14 〃    〃 

R8. 2.18    〃    〃 

半田市商店街連合会 
年月日 会議名 開催場所 
R7.04.16 監査会 半田商工会議所 

4.16 理事会    〃 
5.21 理事会    〃 
6.17 第 75 回定時総会 鮨会席魚太郎 
6.17 理事会    〃 
7.16 理事会 半田商工会議所 

  8.19 理事会    〃 
9.25 第 41 回市商連会長杯争奪ボウリング大会 半田グランドボウル 

10.21 理事会 半田商工会議所 
11.18 理事会    〃 
12.16 理事会及び懇親会 古扇楼 

R8.01.7 愛知県商店街振興組合連合会 
2025 年度商店街躍進新年祈念会 ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｺｰﾄ名古屋 

1.20 新年祝賀会 鮨会席魚太郎 
1.20 理事会    〃 
3.15 第 26 回ごはんだ食まつり 半田赤レンガ建物 

【９．その他関係団体】 
  愛知県港湾協会、愛知県港湾経済連合会、愛知県産業立地推進協議会、(一社)愛知県社会保険協会、 

愛知県中小企業団体中央会、(一社)愛知県緑化推進委員会、あいち産業科学技術総合センター、 
衣浦検疫協会、 (一財)衣浦港ポートアイランド環境事業センター、武豊線近代化促進期成同盟会、 
中部経済連合会、中部圏社会経済研究所、鉄道貨物協会名古屋支部、(福)半田市社会福祉協議会、 
(一社)内外情勢調査会、半田市民管弦楽団、半田ジュニアブラスバンド、半田国際交流協会、 
(特非)半田市観光協会、半田市消防団後援会、半田社会保険委員会、半田税務連絡協議会、 
(一社)半田法人会、半田連続立体交差事業促進期成同盟会、暴力追放半田知多郡連絡協議会、 
半田北区、半田市北区本町八丁目町内会、半田ブータン青少年交流協会、名浜道路推進経済連合会 
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西三河工業用水道協議会 
年月日 会議名 開催場所 
R7.05.13 幹事会 へきしんギャラクシープラザ 
R6.06.23 総会 安城市民会館 
R6.11.10 視察見学会 愛知県安城浄水場 
R6.11.13 愛知県工業用水道事業意見交換会 愛知県自治センター 
R8.01.26 幹事会、西三河工業用水道事業意見交換会 安城市民会館 

 愛知県経営者協会半田支部 
年月日 会議名 開催場所 
R7. 4.18 半田支部例会 半田商工会議所 

6.23 〃      〃 
10.14 〃    〃 

R8. 2.18    〃    〃 

半田市商店街連合会 
年月日 会議名 開催場所 
R7.04.16 監査会 半田商工会議所 

4.16 理事会    〃 
5.21 理事会    〃 
6.17 第 75 回定時総会 鮨会席魚太郎 
6.17 理事会    〃 
7.16 理事会 半田商工会議所 

  8.19 理事会    〃 
9.25 第 41 回市商連会長杯争奪ボウリング大会 半田グランドボウル 

10.21 理事会 半田商工会議所 
11.18 理事会    〃 
12.16 理事会及び懇親会 古扇楼 

R8.01.7 愛知県商店街振興組合連合会 
2025 年度商店街躍進新年祈念会 ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｺｰﾄ名古屋 

1.20 新年祝賀会 鮨会席魚太郎 
1.20 理事会    〃 
3.15 第 26 回ごはんだ食まつり 半田赤レンガ建物 

【９．その他関係団体】 
  愛知県港湾協会、愛知県港湾経済連合会、愛知県産業立地推進協議会、(一社)愛知県社会保険協会、 

愛知県中小企業団体中央会、(一社)愛知県緑化推進委員会、あいち産業科学技術総合センター、 
衣浦検疫協会、 (一財)衣浦港ポートアイランド環境事業センター、武豊線近代化促進期成同盟会、 
中部経済連合会、中部圏社会経済研究所、鉄道貨物協会名古屋支部、(福)半田市社会福祉協議会、 
(一社)内外情勢調査会、半田市民管弦楽団、半田ジュニアブラスバンド、半田国際交流協会、 
(特非)半田市観光協会、半田市消防団後援会、半田社会保険委員会、半田税務連絡協議会、 
(一社)半田法人会、半田連続立体交差事業促進期成同盟会、暴力追放半田知多郡連絡協議会、 
半田北区、半田市北区本町八丁目町内会、半田ブータン青少年交流協会、名浜道路推進経済連合会 

単位：円

会  計  名 繰越金 収　　入 支　　出 収支残高 繰入金収入 繰入金支出 差引収支残高

一般会計 17,669,856 96,067,511 93,241,903 20,495,464 7,000,000 14,500,000 12,995,464

中小企業相談所
特別会計

7,000,541 68,144,714 78,619,732 -3,474,477 14,500,000 2,000,000 9,025,523

法定台帳関係費
特別会計

865,849 4,033,000 3,776,816 1,122,033 1,122,033

特定退職金共済制度
特別会計

192,372 201,553,274 200,542,176 1,203,470 1,203,470

(2,730,922) (1,527,452)

福祉共済特別会計 7,447,344 53,057,644 35,516,980 24,988,008 17,000,000 7,988,008

会館運営特別会計 1,233,585 19,233,478 18,298,840 2,168,223 4,800,000 0 6,968,223

なごみ（和）基金
特別会計

0 7,700,000 3,650,000 4,050,000 4,050,000

小　　　計 34,409,547 449,789,621 433,646,447 50,552,721 26,300,000 33,500,000 43,352,721

（250,774,897） （236,696,523）

退職給与積立金
特別会計

53,025,188 0 8,119,753 44,905,435 2,000,000 46,905,435

財政調整資金
特別会計

104,029,163 0 0 104,029,163 10,000,000 4,800,000 109,229,163

小　　　計 157,054,351 0 8,119,753 148,934,598 12,000,000 4,800,000 156,134,598

合　　　計 191,463,898 449,789,621 441,766,200 199,487,319 38,300,000 38,300,000 199,487,319

（250,774,897） （244,816,276）

　　　　　　　　　　　　　　　　＊（）内数値は特定退職金共済制度の加入者保険料、給付金を除外した数値。

令和７年度　収支決算書総括表

令和7年4月1日～令和8年3月31日
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単位：円

款 項 決算額 予算額 対　　比 備　　考

会費 61,548,950 61,574,000 -25,050
会費 53,979,450 54,000,000 -20,550 一般会費

特別会費 7,520,000 7,520,000 0 役員・議員会費

過年度会費 49,500 54,000 -4,500

事業収入 27,963,078 30,053,000 -2,089,922
検定収入 4,571,715 3,200,000 1,371,715 検定受験料等

業務収入 22,538,363 26,000,000 -3,461,637 月報広告料等

事務委託料 853,000 853,000 0

補助金・ 6,058,459 210,000 5,848,459

委託料 時間外労働等改善助成金 943,957 0 943,957
オープンファクトリー補助金 1,000,000 0 1,000,000 半田市
はんだ元気創生融資利子補給 212,222 210,000 2,222 半田市
地元企業ＰＲ事業業務委託料 265,540 0 265,540 半田市
知多半島観光圏協議会労務管理費等業務委託料 3,636,740 0 3,636,740 知多半島観光圏協議会

雑収入 497,024 112,000 385,024
受取利息 302,924 12,000 290,924
雑収入 194,100 100,000 94,100

繰入金 7,000,000 15,000,000 -8,000,000
福祉共済特別会計繰入金 7,000,000 7,000,000 0
財政調整資金特別会計繰入金 0 8,000,000 -8,000,000

繰越金 17,669,856 17,000,000 669,856
繰越金 17,669,856 17,000,000 669,856 前年度繰越金

120,737,367 123,949,000 -3,211,633

令和７年度　一般会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

収入の部

計



－ 107 －

支出の部 単位：円

款 項 目 決算額 予算額 対  比 備  考

事業費 40,578,871 43,400,000 -2,821,129

事業費 38,722,889 41,150,000 -2,427,111

産業振興費 10,361,753 10,600,000 -238,247 賀詞交歓会，助成金等

労務関係事業費 5,791,445 5,250,000 541,445 チタジョブ等

検定関係事業費 1,637,016 1,400,000 237,016 検定試験開催費

調査広報費 8,127,545 8,300,000 -172,455 月報発行費等

部会事業費 7,908,794 10,600,000 -2,691,206 部会活動，運営費

委員会事業費 2,055,969 3,000,000 -944,031 委員会活動，運営費

中心市街地活性化事業費 1,883,210 2,000,000 -116,790 中心市街地活性化事業

時間外労働等改善事業費 957,157 0 957,157 メッセナゴヤ共同出展事業

会議費 1,855,982 2,250,000 -394,018

役員議員会議費 1,761,982 2,000,000 -238,018

その他会議費 94,000 250,000 -156,000 諸会議

管理費 52,663,032 58,960,000 -6,296,968

給与費 26,930,998 32,000,000 -5,069,002

給与費 26,930,998 32,000,000 -5,069,002 役職員8名分

福利厚生費 5,653,261 6,000,000 -346,739

福利厚生費 5,653,261 6,000,000 -346,739 役職員8名分

旅費交通費 619,765 800,000 -180,235

旅費交通費 619,765 800,000 -180,235

事務局費 11,339,812 11,410,000 -70,188

通信運搬費 3,300,115 3,000,000 300,115

什器備品費 1,883,476 2,000,000 -116,524

消耗品費 1,684,355 1,750,000 -65,645

図書費 103,800 110,000 -6,200

印刷費 250,800 300,000 -49,200

車両維持費 376,125 700,000 -323,875

電算維持費 2,832,974 2,800,000 32,974 電算システム費

雑費 908,167 750,000 158,167

渉外費 868,577 1,300,000 -431,423

役員渉外費 649,428 900,000 -250,572

会議所渉外費 219,149 400,000 -180,851

公課分担金 7,250,619 7,450,000 -199,381

公課 4,890,700 5,000,000 -109,300 消費税

分担金 2,359,919 2,450,000 -90,081 日商他

繰入金 繰入金 14,500,000 20,200,000 -5,700,000
中小企業相談所特別会計繰入金 14,500,000 20,200,000 -5,700,000
退職給与積立金特別会計繰入金 0 0 0

予備費 予備費 0 389,000 -389,000

予備費 0 389,000 -389,000

107,741,903 122,949,000 -15,207,097

12,995,464 0 12,995,464 次年度へ繰越

120,737,367 122,949,000 -2,211,633

計

収支剰余金

合　　　　　計
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収収入入のの部部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

補助金 48,927,119 50,150,000 -1,222,881

県補助金 43,167,119 35,000,000 8,167,119 小規模事業経営者支援事業補助金

市補助金 3,150,000 3,150,000 0

半田市商業施設助成補助金 2,610,000 12,000,000 -9,390,000 半田市

委託料・補給金 13,265,515 5,350,000 7,915,515

専門家派遣事業委託料 114,417 0 114,417

小規模事業者持続的発展支援事業 334,400 400,000 -65,600

伴走型支援推進事業補助金 5,566,389 0 5,566,389

事業環境変化対応型支援事業費委託金 3,324,266 4,950,000 -1,625,734

働き方改革推進支援助成金 3,926,043 0 3,926,043

繰入金 14,500,000 20,200,000 -5,700,000

一般会計繰入金 14,500,000 20,200,000 -5,700,000

事業収入 5,910,540 5,000,000 910,540

事業収入 5,910,540 5,000,000 910,540 記帳指導料等

雑収入 41,540 5,000 36,540

受取利息 40,000 4,000 36,000

雑収入 1,540 1,000 540

繰越金 7,000,541 6,825,000 175,541

前年度繰越金 7,000,541 6,825,000 175,541 前年度繰越金

89,645,255 87,530,000 2,115,255

令令和和７７年年度度　　中中小小企企業業相相談談所所特特別別会会計計収収支支決決算算書書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

計
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支支出出のの部部 単位：円

款 項 目 決算額 予算額 対　比 備　考
事業費 27,989,041 31,446,000 -7,585,209

指導事業費 8,732,956 9,540,000 -807,044
講習会等開催費 1,151,114 1,160,000 -8,886 講師謝金、旅費等
金融指導費 167,545 180,000 -12,455 審査会運営費等
記帳指導費 7,414,297 8,200,000 -785,703 記帳指導員手当等

特別研究指導費 600,000 600,000 0
特別研究指導費 600,000 600,000 0

青年部活動推進費 1,800,000 1,000,000 800,000
青年部活動推進費 1,000,000 1,000,000 0
若手後継者等育成事業費 800,000 0 800,000

女性会活動推進費 500,000 500,000 0
女性会活動推進費 500,000 500,000 0

景況調査事業費 48,400 56,000 -7,600
景況調査事業費 48,400 56,000 -7,600 景況調査費

事業サポートセンター事業費 378,381 2,650,000 -2,271,619
事業サポートセンター事業費 378,381 2,650,000 -2,271,619

専門家派遣事業費 104,016 0 104,016
専門家派遣事業費 104,016 0 104,016

半田市商業施設助成事業費 2,610,000 12,000,000 -9,390,000
半田市商業施設助成事業費 2,610,000 12,000,000 -9,390,000

創業支援事業費 498,589 600,000 -101,411
創業支援事業費 498,589 600,000 -101,411

伴走型小規模事業者支援推進事業 5,566,389 0 5,566,389
伴走型小規模事業者支援推進事業 5,566,389 0 5,566,389

事業環境変化対応型支援事業費 3,022,060 4,500,000 -1,477,940
事業環境変化対応型支援事業費 3,022,060 4,500,000 -1,477,940

働き方改革推進支援事業 4,128,250 0 4,128,250
働き方改革推進支援事業 4,128,250 0 4,128,250

管理費 50,630,691 54,084,000 -3,453,309
給与費 40,869,010 43,000,000 -2,130,990

給与費 40,869,010 43,000,000 -2,130,990 指導員、補助員7名分

福利厚生費 8,306,998 9,000,000 -693,002
福利厚生費 8,306,998 9,000,000 -693,002

旅費 307,640 616,000 -308,360
指導旅費 213,230 270,000 -56,770
研修旅費 88,570 330,000 -241,430
一般旅費 0 10,000 -10,000
補助員旅費 5,840 6,000 -160

事務費 1,147,043 1,468,000 -320,957
調査研究費 11,570 40,000 -28,430
通信運搬費 29,464 60,000 -30,536
消耗品費 70,636 60,000 10,636 事務用品
図書費 57,600 58,000 -400 各種資料等
印刷費 428,655 700,000 -271,345
会議費 44,400 70,000 -25,600
電算維持費 284,130 300,000 -15,870
雑費 220,588 180,000 40,588

繰入金 繰入金 2,000,000 2,000,000 0
退職給与積立金特別会計繰入金 2,000,000 2,000,000 0

計 80,619,732 87,530,000 -6,910,268
9,025,523 0 9,025,523 次年度へ繰越
89,645,255 87,530,000 2,115,255

収支剰余金
合　　　　　計
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収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

負担金 4,023,000 4,029,000 -6,000

負担金 4,011,000 4,020,000 -9,000

過年度負担金 12,000 9,000 3,000

雑収入 10,000 1,000 9,000

受取利息 10,000 1,000 9,000

繰越金 865,849 700,000 165,849

繰越金 865,849 700,000 165,849 前年度繰越金

計 4,898,849 4,730,000 168,849

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

事業費 1,602,448 1,800,000 -197,552

印刷費 285,065 400,000 -114,935

通信費 517,383 600,000 -82,617

広報費 800,000 800,000 0

管理費 2,174,368 2,210,000 -35,632

給与費 1,650,000 1,650,000 0

福利厚生費 300,000 300,000 0

消耗品費 48,000 50,000 -2,000

電算維持費 142,065 180,000 -37,935

雑費 34,303 30,000 4,303

繰入金 0 200,000 -200,000

退職給与積立金特別会計繰入金 0 200,000 -200,000

予備費 0 520,000 -520,000

予備費 0 520,000 -520,000

計 3,776,816 4,730,000 -953,184

1,122,033 0 1,122,033 次年度へ繰越

4,898,849 4,730,000 168,849

令和７年度　法定台帳関係費特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

収支剰余金

合　　　　　計
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収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

負担金 4,023,000 4,029,000 -6,000

負担金 4,011,000 4,020,000 -9,000

過年度負担金 12,000 9,000 3,000

雑収入 10,000 1,000 9,000

受取利息 10,000 1,000 9,000

繰越金 865,849 700,000 165,849

繰越金 865,849 700,000 165,849 前年度繰越金

計 4,898,849 4,730,000 168,849

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

事業費 1,602,448 1,800,000 -197,552

印刷費 285,065 400,000 -114,935

通信費 517,383 600,000 -82,617

広報費 800,000 800,000 0

管理費 2,174,368 2,210,000 -35,632

給与費 1,650,000 1,650,000 0

福利厚生費 300,000 300,000 0

消耗品費 48,000 50,000 -2,000

電算維持費 142,065 180,000 -37,935

雑費 34,303 30,000 4,303

繰入金 0 200,000 -200,000

退職給与積立金特別会計繰入金 0 200,000 -200,000

予備費 0 520,000 -520,000

予備費 0 520,000 -520,000

計 3,776,816 4,730,000 -953,184

1,122,033 0 1,122,033 次年度へ繰越

4,898,849 4,730,000 168,849

令和７年度　法定台帳関係費特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

収支剰余金

合　　　　　計

収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

取扱手数料 2,528,550 1,800,000 728,550

取扱手数料 2,528,550 1,800,000 728,550

掛金収入 81,899,040 93,000,000 -11,100,960

保険料 81,899,040 93,000,000 -11,100,960

給付金受入 117,115,684 100,000,000 17,115,684

給付金受入 117,115,684 100,000,000 17,115,684

雑収入 10,000 1,000 9,000

受取利息 10,000 1,000 9,000

繰越金 192,372 1,000 191,372

繰越金 192,372 1,000 191,372 前年度繰越金

計 201,745,646 194,802,000 6,943,646

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

事業費 255,480 270,000 -14,520

事業推進費 105,480 120,000 -14,520

広報事業費 150,000 150,000 0

給付金 117,115,684 100,000,000 17,115,684

退職金 117,115,684 100,000,000 17,115,684

管理費 1,271,972 1,382,000 -110,028

給与費 723,000 723,000 0

福利厚生費 141,000 141,000 0

通信運搬費 65,235 90,000 -24,765

図書費 44,000 48,000 -4,000

印刷費 4,330 10,000 -5,670

電算維持費 142,065 170,000 -27,935

会議費 0 0 0

雑費 152,342 200,000 -47,658

保険料 81,899,040 93,000,000 -11,100,960

支払保険料 81,899,040 93,000,000 -11,100,960

繰入金 0 100,000 -100,000

退職給与積立金特別会計繰入金 0 100,000 -100,000

予備費 0 50,000 -50,000

予備費 0 50,000 -50,000

200,542,176 194,802,000 5,740,176

1,203,470 0 1,203,470 次年度へ繰越

201,745,646 194,802,000 6,943,646

(注）直近保険年度終了日の財政状況（令和7年12月31日現在）
単位：円

1．年金資産 1,169,217,240
2．要支給額 1,155,528,348
3．差引金額 13,688,892
4．積立率 101.1%

令和７年度　特定退職金共済制度特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

計

収支剰余金

合　　　　　計
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収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

取扱手数料 48,954,975 43,930,000 5,024,975

団体保険 28,969,828 27,500,000 1,469,828

経営者年金 125,600 130,000 -4,400

大型・終身保険 7,228,256 6,000,000 1,228,256

労働保険手数料 3,100,202 2,700,000 400,202
労働保険事務組合報奨金 4,156,400 3,000,000 1,156,400

損保集団制度 1,136,584 1,100,000 36,584

その他手数料 4,238,105 3,500,000 738,105

事業収入 4,053,663 3,300,000 753,663

事業収入 4,053,663 3,300,000 753,663

雑収入 49,006 3,000 46,006

受取利息 20,000 2,000 18,000

雑収入 29,006 1,000 28,006

繰越金 7,447,344 7,300,000 147,344

繰越金 7,447,344 7,300,000 147,344 前年度繰越金

60,504,988 54,533,000 5,971,988

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

事業費 7,191,021 9,400,000 -2,208,979

事業推進費 2,953,521 4,400,000 -1,446,479

広報事業費 1,000,000 1,000,000 0

特別事業費 3,237,500 4,000,000 -762,500

管理費 28,325,959 30,775,000 -2,449,041

給与費 20,530,701 22,000,000 -1,469,299

福利厚生費 3,943,164 4,000,000 -56,836

旅費交通費 116,770 160,000 -43,230

通信運搬費 780,892 800,000 -19,108

什器備品費 0 0 0

消耗品費 19,225 50,000 -30,775

図書費 45,600 45,000 600

印刷費 238,660 250,000 -11,340

会議費 352,064 400,000 -47,936

車両維持費 327,264 500,000 -172,736

電算維持費 142,065 170,000 -27,935

公課分担金 139,600 200,000 -60,400

雑費 1,689,954 2,200,000 -510,046

繰入金 17,000,000 14,000,000 3,000,000

一般会計繰入金 7,000,000 7,000,000 0
退職給与積立金特別会計繰入金 0 2,000,000 -2,000,000
財政調整資金特別会計繰入金 10,000,000 5,000,000 5,000,000

予備費 0 358,000 -358,000

予備費 0 358,000 -358,000

計 52,516,980 54,533,000 -2,016,020

7,988,008 0 7,988,008 次年度へ繰越

60,504,988 54,533,000 5,971,988

令和７年度　福祉共済特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

計

収支剰余金

合　　　　　計
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収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

取扱手数料 48,954,975 43,930,000 5,024,975

団体保険 28,969,828 27,500,000 1,469,828

経営者年金 125,600 130,000 -4,400

大型・終身保険 7,228,256 6,000,000 1,228,256

労働保険手数料 3,100,202 2,700,000 400,202
労働保険事務組合報奨金 4,156,400 3,000,000 1,156,400

損保集団制度 1,136,584 1,100,000 36,584

その他手数料 4,238,105 3,500,000 738,105

事業収入 4,053,663 3,300,000 753,663

事業収入 4,053,663 3,300,000 753,663

雑収入 49,006 3,000 46,006

受取利息 20,000 2,000 18,000

雑収入 29,006 1,000 28,006

繰越金 7,447,344 7,300,000 147,344

繰越金 7,447,344 7,300,000 147,344 前年度繰越金

60,504,988 54,533,000 5,971,988

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

事業費 7,191,021 9,400,000 -2,208,979

事業推進費 2,953,521 4,400,000 -1,446,479

広報事業費 1,000,000 1,000,000 0

特別事業費 3,237,500 4,000,000 -762,500

管理費 28,325,959 30,775,000 -2,449,041

給与費 20,530,701 22,000,000 -1,469,299

福利厚生費 3,943,164 4,000,000 -56,836

旅費交通費 116,770 160,000 -43,230

通信運搬費 780,892 800,000 -19,108

什器備品費 0 0 0

消耗品費 19,225 50,000 -30,775

図書費 45,600 45,000 600

印刷費 238,660 250,000 -11,340

会議費 352,064 400,000 -47,936

車両維持費 327,264 500,000 -172,736

電算維持費 142,065 170,000 -27,935

公課分担金 139,600 200,000 -60,400

雑費 1,689,954 2,200,000 -510,046

繰入金 17,000,000 14,000,000 3,000,000

一般会計繰入金 7,000,000 7,000,000 0
退職給与積立金特別会計繰入金 0 2,000,000 -2,000,000
財政調整資金特別会計繰入金 10,000,000 5,000,000 5,000,000

予備費 0 358,000 -358,000

予備費 0 358,000 -358,000

計 52,516,980 54,533,000 -2,016,020

7,988,008 0 7,988,008 次年度へ繰越

60,504,988 54,533,000 5,971,988

令和７年度　福祉共済特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

計

収支剰余金

合　　　　　計

収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

貸室収入 19,213,478 17,950,000 1,263,478

定期貸室収入 7,442,408 7,450,000 -7,592 同居団体貸室料等

臨時貸室収入 8,752,890 7,500,000 1,252,890 会議室利用料

共益費 3,018,180 3,000,000 18,180 同居団体負担金

雑収入 20,000 2,000 18,000

受取利息 20,000 2,000 18,000

繰入金 4,800,000 3,500,000 1,300,000

財政調整資金特別会計繰入 4,800,000 3,500,000 1,300,000

繰越金 1,233,585 1,200,000 33,585

繰越金 1,233,585 1,200,000 33,585 前年度繰越金

計 25,267,063 22,652,000 2,615,063

単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

維持費 13,115,391 16,605,000 -3,489,609

保守料 3,880,054 4,250,000 -369,946 空調、警備等

保険料 259,730 255,000 4,730 火災保険等

水道光熱費 3,905,411 4,600,000 -694,589 電気、ガス、水道

清掃費 2,390,856 2,500,000 -109,144

修理費 2,679,340 5,000,000 -2,320,660

借地料 287,111 300,000 -12,889

借地料 287,111 300,000 -12,889 半田市

管理費 4,896,338 5,250,000 -353,662

給与費 1,740,000 1,740,000 0

福利厚生費 360,000 360,000 0 法定福利費等

通信運搬費 189,903 250,000 -60,097

什器備品費 1,251,862 1,800,000 -548,138

消耗品費 609,580 750,000 -140,420 衛生用品等

電算維持費 142,065 150,000 -7,935

雑費 122,634 200,000 -77,366

白雲運営費 480,294 0 480,294

繰入金 0 200,000 -200,000

退職給与積立金特別会計繰入金 0 200,000 0

予備費 0 297,000 -297,000

予備費 0 297,000 -297,000

計 18,298,840 22,652,000 -4,353,160

6,968,223 0 6,968,223 次年度へ繰越

25,267,063 22,652,000 2,615,063

令和７年度　会館運営特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

支出の部

収支剰余金

合　　　　　計
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収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

繰越金 7,700,000 7,000,000 700,000

繰越金 7,700,000 7,000,000 700,000 前年度末資金残高

計 7,700,000 7,000,000 700,000

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

助成金支出 3,650,000 3,000,000 650,000

助成金支出 3,650,000 3,000,000 650,000

予備費 0 4,000,000 -4,000,000

予備費 0 4,000,000 -4,000,000

計 3,650,000 7,000,000 -3,350,000

4,050,000 4,050,000 次年度へ繰越

7,700,000 7,000,000 700,000

本年度末資金残高

合　　　　　計

令和７年度　なごみ（和）基金特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

繰入金 2,000,000 5,500,000 -3,500,000

一般会計繰入金 0 1,000,000 -1,000,000
中小企業相談所特別会計繰入金 2,000,000 2,000,000 0
法定台帳関係費特別会計繰入金 0 200,000 -200,000
特定退職金共済制度特別会計繰入金 0 100,000 -100,000

福祉共済特別会計繰入金 0 2,000,000 -2,000,000

会館運営特別会計繰入金 0 200,000 -200,000

繰越金 53,025,188 53,000,000 25,188

繰越金 53,025,188 53,000,000 25,188 前年度末資金残高

計 55,025,188 58,500,000 -3,474,812

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

退職給与金 3,843,753 0 3,843,753

退職給与金 3,843,753 0 3,843,753

退職共済掛金 4,276,000 5,000,000 -724,000

退職共済掛金 4,276,000 5,000,000 -724,000

8,119,753 5,000,000 3,119,753

46,905,435 53,500,000 -6,594,565 次年度へ繰越

55,025,188 58,500,000 -3,474,812

この他に所外積立金として 49,895,814円あり。

収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

繰入金 10,000,000 5,000,000 5,000,000

福祉共済特別会計繰入金 10,000,000 5,000,000 5,000,000

繰越金 104,029,163 100,000,000 4,029,163

繰越金 104,029,163 100,000,000 4,029,163 前年度末資金残高

計 114,029,163 105,000,000 9,029,163

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

財政調整支出金 4,800,000 11,500,000 -6,700,000

一般会計支出金 0 8,000,000 -8,000,000

会計運営特別会計支出金 4,800,000 3,500,000 1,300,000

緊急経済対策特別会計支出金 0

計 4,800,000 11,500,000 -6,700,000

109,229,163 93,500,000 15,729,163 次年度へ繰越

114,029,163 105,000,000 9,029,163

令和7年4月1日～令和8年3月31日

本年度末資金残高

合　　　　　計

令和７年度　退職給与積立金特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

計

本年度末資金残高

合　　　　　計

令和７年度　財政調整資金特別会計収支決算書
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収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

繰入金 2,000,000 5,500,000 -3,500,000

一般会計繰入金 0 1,000,000 -1,000,000
中小企業相談所特別会計繰入金 2,000,000 2,000,000 0
法定台帳関係費特別会計繰入金 0 200,000 -200,000
特定退職金共済制度特別会計繰入金 0 100,000 -100,000

福祉共済特別会計繰入金 0 2,000,000 -2,000,000

会館運営特別会計繰入金 0 200,000 -200,000

繰越金 53,025,188 53,000,000 25,188

繰越金 53,025,188 53,000,000 25,188 前年度末資金残高

計 55,025,188 58,500,000 -3,474,812

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

退職給与金 3,843,753 0 3,843,753

退職給与金 3,843,753 0 3,843,753

退職共済掛金 4,276,000 5,000,000 -724,000

退職共済掛金 4,276,000 5,000,000 -724,000

8,119,753 5,000,000 3,119,753

46,905,435 53,500,000 -6,594,565 次年度へ繰越

55,025,188 58,500,000 -3,474,812

この他に所外積立金として 49,895,814円あり。

収入の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

繰入金 10,000,000 5,000,000 5,000,000

福祉共済特別会計繰入金 10,000,000 5,000,000 5,000,000

繰越金 104,029,163 100,000,000 4,029,163

繰越金 104,029,163 100,000,000 4,029,163 前年度末資金残高

計 114,029,163 105,000,000 9,029,163

支出の部 単位：円

款 項 決算額 予算額 対　比 備　考

財政調整支出金 4,800,000 11,500,000 -6,700,000

一般会計支出金 0 8,000,000 -8,000,000

会計運営特別会計支出金 4,800,000 3,500,000 1,300,000

緊急経済対策特別会計支出金 0

計 4,800,000 11,500,000 -6,700,000

109,229,163 93,500,000 15,729,163 次年度へ繰越

114,029,163 105,000,000 9,029,163

令和7年4月1日～令和8年3月31日

本年度末資金残高

合　　　　　計

令和７年度　退職給与積立金特別会計収支決算書

令和7年4月1日～令和8年3月31日

計

本年度末資金残高

合　　　　　計

令和７年度　財政調整資金特別会計収支決算書
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単位：円

科科　　　　目目 金金　　　　額額 科科　　　　目目 金金　　　　額額

（資産の部） （負債の部）

流流動動資資産産 8844,,774433,,770077 流流動動負負債債 4411,,339900,,998866
現金 383,314 未払金 6,881,234
預金 64,517,940 預り金 1,409,938
有価証券 10,000,000 仮受金 7,022,071
未収金 8,006,390 共済預り金 26,077,743
仮払金 244,630
貯蔵品 1,591,433

固固定定資資産産 660055,,339933,,227700 固固定定負負債債 4466,,990055,,443355
((有有形形固固定定資資産産）） 444433,,662222,,227722 退職給与引当金 46,905,435

建物 145,343,563 --負負　　債債　　計計-- 8888,,229966,,442211
建物附属設備 22,684,183
構築物 1,738,020 （正味財産の部）

車両運搬具 3 積積立立金金 110099,,222299,,116633
什器備品 2,285,884 　財政調整資金 109,229,163
土地 271,570,619 剰剰余余金金 449922,,661111,,339933

((そそのの他他のの固固定定資資産産）） 116611,,777700,,999988 固定財産 449,258,672
電話加入権 160,600 収支剰余金 43,352,721
投資有価証券 5,455,800 　（一般会計） 12,995,464
出資金 20,000 　（中小企業相談所会計） 9,025,523

    退職給与引当資産 46,905,435 　（法定台帳関係費会計） 1,122,033
財政調整資産 109,229,163  　（特定退職金共済制度会計） 1,203,470

　（福祉共済会計） 7,988,008
　（会館運営会計） 6,968,223
　（なごみ会計） 4,050,000

--正正味味財財産産計計-- 601,840,556

計計 669900,,113366,,997777 計計 669900,,113366,,997777

貸　　借　　対　　照　　表

令和８年３月３１日現在

借借　　　　　　　　方方 貸貸　　　　　　　　方方
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単位：円

科科　　　　目目 金金　　　　額額 科科　　　　目目 金金　　　　額額

（資産の部） （負債の部）

流流動動資資産産 8844,,774433,,770077 流流動動負負債債 4411,,339900,,998866
現金 383,314 未払金 6,881,234
預金 64,517,940 預り金 1,409,938
有価証券 10,000,000 仮受金 7,022,071
未収金 8,006,390 共済預り金 26,077,743
仮払金 244,630
貯蔵品 1,591,433

固固定定資資産産 660055,,339933,,227700 固固定定負負債債 4466,,990055,,443355
((有有形形固固定定資資産産）） 444433,,662222,,227722 退職給与引当金 46,905,435

建物 145,343,563 --負負　　債債　　計計-- 8888,,229966,,442211
建物附属設備 22,684,183
構築物 1,738,020 （正味財産の部）

車両運搬具 3 積積立立金金 110099,,222299,,116633
什器備品 2,285,884 　財政調整資金 109,229,163
土地 271,570,619 剰剰余余金金 449922,,661111,,339933

((そそのの他他のの固固定定資資産産）） 116611,,777700,,999988 固定財産 449,258,672
電話加入権 160,600 収支剰余金 43,352,721
投資有価証券 5,455,800 　（一般会計） 12,995,464
出資金 20,000 　（中小企業相談所会計） 9,025,523

    退職給与引当資産 46,905,435 　（法定台帳関係費会計） 1,122,033
財政調整資産 109,229,163  　（特定退職金共済制度会計） 1,203,470

　（福祉共済会計） 7,988,008
　（会館運営会計） 6,968,223
　（なごみ会計） 4,050,000

--正正味味財財産産計計-- 601,840,556

計計 669900,,113366,,997777 計計 669900,,113366,,997777

貸　　借　　対　　照　　表

令和８年３月３１日現在

借借　　　　　　　　方方 貸貸　　　　　　　　方方

単位：円

勘定科目 金　　額 摘　　　要

（資産の部）

流動資産 84,743,707
現金 383,314
預金 64,517,940 定期預金、普通預金

有価証券 10,000,000 愛知県公募公債

未収金 8,006,390 事業補助金、貸室料等

仮払金 244,630 女性会助成金等

貯蔵品 1,591,433 ゲッポウ、切手等

固定資産 605,393,270
(有形固定資産） 443,622,272
建物 145,343,563 半田市銀座本町1-1-1、鉄筋４階建、2,083.55㎡
建物附属設備 22,684,183
構築物 1,738,020
車両運搬具 3 車両3台
什器備品 2,285,884 事務機器等

土地 271,570,619 半田市銀座本町1-1-1他、2,383.55㎡
(その他固定資産） 161,770,998

　　　電話加入権 160,600
投資有価証券 5,455,800 アクサ生命・中部国際空港株式、他

出資金 20,000 知多信用金庫、半田信用金庫

退職給与引当資産 46,905,435 定期預金、普通預金

財政調整資産 109,229,163 定期預金、普通預金

資産の部合計 690,136,977
流動負債 41,390,986
未払金 6,881,234 未払経費、未払税金

預り金 1,409,938 社会保険料等

仮受金 7,022,071 健康診断料等

　　共済預り金 26,077,743 預り保険料等

固定負債 46,905,435
退職給与引当金 46,905,435
負債の部合計 88,296,421
差引正味財産 601,840,556

財　産　目　録
令和８年３月３１日現在
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監 査 報 告 書 
 

 半田商工会議所定款第 68条の規定により、令和 7年度（令和 7年

4月 1日より令和 8年 3月 31日まで）の事業報告書並びに収支決算

書、貸借対照表、財産目録を関係帳簿とともに監査した結果、その

内容は適正であることを認める。 

 

 

     令和 8年 5月 8日 

 

 

監 事   近近 藤藤 敏敏 通通 ◯印  

 

監 事   椴椴 山山 晃晃 雄雄 ◯印  

重要な会計方針 

 

 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

   ・満期保有目的の債券…償却原価法(定額法)を採用しております。 

   ・その他有価証券…移動平均法による原価法を採用しております。 

 

 

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   （貯蔵品） 

最終仕入原価法による原価法を採用しております。 

 

 

（３）固定資産の減価償却の方法 

   （有形固定資産） 

定額法を採用しております。 

 

 

（４）引当金の計上基準 

   （退職給与引当金） 

職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務を 

計上しております。 

 

 

（５）消費税等の会計処理 

    消費税の会計処理は税込方式を採用しております。 
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監 査 報 告 書 
 

 半田商工会議所定款第 68条の規定により、令和 7年度（令和 7年

4月 1日より令和 8年 3月 31日まで）の事業報告書並びに収支決算

書、貸借対照表、財産目録を関係帳簿とともに監査した結果、その

内容は適正であることを認める。 

 

 

     令和 8年 5月 8日 

 

 

監 事   近近 藤藤 敏敏 通通 ◯印  

 

監 事   椴椴 山山 晃晃 雄雄 ◯印  

重要な会計方針 

 

 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

   ・満期保有目的の債券…償却原価法(定額法)を採用しております。 

   ・その他有価証券…移動平均法による原価法を採用しております。 

 

 

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   （貯蔵品） 

最終仕入原価法による原価法を採用しております。 

 

 

（３）固定資産の減価償却の方法 

   （有形固定資産） 

定額法を採用しております。 

 

 

（４）引当金の計上基準 

   （退職給与引当金） 

職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務を 

計上しております。 

 

 

（５）消費税等の会計処理 

    消費税の会計処理は税込方式を採用しております。 
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